















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに




　皆みなさまこんにちは、丹藤武敏たんどう・たけとしです。




　本書は、テーブルトークＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイで、アリアンロッド・リプレイ・〝レジェンド〟シリーズの第四巻かんであります。

　テーブルトークＲＰＧとは〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟（Table Talk Role-Playing Game）の略りやく称しようです。このゲームでは、司会進行役であるＧＭ（ゲームマスター）と数人のプレイヤーが集まり、会話をしながら物語を進めていきます。プレイヤーはそれぞれ一体のキャラクター（ＰＣ）を担当し、ＧＭが語る状じよう況きようの説明や登場人物に対して、判断を下したり対話を行なったりするのです。

　そして、そのプレイ風景を文章化したものをリプレイと呼よびます。これを読めば、ＴＲＰＧの雰ふん囲い気きを味わい、楽しむことができるようになっています。




　貧びん乏ぼう姉妹ことフレアとセレネが奮ふん闘とうする『レジェンド』シリーズも、今回が最終巻。

『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド④　貧乏姉妹の伝説』をお届とどけします。




　このリプレイ、双ふた子ごの姉妹が一〇〇万Ｇの借金返へん済さいのため、コロシアムで試合をして賞金を稼かせぐという展開でした。前回の第三巻では、そこで大きな転機を迎えます。

　彼女たちを襲おそう逆境は、まだまだ続きます。

　行方ゆくえ不明となっていた〝クラン＝ベルの風雲児〟こと双子の父親が見つかったと思ったのも束つかの間、その解放のための身みの代しろ金きんに一千万Ｇを要求されてしまいます。




　最終巻では、フレアとセレネは自分たちの父親を助け出すために奮闘することになります。

　彼かの女じよたちの前には、今までのコロシアムの試合とは違ちがった試練や障しよう害がいが待ち受けており、乗のり越こえていかねばなりません。

　今まで借金を取り立ててきたマティアスにも、腹はらに一いち物もつあるようです。

　そんなこんながある中で、果たして貧乏姉妹は無事大だい団だん円えんを迎むかえることができるのか？

　その答えは、この先の本ほん編ぺんに書き記しております。




　では、そろそろこの辺といたしましょう。

　最後までお付き合いいただければ、幸いです。







前回のあらすじ




〝クラン＝ベルの風ふう雲うん児じ〟の双子の娘むすめフレアとセレネは、行方ゆくえ不明となった父の借金一〇〇万Ｇを返済するため、モンスターコロシアムで戦い、賞金を稼かせぐことになった。彼女たちは、父の友人にして番頭のドル、双子に才さい能のうを見み出いだしプロデュースしようとする吟ぎん遊ゆう詩人のユーノスとともにコロローナ商会を結成。うさんくさいプロモーターのサントスが経けい営えいするＦリーグでピンチを切きり抜ぬけながら勝利を重ね、借金を返済していくことになる。

　双子姉妹は、マティアスの刺し客かく〝ハッピーラッキーブラザーズ〟が仕し掛かけるボランティアに耐たえながら、これに勝利する。

　次に舞まい込こんできたのは、コロシアムの新人王決定戦トーナメント。一気に借金を完済できる賞金を目指し、参加を決めたコロローナ商会のもとに、マティアスの推すい薦せんでラウラという少女が派は遣けんされる。マティアスの企たくらみは、〝風雲児の秘ひ宝ほう〟を借金のカタとして回かい収しゆうすること。そのためにラウラに妨ぼう害がいを命じていたのだ。しかし、フレアはラウラを許ゆるし、トーナメントの優ゆう勝しよう賞金で自分たちとラウラの借金を見事完済する。

　借金全ぜん額がくを返済したと思ったのも束つかの間ま、行方不明になっていた父親が見つかったという情じよう報ほうと同時に、一千万Ｇの身代金を要求されるのであった。
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆借金は返したけれど




『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』もおかげさまで第四巻。

　いよいよ最終巻となる。




　フレアとセレネの貧乏姉妹の出発点は、一〇〇万Ｇの借金を返すことであった。

　そのためにコロシアムでの試合に参加し、賞金を稼いできた。

　その課か程ていでたくましく成長し、前巻で見事一〇〇万Ｇの借金を完済した。




　しかし、それではもちろん終わらない。

　借金を返したら、やはり新たな展てん開かいが待っている。




　それが、一千万Ｇの身代金である。




　借金を完済したら、もっと大きな苦く難なんが待っていた。

　やはり、そういう展開こそ王道というもの。




　しかし、これまでと同じようにコロシアムで試合をして借金を返済するのではなく、もっと別な展開もしてみたい。




　最終巻では、コロローナ商会にコロシアムから飛び出してもらおう───。

　それに、このリプレイを賑にぎやかにしてくれたＦリーグのライバルたちにも、スポットを当ててみたい。

　そんな想おもいとともに、シナリオ執しつ筆ぴつにかかった。




　───そして第七話のシナリオが完成し、収しゆう録ろくを行なうべくＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に四人のプレイヤーが集まった。では、さっそくその面々を紹しよう介かいしていこう。




＊　　　＊　　　＊




妹尾絵美せのお・えみ

　あるとき富ふ士じ見み書しよ房ぼうで打ち合わせに参加した鈴吹太郎すずふき・たろうが、編へん集しゆう者しやだった彼女を逸いつ材ざいだと本書のプレイヤーとして引ひっ張ぱってきたという経けい緯いのプレイヤー。『レジェンド』シリーズ開始とともに『アリアンロッド』を遊んだという初心者だったが、最近ではすっかりルールも覚えた様子。天然ボケのように見えて鋭するどいツッコミをさりげなく入れる〝天然ツッコミ〟という希け有うな属ぞく性せいの持ち主。

　本書では、貧乏姉妹の姉、フレア・コロローナを演えんじる。




藤井忍ふじい・しのぶ

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の仕事を引き受けてもらっている女性ゲームライター。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・ジェネシス』シリーズ（富士見書房刊かん）に登場する敷しき島しまあやめをはじめとして、数多くのリプレイにプレイヤーとして参加しているほか、『アルシャードガイアリプレイ　君といるセカイ』（エンターブレイン刊）をはじめ、リプレイの執筆も行なっている。今後も、新たなリプレイシリーズを執筆予定。

　本リプレイでは、フレアの双子の妹、セレネ・コロローナを演じる。




鈴吹太郎すずふき・たろう

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の代表取とり締しまり役やくにして、ＴＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』シリーズのデザイナー。また『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』シリーズの執筆も手がける。どんなに忙いそがしくても、セッションの予定をこなすという、無類のゲーム好き。

　本リプレイでは、ドル・ジャマダルを演じる。




田中信二たなか・しんじ

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の社員としてＤＴＰからライティングまで幅はば広ひろく活かつ躍やくしている。

　通つう称しよう〝かわいそうな田中〟、略りやくして〝かわたな〟。数々の主人公らしいかっこいいセリフを吐はいてきた。しかし、その一方で変なキャラクターのロールプレイにも定てい評ひようがある。

　最近では彼が著ちよ者しやを務つとめる『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』シリーズもどんどん進行し、かわいそうぶりにも磨みがきがかかっている。

　本リプレイでは、ユーノス・ローリングスターを演じる。




　以上、四人のプレイヤーとＧＭを務める私、丹藤武敏がＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室に集まり、第七話の収録が開始されるのであった。




ＧＭ：皆みなさんおはようございまーす。

一同：おはようございまーす！

ＧＭ：では、これより『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』の第七話を収録していきたいと思います。

妹尾：はい、いよいよ七話ですねー。

ＧＭ：ええ、とうとう七話です。思えば、いろいろありました。

妹尾：いろんな試合がありました。

藤井：ヘンなＮＰＣもたくさん出てきました（笑）。

田中：自じ称しよう天使のセレスチャルフォースとか、この前のボランティアとともに襲おそってきたハッピーラッキーブラザーズとか……そんなのばっかりでしたね。

鈴吹：あとは借金（笑）。

妹尾：でも、その借金はみんな返しました！

ＧＭ：しかし、今度は一千万Ｇの身代金です（笑）。

藤井：しかも、マティアスもまだ風雲児の秘宝を狙っているっぽいし。

妹尾：でも、なんなんでしょうね？　風雲児の秘宝って。

ＧＭ：今回は、その辺のことも明らかになります。というわけで、今回予告を読みます。




●今回予告




　一〇〇万Ｇの借金は完済した。

　そして、父の無事も伝えられた。




妹尾：うんうん。

藤井：一いつ生しよう懸けん命めい返済した。

妹尾：お父さんも生きてたよー。




　だが、めでたしめでたし……とはならなかった。




妹尾：ならないんですか!?　がーん。

藤井：やっぱり、何事もなく終わるはずがなかった（笑）。




　父の解かい放ほうに必要な身みの代しろ金きん、一千万Ｇ。

　この危き機きを乗のり越こえるために必要なのは、伝説の風雲児の秘宝。




妹尾：来た、風雲児の秘宝！

鈴吹：おさらいすると、風雲児に戦せん略りやく級の爆ばく運うんをもたらしたという謎なぞのアイテムだな。

田中：マティアスが借金を利用して狙ねらっていたヤツですね。

ＧＭ：そうです。マティアスが借金のカタとして館やかたを取り上げようとしていたのは、この秘宝を手に入れようとしていたからです。

藤井：でも、そんな秘宝、どこにあるんだろう？

鈴吹：たしか、誰だれも見たことがないっていうものだったはず。

妹尾：娘むすめのわたしたちにさえ、秘密ですもんね。

藤井：とうとう、その正体がわかるのかな？




　秘宝の隠かくし場所は、意外な場所。

　コロローナ商会は、危険な迷宮へと挑いどむ。




『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』

　第七話「はじめての秘宝探索」

　冒ぼう険けんの舞ぶ台たいが君を待つ！




ＧＭ：というわけで、秘宝がどこに隠されているかはまだ秘密です（笑）。

妹尾：秘宝の隠し場所っていったら……魔ま王おうの迷めい宮きゆうとか謎の城しろとかですよね？

鈴吹：まあ、その辺は定番といったところだな。

田中：しかし、クラン＝ベルにそういう場所はないですよね？

鈴吹：そういう目立つ建物といったら、コロシアムだな（笑）。

藤井：コロシアムに隠かくされていたら、たしかに意外ですけど（笑）。

田中：すると……我わが家なんですかね？

鈴吹：実は、トラップもモンスターもたくさんあるしな。考えてみると、秘宝の隠し場所にはもってこいだな。

妹尾：なるほど、たしかに。

藤井：でも、風雲児の秘宝が我が家にあったなら、今いま頃ごろわたしたちはもっと幸せに暮くらせるんじゃないですかね？（笑）

妹尾：言われてみれば（笑）。

ＧＭ：どこにあるかは、セッション中に判明しますので。

鈴吹：始まってからのお楽しみだな。

妹尾：はい、楽しみにしています（笑）。

ＧＭ：というわけで、成長報ほう告こくに移うつりましょう。







◆Preplay 02◆成長報告




　今回予告を読み終えると、プレイヤーたちは成長点を使ってレベルアップ作業に移る。

　借金返済は終わっており、所持金を使って装そう備びも整ととのえた。




▼フレア・コロローナの場合（７レベル）

ＧＭ：じゃあ、キャラクターの紹しよう介かいをお願いします。まずは、フレアから。

妹尾（以下、フレア）：わたしはレベル７になりました。縁えん起ぎがいいです。

ＧＭ：ああ、ラッキーセブンということですね。

フレア：そして、グラディエーターからモンクにクラスチェンジしました。

ＧＭ：おお、とうとうクラスチェンジですか。

鈴吹：そろそろクラスチェンジのタイミングだったしなー。それに、借金生活はもう終わったし、コロシアムで戦わなくてもよくなったからな（笑）。

田中：そして、グラディエーターを辞やめて、普ふ通つうの女の子に戻もどります宣せん言げんを（笑）。

ＧＭ：そんな、昔むかしのアイドルじゃないんですから（笑）。

フレア：グラディエーターは辞めませんよ。まだ、魂たましいはグラディエーターのままです。

ＧＭ：ほう、というと？

フレア：鎧よろいを着ません！

藤井：……どこかで聞いたことがある、鎧を着ないＰＣって（笑）。

ＧＭ：ああ、フェイトを使って《サヴァイブ》の封ふう印いんを解かい除じよするってことですね。




《サヴァイブ》は、グラディエーターの自動取得スキルで、胴部に鎧を着なければ［ＣＬ＋５］点の【物理防御力】を得る。フレアはグラディエーターからクラスチェンジしたので、このスキルは封印されるのだが、フェイトを使ってこれを解除する前ぜん提ていなのだ。




フレア：そうですそうです。だから、心はグラディエーターのままなんです。

ＧＭ：わかりました。それで、新しく取得したスキルを教えてください。

フレア：はい、まずは《インテンション》です。




《インテンション》

　身しん体たい能のう力りよくの強化で、常じよう人じんよりタフで打だ撃げきに強くなっていることを表わすモンクの自動取得スキル。最大【ＨＰ】に＋［ＣＬ×５］する。




ＧＭ：これで、【ＨＰ】が一気に＋35点上じよう昇しようですか。

フレア：毎回倒たおれていたので、今度こそしぶとくなろうかと。

ＧＭ：なるほど。

フレア：それと、《シールドスラム》と《ソウルバスター》を取得しました。




《シールドスラム》

　盾たての重量を攻こう撃げき力りよくに追加するウォーリアのスキル。




《ソウルバスター》

　攻撃で受けたＨＰダメージと同じ値あたいだけ、相手の【ＨＰ】を失わせるモンクのスキル。




フレア：《シールドスラム》を取ったので、軽銀の盾から重いハイクオリティシールドに装備を変更することにしました。こうすると攻撃力が上がるから、セレネちゃんと相談して盾を交こう換かんすることにしたんです。

藤井：お姉ちゃんの盾を持つことができて、わたしも幸せです（笑）。

ＧＭ：新たに盾を買わず、節約するんですね。

鈴吹：今度は、一千万Ｇ貯ためないといかんからなー（笑）。

フレア：他に、装備の変へん更こうはありません。以上です。
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▼セレネ・コロローナの場合（７レベル）

ＧＭ：はい、では次はセレネさんお願いします。

藤井（以下、セレネ）：はい、わたしもレベルが７になりました。そして、サポートクラスがサモナーからメイジにクラスチェンジしましたー。

ＧＭ：おお、姉妹そろってクラスチェンジですか。

セレネ：はい、双ふた子ごですもの（笑）。

フレア：何をするのも一いつ緒しよなわたしたち（笑）。

セレネ：そして、わたしもお姉ちゃんと一緒で、基き本ほん的てきに《ファミリア》はフェイトで封印を解除する予定です。ポメロちゃんも手放せないので（笑）。

田中：このポメロ、前巻から存そん在ざい感が増ましてますもんね。

フレア：応おう援えんもしてもらったよ。

セレネ：そんなわけで、自動取得の《マジックフォージ》をゲットです。




《マジックフォージ》

　魔ま術じゆつの攻こう撃げきのダメージロールの直前に使用。そのダメージロールに［ＣＬ］Ｄを追加するメイジの自動取得スキル。シナリオ中一回使用できる。




ＧＭ：他のスキルは、何を取りましたか？

セレネ：はい、《フォースブリンガー》１レベルと《コンセントレイション》を取りました。




《フォースブリンガー》

　魔術のダメージに＋［ＳＬ×４］するメイジのスキル。属性のない魔ま法ほうダメージのみ効こう果かがある。




《コンセントレイション》

　集中力を高め、魔術の発動を成功しやすくする。魔術判はん定ていのダイスを＋１個こする、メイジのスキル。




ＧＭ：なるほど。《フォースブリンガー》でセレネがいつも使う《サモン・リヴァイアサン》のダメージが上昇し、魔術判定で３Ｄを振ふれるようになったんですね。

セレネ：はい、今まで魔術判定が２Ｄで厳きびしかったので。

鈴吹：命中には、いつもフェイトを注ぎ込んでたよね。

セレネ：ええ、当たらなかったので（笑）。これで、ますます相手を転てん倒とうに追い込めるようになりました。

ＧＭ：ぐあっ、それがいつもつらいんですよ！

鈴吹：はっはっはっ、ますますドルとセレネの連れん携けいが強まったな。




　ドルが《ランドフィッシャー》でマヒを与あたえ、セレネが《サモン・リヴァイアサン》で転倒を与える通称〝魔のコンボ〟は、どちらもマイナーアクションで解除するバッドステータスであり、しかも解除できるのはどちらか一方という大変強力なもので、ＧＭをさんざん苦しめてきている。




セレネ：それと、お姉ちゃんの成長報告でも言いましたが、交こう換かんしてハイクオリティシールドから軽銀の盾になりました。こっちの方が、【行こう動どう値ち】が高くなります。

田中：セレネさんが先手を取って動くのは重要ですからねー。

セレネ：あと、豊ほう穣じようの花か冠かんを買いました。

フレア：セレネちゃんをお花で飾かざるんですね。かわいい～！

セレネ：かわいいのもあるんですが、この装そう身しん具ぐは装備していると【精せい神しん】＋２という効果があります。結構便利な効果ですよ。

ＧＭ：うーん、ＧＭとしてはかわいくない効果ですよ（笑）。

セレネ：わたしは以上です。
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▼ドル・ジャマダルの場合（７レベル）

鈴吹（以下、ドル）：それでは、ドルの成長報告をしよう。

フレア：ドルさんはどうなったんですか？

ドル：実は、クラスチェンジをしなかった。コツコツ、地道に成長していくのだ。

ＧＭ：さすが、堅けん実じつですね。

ドル：というわけで、《ソアスポット》を１レベル上昇させ、新たにメイジのスキル、《ダオ・グラスプ》を取りました。

フレア：《ダオ・グラスプ》？

ドル：うむ。これがシチュエーションによっては超ちよう強つよい。わしの魔法が当たると、相手の移い動どう力りよくがそのラウンド中マイナス10される。

フレア：うわ～、それは鬱うつ陶とうしい（一同笑）。

ＧＭ：なんというねちっこい嫌いやがらせ！　このうえに、マヒ、転てん倒とうを受けるのか……。

ドル：実じつ際さいの戦せん闘とうでは、こういうのが効きいてくる。《アースシェイカー》を５レベルまで伸のばさないと取得できないのじゃが、このために地道に伸ばしたのだよ。

ＧＭ：くく、また苦戦しそうだ。他に、成長した部分は？

ドル：あと、フェイトを１点上昇させて合計６点になった。装備は、特に変へん更こうなしじゃ。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、次に移りましょう。

[image: ]




▼ユーノス・ローリングスターの場合（７レベル）

ＧＭ：それでは、ユーノスの成長報告をお願いします。

田中（以下、ユーノス）：はいはい、ユーノス・ローリングスター、７レベルとなりました。

ドル：ユーノスは、どう成長したんだ？

ユーノス：はっ、ボクの成長ですが、取得している《スレノディ》と《アペイディングソング》を１レベルずつ上げました。




《スレノディ》

　対象の属性を、選せん択たくした属性に変更するバードのスキル。シナリオ中ＳＬ回使用できる。




《アペイディングソング》

　呪じゆ歌か判定のスキルの効果を、＋ＳＬするバード専せん用ようのレジェンドスキル。




ユーノス：と、こんな感じで新しん規きのスキルがないので、大きな変化はありません。

ＧＭ：なるほど。それで、装備の方は？

ユーノス：防ぼう具ぐはミスリルクローク、装身具は俊しゆん足そくのブーツをつけました。

ＧＭ：わかりました、これで成長報告は終わりですね。次に移りましょう。
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●ギルドスキルの決定

ＧＭ：さて、ギルドレベルが上がっているかと思いますが。

フレア：はい、３レベルから４レベルになりましたー。

セレネ：新しいギルドスキルが一個取れるよ、お姉ちゃん。

フレア：やったー！　また強くなりますよ！

セレネ：今まで持っていたギルドスキルは……。

ドル：はっ、《蘇そ生せい》《目め利きき》《祝福》《陣じん形けい》となっております。

ユーノス：定番といわれるギルドスキルは、だいたい持っていますねー。

ドル：わしらは現げん在ざい７レベルじゃから……この四つの他に３レベルのギルドスキルまで持って行けますぞ。

フレア：おお～っ！

セレネ：２～３レベルのギルドスキルは、何がありましたっけ。

ドル：たしか、いろいろよいものがそろっていたはずですぞ。

フレア：（スキルガイドを見ながら）本当ですね、いろいろありますよ！

セレネ：ああ、目め移うつりする（笑）。

フレア：《強化》とか《結束》とか……あっ、《精せい鋭えい部隊》っていうのもありますよ！

ＧＭ：それは持っていると文字どおり選ばれた精鋭部隊になるギルドスキルです（笑）。




《精鋭部隊》

　ギルドメンバーが精鋭部隊であることを表わすギルドスキル。ギルドメンバーの【最大ＨＰ】と【最大ＭＰ】を＋５する。




フレア：ホントだ～！　【最大ＨＰ】を＋５されると、わたし三ケタに突とつ入にゆうですよ。

セレネ：これを取ると、コロローナ商会もイロモノから精鋭部隊になれるんですね（笑）。

ドル：まあ、わしらも新人王に輝かがやいたギルドですからな。これを取って、晴れて精鋭部隊を名乗ってもよいでしょう。

ユーノス：それでこそ、ボクが叙じよ事じ詩しを記録するに値あたいするというもの。

フレア：じゃ、《精鋭部隊》取りまーす。

ＧＭ：はい、わかりました。

ドル：ギルドスキルも決まったことだし、ここでわしのドル資し金きんも決めておこう。わしは、《エフリーグマスター》で、プリプレイで資金が獲かく得とくできるのじゃ。

ＧＭ：そうでしたね。では、振ふってください。

ドル：（ダイスを振る）よし、二三〇〇Ｇを獲得じゃ。

ＧＭ：では、これでオープニングに移りましょう。







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆小さなことからコツコツと




　神しん聖せいヴァンスター帝てい国こく帝てい都と〝天空の街〟ヴァンスター───。

　栄えい達たつを夢ゆめ見みる貴き族ぞく、商人たちが集まる活気ある街である。

　その一角、とある貴族が保ほ有ゆうする、商館の執しつ務む室しつでのこと───。




ＧＭ：さて、最初のシーンはマスターシーンです。

フレア：ほう、マスターシーンですか。

ＧＭ：はい、まずはちょっとエリンディル大陸の地図が映うつされると思ってください。

フレア：地図が？

ＧＭ：ええ、そしてヴァンスター帝国がクローズアップされていくのです。

セレネ：ああ、映えい画がとかでよくありますよね、そんな演えん出しゆつ。

ＧＭ：まさしくそんな感じです。（地図を見せて）ヴァンスターは、あなたたちがいるクラン＝ベルのあるパリス同どう盟めいの南に位置する帝国です。
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フレア：はいはい。

ＧＭ：で、そのヴァンスターの帝都、さらにそこにある商館の一室に画面は移うつります。そこは、ヴァンスターのとある貴族の執務室のようですね。

フレア：ほう、貴族の執務室。

ＧＭ：豪ごう華かな装そう飾しよくが施ほどこされた執務室には、大きな机つくえがありまして、そのうえで慎しん重ちようにトランプタワーを組んでいる手がアップになります。

ドル：……トランプタワー？

ユーノス：こう、トランプを組んでいってピラミッドにしていくあれですか？

ＧＭ：ええ、あれです。しかも五段だん目まで組んであって、あと一段で組み上がりそう。

セレネ：そ、それは緊きん張ちようするなぁ……。

ＧＭ：今にもトランプタワーを完成させそうなのは、銀ぎん縁ぶちメガネをかけて髪かみを後ろに撫なでつけた、一見インテリ風な貴族の男だん性せいです。

フレア：はい、大事な質しつ問もんがあります！

ＧＭ：はい、なんでしょうかフレアさん。

フレア：その人、美形ですか!?　それとも、そこそこ美形ですか!?

セレネ：お、お姉ちゃん……（笑）。

ユーノス：フレアさんには、美形かそこそこ美形しか判はん断だん基き準じゆんがないのですか？

ドル：そもそも、そこそこ美形も美形に含まれるんじゃが（笑）。

セレネ：お姉ちゃんは、そこそこ程度の美形には興味がないんです（笑）。

ドル：なるほど。で、そのメガネ貴族はどうなんじゃ？

ＧＭ：……えー、一見すると切れ者な感じがする、そこそこの美形です。

フレア：なんだー、そこそこかー。

ユーノス：人生、そこそこぐらいがいいんですよ。




　説得力抜ばつ群ぐんである。さすがは、元がん祖そそこそこ美形。




ＧＭ：そして、にや～と弛たるんだ笑えみを浮うかべ、頂ちよう上じようのひと組を組み上げようとした今まさにそのとき！

セレネ：ほう、そのとき！

ＧＭ：バーンと勢いきおいよくドアが開き、トランプタワーが一気に崩くずれてしまいます（笑）。

一同：ああ～（笑）。

ドル：うーん、残念。

ＧＭ：「ガスコイン伯はく爵しやく！　報ほう告こくにあがりました！」と言っています。部下のようですね。

フレア：ガスコイン伯爵というのが、このインテリ貴族のことですね。

ＧＭ：そうです。そのガスコイン伯爵ですが、トランプタワーが崩れてから銀縁メガネの奥おくの奥にある瞳ひとみは……感かん情じようの色を映うつしていません（笑）。

セレネ：うわぁ、なんかまずい感じに……。

ＧＭ：「伯爵、あの〝クラン＝ベルの風雲児〟ってヤツぁ、ふてえ野や郎ろうですぜ！」

フレア＆セレネ：お父さんだっ！

フレア：こんな人に捕つかまったんだ、お父さん。

ＧＭ：「あの野郎、脱だつ出しゆつ用のトンネルを三つも掘ほってましたぜ」と、下したっ端ぱは報告します。

ドル：予備のトンネルを掘るのは、脱走の基本じゃな。

ユーノス：他にも、スープで鉄てつ格ごう子しを錆さびさせたり、脱出を試みたりしたんでしょう。

フレア：お父さん、全然おとなしくしてない（笑）。

ＧＭ：部下は、風雲児の脱出を未然に防いだことをべらべらしゃべってアピールしているんですが……ガスコイン伯爵は無表情のままなんですよ。

ユーノス：ほう？

ドル：なんか、不気味なやつじゃのう。

ＧＭ：「では、あっしはこれで」と、その部下は執務室を後にしようとするんですが……「待ちたまえ、君」と、ガスコイン伯爵が冷たい声で呼び止めます。

フレア：おや、呼び止めた？

ＧＭ：（ぼそりと）「───新記録だったんだよ」

フレア：は？

セレネ：新記録？

ＧＭ：「六段組みが組み上がれば、新記録だったんだ」

フレア：えっと、それは……。

セレネ：トランプタワーのこと、かな？

ＧＭ：「……いいかね、君。トランプタワーというのは、簡かん単たんそうに見えて細こまやかな神経を使う難しいものなのだ。それを六段組み上げるのは、至し難なんの業わざといっていい……」

フレア：そうそう、あれ難むずかしいですよね。

ユーノス：そんなことを言われても、部下はぽかーんでしょうね（笑）。

ドル：まあ、そうじゃな。

ＧＭ：「───それが貴様のせいでええぇぇぇっ!!　せっかくの新記録がぁぁぁぁっ!!　台なしになっただろうがあぁぁぁあぁぁっ!!」

フレア：ちょっ!?（一同笑）

セレネ：豹ひよう変へんした!?

ドル：こいつ、いきなりぶち切れおったぞ!?

ＧＭ：「どおぉぉぉしてくれるんだ、ええっ!?」と、浮き出た青筋から今にも血が噴ふき出しそうな勢いで激げき怒どしております（笑）。

ユーノス：どうやら、細かいことに根を持つタイプっぽいですよ!?

ドル：そんなレベルじゃないじゃろう!?

セレネ：ああ、またヘンな人だ……（笑）。

フレア：エリンディルって、こんな人たちばっかりなんですか？

ドル：いや、ＧＭの個性じゃろ（笑）。

ＧＭ：「私はねえ……コツコツ積み上げてきた繊せん細さいな作業を、がさつな馬ば鹿かどもに邪じや魔まされるのが……何によりも嫌きらいなんだっ!!」と、伯爵は机を砕かんばかりに叩き。

ドル：その気持ちは、なんとなくわかる（笑）。

ＧＭ：で、ガスコイン伯爵がおもむろに首に手を当て、すっと横に引く───。

ドル：それって、死の宣せん告こくじゃろ。




　その仕草が合図だったのか、部下の背はい後ごにいつの間にかふたつの影かげが現あらわれる。

　ドゥアンの牙爪族ケイネスのふたり組だ。彼かれらは、表ひよう情じようを変えずにその部下の脇わきを抱かかえた。




ユーノス：ドゥアンなら、ボクの同族ですが。

ドル：向こうは牙爪族ケイネスだから、ユーノスと違ちがって鋭するどい牙きばと爪を持っておるタイプじゃ。

ユーノス：どうやら、用よう心じん棒ぼうみたいですね。

ＧＭ：はい、そんな雰ふん囲い気きですね。で、そいつらがその下っ端をずるずると部屋の外に引きずっていき、ばたーんとドアが閉しまります。

ユーノス：「うわー、助けてくれー」とか聞こえてきそうな（笑）。

ドル：「伯爵、話を聞いてくだせー、うわー！」とかな（笑）。

ＧＭ：まあそんな感じですが……すぐに静かになります。しーん。

フレア：あ、あれ？

ユーノス：ということは……。

セレネ：……もしかして、消された？

フレア：こ、怖こわいよー。

ＧＭ：ガスコイン伯爵は落ち着きを取り戻すと「……後のことはマティアス殿どのに任せておこう」と呟つぶやきます。

セレネ：───なん、ですって!?

フレア：ここでマティアスの名が!?

ドル：どうやら、こいつがマティアスとつるんでおる黒くろ幕まくのようじゃな……。

ＧＭ：ガスコイン伯爵は落ち着きを取とり戻もどして髪を整ととのえると、手元の資し料りように目を移うつします。その資料には、フレアとセレネの似に顔がお絵えが。

フレア：はっ!?　もうわたしたちのこと知られてる～。

ドル：そりゃ、新人王にも輝かがやいた有名人ですからな（笑）。

フレア：じゃ、その似顔絵はＶサインしてます。ぶいっ！

ＧＭ：それは、そこはかとなくむかつきますね（笑）。

セレネ：また厄やつ介かい事ごとが……。

フレア：せっかく借金返したのに～。

ＧＭ：そして、ふたりの似顔絵を見たガスコイン伯爵が、ニヤリと笑ったところでシーンを終しゆう了りようします。







◆Opening 02◆悪あく縁えんは切れず




　セレネとフレアの許もとにもたらされた、父が見つかったという報告。

　しかし、解かい放ほうするのに必要な身みの代しろ金きんは、その額がく一千万Ｇ。

　どうしよう……ふたりは、途と方ほうに暮くれることとなった。




ＧＭ：では、あらためてオープニングとなります。シーンは、前回のエンディングの直後。コロローナ商会にカタリーナが訪たずねてきて、お父さんを無事に解放するためには身代金一千万Ｇを払はらわねばならないことを告げられたところです。

フレア：えええええええ～!!　……と、叫さけんで前回は終わったんですね（笑）。

セレネ：そうだった。まだカタリーナはいるんですよね？

ＧＭ：ええ、心配そうに様子をうかがっていますよ。

セレネ：まず、くわしい状じよう況きようを聞かないと。

フレア：そうだった。ねえ、カタリーナちゃん。身代金ってどういうことなの？

ＧＭ：「あなたたちのお父上は、ヴァンスター帝国の貴族が所有する領りよう地ちへの不法侵しん入にゆうと、帝国へのスパイ容よう疑ぎで捕つかまったそうよ」

フレア：そ、そうなんだ。

セレネ：お父さんに、そんな容疑が……。

フレア：でも、すごい理り不ふ尽じんだよ～。

ドル：しかし、領りよう主しゆがある程てい度どの裁さい量りようで裁さばけますからな。領地を持っている貴族というのは、そういうものですぞ。……という事じ情じようでいいのかな、ＧＭ？

ＧＭ：はい、ドルさんの言うとおりです。領りよう内ないにやってきた貴族やら身分の高い人やらを捕まえて身代金を要求するっていうのは、実じつ際さいにもあったことでして。

フレア：そ、そうなんだ。

ＧＭ：「なんでも、風雲児を捕まえた貴族は、ガスコイン伯爵らしいですわ」

フレア：……ガスコンロ伯爵？

ＧＭ：いや、ガスコンロじゃなくて（笑）。

ユーノス：たしかに、すぐ着火するようなキャラでしたが（一同笑）。

フレア：ユーノスさんがうまいこと言った！

ドル：今は、そんなことに感心している場合ではないのです（笑）。

フレア：そのガスコイン伯爵ってどんな人なの、カタリーナちゃん？

ＧＭ：「ヴァンスター帝国でも、悪い噂うわさしか聞かない方ですわ」

ユーノス：ガス洩もれが激はげしいと思われます（笑）。

セレネ：もうちょっとくわしい情じよう報ほうがほしいなー。

ユーノス：さすが、セレネさんは真ま面じ目めだ（笑）。

セレネ：そのガスコイン伯爵って人のことは、まだ調べられないのかな？

ＧＭ：その辺は、ミドルフェイズになってから調べられます。

フレア：じゃあ、シーン終了ですか？

ＧＭ：その前に、このシリーズの重要ＮＰＣを登場させないと。

フレア：重要ＮＰＣというと……。

セレネ：もしかして……。

ＧＭ：ええ、マティアスが意い気き揚よう々ようとやってきます。

一同：来た──────!!（爆ばく笑しよう）

ユーノス：さっそく来たか、マティアス！

ＧＭ：「おはよう、諸しよ君くん！　いやこんなに早く再さい会かいするとは思ってもみなかったよ！」

フレア：わ、わたしもです（笑）

セレネ：二度と来なくてよかったのに……（笑）。

ドル：何の用じゃ。もう借金は返したはずだぞ。

セレネ：そうです。借金も返したし、わたしたちに関かかわらないと約束しましたよね？

ＧＭ：「いやいや、今回は借金の話をしにきたわけではない。君たちにとって、大変よい報しらせを持ってきたのだよ」

フレア：よい報しらせですか？

ユーノス：しかし、どうもあなたは信用できない。

ＧＭ：「君たちの父上に関することだと言っても、かね？」きらっと目を光らせて。

フレア：お父さんのことですか！

セレネ：……そう言われると、気になるなぁ。

フレア：お父さんのことを、知っているんですか？

ＧＭ：「ああ、知っているとも。現げん在ざい、ガスコイン伯爵領への不法侵入と帝国に対するスパイ容疑で勾こう留りゆうされておる。わしのもとにも、さっそく報告が来た」

ドル：マティアスは、元々ヴァンスター帝国で神官長をやっておったからのう。

フレア：ただの借金取りじゃなかったんですね。

ユーノス：ええ、昔むかしは偉えらかったんですよ。

ＧＭ：「実は、ガスコイン伯爵とわしは、旧きゆう知ちの仲でな」

フレア：あっ、それなら話もつきますよね。わーい、よかった！

セレネ：お姉ちゃん、きっと悪い仲間だよ（笑）。

フレア：そ、そうなのかな、やっぱり……。

ＧＭ：「ははは、セレネ君は疑うたぐり深ぶかくていかん。しかし、わしの話を聞く以外にないだろう？　君たちは、一千万Ｇという大金を用意できるのかね？」

[image: ]

セレネ：そ、それは……。

フレア：一〇〇万Ｇでもやっとだったのに。

ＧＭ：「それを、わしが掛かけあってなんとかしてやろうというのだ」

フレア：ええっ、本当に!?

セレネ：お姉ちゃん信じちゃ駄だ目め！　裏うらがあるよ、絶ぜつ対たいに！

ＧＭ：「まあ、さすがに一千万Ｇ全ぜん額がくをチャラにはできん」

フレア：えー！

ユーノス：普ふ通つうに考えれば、そんなうまい話はないわけですが。

ＧＭ：「───しかし、この館やかたを引ひき渡わたすことで、話をつけてくださるということだよ」

セレネ：ま、またおうちが狙ねらわれる!?

ドル：……いや、マティアスの狙いは、あくまでも〝風雲児の秘ひ宝ほう〟じゃろう。マティアスに聞こえないように、ぼそっと言うぞ。

セレネ：ああ、そうだった。それを狙っていたんだった。

ドル：そしてまた館を狙ってくるってことは……まだ諦あきらめてはおらんというわけじゃな。




　前回、マティアスが借金を利用して風雲児の秘宝を手に入れようと画かく策さくしていることは、判はん明めいしている。今回もまた諦めずに狙ってくることは、簡かん単たんに予想できることなのだ。




ＧＭ：「む？　何か言ったかな？」

ドル：いやいや、なんでもない。こっちの話じゃ。

ＧＭ：「そうかね。しかし、わしの提てい案あんを呑のめば、君たちの父上は釈しやく放ほうされ、スパイ容疑も晴れる。安いものではないかね」

フレア：うーん、たしかに今まで一〇〇万Ｇだったおうちが、一千万Ｇの代わりになるっていうのは安いけど……。

セレネ：でも、今まで三冊さつ分に渡ってやってきたことが水の泡あわになってしまう（笑）。

フレア：それでも、お父さんの命には代えられないよ。

セレネ：悩なやましいなぁ……。

ドル：悩むことなどありませんぞ、お嬢じようさま方。そもそも、一千万Ｇの身代金を要求するなど、言ごん語ご道どう断だんです。そんなもの、払わんと突つっぱねなされ！

ＧＭ：「しかし、一千万Ｇの身代金で容疑を追つい及きゆうしないというのは、十分穏おん当とうな措そ置ちではないかね？　なにしろ、ヴァンスター帝国とパリス同盟は休戦中という関係だ。下手をすれば、国際問題だよ」

フレア：そうなんですか？

ＧＭ：はい、ヴァンスター帝国とパリス同盟は最近まで戦争していたこともあり、関係は良好ではないんですよ。なので、風雲児がスパイ罪ざいに問われる背はい景けいはあります。

ドル：だとしても、ヴァンスター帝国は横おう暴ぼうじゃ！

フレア：そうですよ、お父さんはスパイじゃないんです。わかってください！

セレネ：うーん。言いがかりだろうけど……マティアスが絡からんできた以上、もうそれではすまない気がする（笑）。

ＧＭ：「まあまあ、ガスコイン伯爵も、そこまでは疑うたがっておらん。しかし、領内に不法侵入した以上、取り調べねばならん。例外を認みとめるというのは、なかなか難むずかしいのだ」

ドル：そのために金を払はらえというのか！

ＧＭ：「ありていに言えばそうなる」

ドル：おのれ～、足元を見おって。

ユーノス：しかし、こっちは人ひと質じちに取られている状じよう態たいですからねえ。本当に突っぱねていいものかどうか。

フレア：……うーん。

セレネ：マティアス様、せめて考える時間をください。

ＧＭ：「おお、いいとも。君たちも後こう悔かいしないよう、じっくり考えて結けつ論ろんを出すといい。さっ、わしはこれで帰るとするか」

フレア：なんだか嬉しそう、マティアスさん。

セレネ：わたしたちは、全然嬉しくない（笑）。

ＧＭ：というわけで、マティアスが嬉しそうに去っていきました。

セレネ：帰ったかー。もう、いつもいつも面めん倒どうばかり持ってくるし。

ＧＭ：カタリーナも横で事情を聞いていて「大だい丈じよう夫ぶですの？」と心配してくれます。

セレネ：心配してくれるんだ。

フレア：心配ないよ、カタリーナちゃん。今までなるようになってきたよ！

ユーノス：ははは、さすがはフレアさん。成り行き任せこそ正せい義ぎですよ。

ドル：お前は、何を言っておるのじゃ（笑）。

セレネ：じゃあ、みんなでどうするか相談しましょう。

フレア：家族会議ですね。

ドル：いや、家族じゃない居い候そうろうや番ばん頭とうもおるのですが。

フレア：でも、同じ屋根の下で暮らしているんだから、ユーノスさんもドルさんも、もうわたしたちの家族ですよ。

ユーノス：さすがはフレアさん。なんと優やさしい言葉か。

ＧＭ：では、次のシーンは家族会議ということにして、このシーンを終了します。







◆Opening 03◆家族会議の時間




　スパイ容疑で捕まった父親を解放するには、一千万Ｇの身みの代しろ金きんが必要だ。

　しかし、どうにかこうにか一〇〇万Ｇを返したばかりで、そんな金はどこにもない。

　さっそく、応おう接せつ間まで顔をつきあわせての家族会議となった。




ＧＭ：それでは、家族会議のシーンです。とりあえず、全員登場です。場所は、おうちの応接間にしましょう。心配したカタリーナも、一いつ緒しよにいます。

フレア：カタリーナちゃん、ありがとう。

セレネ：じゃ、人数分のお茶を用意しよう。せっかく借金返したんだし、いつもの出で涸がらしとは違ちがっていいものにしよう（笑）。

ＧＭ：では、前回メイドに雇やとったラウラが一緒に手伝ってくれます。「はっ、ここはわたくしにお任せを」

セレネ：ありがとう、ラウラちゃん。持つべきものは、有ゆう能のうなメイドだ（笑）。

フレア：こういうところで貧びん乏ぼう脱出を実感します。うーん、お茶もいい香かおりー。

ユーノス：あっ、ボクの分はお砂さ糖とう多めで。

ドル：せめて、遠えん慮りよぐらいせんか（笑）。

フレア：でも、ユーノスさん何かアイデアありませんか？　一いち応おうプロデューサーですよね。

ドル：プロデューサーとして、一千万Ｇをどうにかする方法はないのか？

ユーノス：プロデューサーは、夢ゆめを売るのが仕事でして。

フレア：はぁ～……。夢って、お金にならないんですね～（一同爆笑）。

セレネ：うん、そうだね。夢で借金は返せなかったね（笑）。

ＧＭ：なんというせつない話……。

ユーノス：そんなシリーズにしたのはＧＭです（笑）。

ドル：まあ、夢ではどうにもならんので、現げん実じつ的てきな解かい決けつを考えねば。

セレネ：ドルさんのドル資し金きんじゃ、なんともなりませんよね？

ドル：平へい均きん二五〇〇Ｇほどですので、一千万Ｇを稼かせぐには……あと四〇〇〇セッションほどせねばなりません（一同笑）。

フレア：うわ～、気が重いよ～！

ＧＭ：全四〇〇〇回のキャンペーンは、ＧＭが死ねます（笑）。

セレネ：ともかく、話を整理しようよ。

ドル：そうですな。

セレネ：マティアスは、ガスコイン伯爵と一緒に〝風雲児の秘宝〟を狙っているんだよね？

フレア：そうそう、なんでも願いを叶える秘宝らしいよ。

ＧＭ：ガスコイン伯爵については、カタリーナもよく知らないようです。「わたくしも、くわしいことはよく知らないのですわ。お父上から聞かされたばかりですから」と答えます。

フレア：ああ、カタリーナパパが。

セレネ：そうそう、フェルナンドさんですね。




フェルナンド・カタルヘナ

　カタリーナの父親で、カタルヘナ商会の会頭で、〝クラン＝ベルの風雲児〟とは冒ぼう険けん者しや仲間でもあり、商売のライバルでもあった。




フレア：じゃあ、まずカタリーナパパに聞いてみる？

セレネ：他にも、事情を聞けそうな人がいると思う。

ドル：ほう、セレネお嬢じようさまには心当たりが？

セレネ：うん。たとえば……シルヴァさんとか。

フレア：あっ、シルヴァさんなら話を聞けそう。

ＧＭ：シルヴァは前回の新人王戦以降、まだ大だい神しん殿でんに逗とう留りゆうしたままですから、話を聞きに行くことはできますよ。

ドル：マティアスが復権したら彼女にとっても厄やつ介かいなはず。協力してくれるじゃろう。

ユーノス：このふたりが、話を聞けそうな候こう補ほですね。

ＧＭ：とりあえず、どっちにも行くことができます。

フレア：どっちから行こうかセレネちゃん？

セレネ：せっかくだから、神殿からでいいかな？　最初に、マティアスの動向から知っておきたい（笑）。

ドル：敵てきの動向を知っておき、早めに対たい策さくを立てるというわけですな。

セレネ：そういうことです。それに、シルヴァさんは信用できそう。

ＧＭ：なるほど、ウマが合いそうだと。

セレネ：そ、それは危き険けんな気がする!?（笑）

ユーノス：信用はするけど、ウマは合わせないように注意しましょう（笑）。

ドル：ドロップ品のないダンジョンに放り込まれるのはいやじゃ（笑）。

ＧＭ：では、クラン＝ベル大神殿に向かったところで、オープニングを終了します。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆苦しい時の神しん殿でん頼だのみ




　まずは、必要なのは情じよう報ほう収しゆう集しゆう。

　神殿には、マティアスと因いん縁ねん浅からぬ女神官シルヴァがまだ逗とう留りゆうしているという。

　コロローナ商会は、話を聞こうとクラン＝ベル大だい神しん殿でんへと向かった。




ＧＭ：というわけで、まずはシルヴァに会いに行ったシーンから始めましょう。

フレア：はーい、わかりました。

ＧＭ：皆さんが訪たずねてきて、クラン＝ベル大神殿で少し待たされたのち、シルヴァのいる部屋まで通されます。

セレネ：失礼しまーす。

フレア：こんにちは～。

ＧＭ：「よく来てくれたわね、コロローナ商会の皆さん」

セレネ：はい、いろいろ大変なことがありまして。

フレア：借金返したけど、もっと大変になったんです。

ＧＭ：「ええ、あなたたちのお父さまのことよね？　話は聞いているわ」

セレネ：さすがです。

フレア：シルヴァさん、お耳が早い！

ＧＭ：彼女は、マティアスの動向を逐ちく一いち調べていましたからね。

フレア：ああ、なるほど！

ユーノス：マティアスが、コロローナ商会に身代金を取り立てにやってきたのも、すでに報ほう告こくが入っているんですね。

ＧＭ：はい、そういうことです。

フレア：じゃあ、さっそくお話を───。

ＧＭ：すると、シルヴァは「ちょっと待ってね」と言いながら、扉とびらや窓まどの側そばに誰だれかいないか警けい戒かいし、机つくえの下など盗とう聴ちよう器きの有う無むを確かく認にんします。

セレネ：盗聴器!?

ドル：エリンディルに盗聴器はないじゃろー。

ＧＭ：いやいや、聞き耳する妖よう精せいとか通信用の水すい晶しようの球とか、エリンディルには盗聴器になりそうなものが、それなりにありますから。

フレア：なるほど、油ゆ断だんなりませんね。

ＧＭ：そういうことです。「さっ、もういいわよ」

ドル：ならば、さっそく聞こう。……そもそも、マティアスは何故なぜガスコイン伯はく爵しやくとかいうヤツに肩かた入いれしておるんじゃ？

ＧＭ：「ガスコイン伯爵は、ヴァンスター帝てい国こく内でも、かなり評ひよう判ばんの悪い貴き族ぞくだわ」

フレア：ふんふん。

ドル：どのような評判があるのじゃ？

ＧＭ：まずその前に、ヴァンスター帝国の状じよう況きようをかいつまんで説明しておきましょう。現げん在ざいのヴァンスター帝国の皇こう帝ていは、ゼダンという人物なのですが、この人にはたくさんお兄さんがいたんですよ。

フレア：へえー。

セレネ：つまり、他のお兄さんを差し置いて皇帝になったということですよね？

ＧＭ：そうです。現げん皇帝のゼダンは、元々皇こう位いから遠い存そん在ざいだったんですが、お兄さんたちが謎なぞの死を遂とげたり、伝説の剣けんとか手に入れたりして皇帝になったんです。

ユーノス：いろいろ後ろ暗いことがありそうだ。

ＧＭ：実じつ際さい、そんな噂うわさもあります。

ドル：でまあ、その状況とガスコイン伯爵とは、どんな関係があるんじゃ？

ＧＭ：「ガスコイン伯爵というのは、かつて皇帝の兄のひとりに仕える側そつ近きんだったのよ」

セレネ：あ、そうなんですか。

ドル：それだと、今の皇帝からは疎うとまれそうじゃな。

ＧＭ：「ええ。皇帝ゼダンが即そく位いしてから、宮きゆう廷ていの中央から離はなれているんだけど……それをいいことに、高こう利り貸がしやあくどい商売やらに手を染そめているというわ」

フレア：高利貸し！

セレネ：つまり……マティアスの仲間！

ドル：いや、ヤツは神殿の取り立て人じゃが（笑）。

ユーノス：まあ、マティアスは借金取りのイメージで固まってますしね（笑）。

セレネ：マティアスはともかく……そんなにあくどい人なんですか？

ＧＭ：「それはもう、あのソーウェン公こう爵しやくと並ならび立たつかといわれるくらいよ」

セレネ：それはあくどそうな気がしてきた（笑）。




ソーウェン公爵

　ヴァンスター帝国の貴き族ぞくで、武ぶ器き商しよう人にんとしても悪名高い人物であった。くわしくは『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズを参照していただきたい。




フレア：そういう人と、マティアスさんは仲間なんですね。

ＧＭ：「そうよ。ガスコイン伯爵は、ヴァンスター帝国の神官長から失しつ脚きやくしたマティアスを陰かげながら援えん助じよし、便べん宜ぎを図はかっているというわ」

フレア：へぇ～、なんでだろう？

ＧＭ：「援助する理由については、いろいろ憶おく測そくはあるけど……マティアスに風雲児の秘宝というものを回収させようとしているらしいわ」

フレア：わたしたちのお父さんが持っていたというお宝ですね。

セレネ：やっぱり、それなりに有名みたいだよ？

ＧＭ：「あら、もしかして秘宝について聞いてないの？」

フレア：実は、ついこの間まで知りませんでした。

セレネ：お父さんは何も言っていなかったので。

ＧＭ：「娘のあなたたちなら、何か知っているものと思ったのだけどね」

セレネ：なにか願いを叶かなえるものだとしか。

ドル：ふうむ。言われてみれば謎なぞな宝じゃな、風雲児の秘宝。

ユーノス：形状とかは、まったくわからないんですか？

ＧＭ：「風雲児は自分に運を与えてくれたこの秘宝を大切に保管していて、誰にも見せたことがないそうよ。なので、いろんな憶測を呼んでいるわ。わかっているのは、ものすごい運に恵めぐまれて、風雲児自身が成功したということだけよ」

フレア：でも、ガスコイン伯爵は、なんでそんなもの欲ほしがっているんだろうね？

セレネ：運が悪いんじゃないかな？（一同笑）

ドル：そういえば、トランプタワー崩くずされておったような（笑）。

ユーノス：それに、一度失しつ脚きやくしてるみたいですしね。

セレネ：その程度のことで、お父さんを捕つかまえなくてもいいのに。

ユーノス：どうしても、必要だったんでしょうね。

ＧＭ：「とはいえ、風雲児がスパイ容疑で捕まっているのは事実よ。ヴァンスター帝国とパリス同盟は休戦状態にあるから、身み柄がらの解放を交こう渉しようするのは難しいわね」

セレネ：それって、国同士が仲が悪いから、お父さんを帰してくれるよう頼たのんでも無理ってことですか？

ドル：そのようですな。

フレア：そうなんだー、がっくり。

ＧＭ：「だから、ガスコイン伯爵と直ちよく接せつ交こう渉しようするしかないでしょうね」

フレア：そっかー。

セレネ：マスターシーンを見るかぎりだと、悪い人っぽいよ（笑）。

フレア：希望は遠い（笑）。

ユーノス：しかし、これまでもおふたりの力でいろんな事じ態たいを解かい決けつしてきたじゃないですか。今度も、きっと上手うまくいきますよ。

フレア：ユーノスさんがそんな風に言うと、根こん拠きよがなくても大丈夫な気がします！

セレネ：お姉ちゃんは、ユーノスさんの発言をいつも根拠がないって思っているんだ（笑）。

フレア：そう思っているけど、そんなつもりじゃないんです。

ドル：よくわからん（笑）。

ユーノス：いやまあ、そこは自覚していますので（一同笑）。

ドル：いろいろ推測はあるが……ガスコイン伯爵がマティアスを通じて一千万Ｇの身代金をふっかけてきたのは、風雲児の秘宝を狙ってのことなのじゃな？

セレネ：そうだと思います。

ドル：だったら、くれてやればよいのじゃ。

フレア：え？　くれてやっちゃっていいんですか!?

ドル：そもそも、風雲児の秘宝で得た金なんぞ、ウチには一銭も残っとらんわ（笑）。

フレア：言われてみれば（笑）。

ドル：わしが真ま面じ目めに商会で稼いだ金も、お嬢さま方と一緒にコロシアムで稼いだ金も、みーんななくなってしもうた。そんな大層なお宝があるなら、こんな目に遭っておらんわい！

フレア：ほんとだ、風雲児の秘宝の効果がない（一同笑）。

ドル：きっと「幸運には個人差があります」とかただし書きがあるのじゃ（笑）。

ＧＭ：しかし、他人から見ると、コロローナ商会が破は竹ちくの勢いでコロシアムを勝ち進み、新人王となったのも、風雲児の秘宝のおかげというように映っているのですよ。

フレア：なるほどー！

セレネ：でも、それってわたしたちの苦労の方がいっぱいだった気がする（笑）。

ドル：そのとおり！　よく考えてみなされ、セレネお嬢さま。わしらがここまでこれたのは、わしら自身の努力によってですぞ？　秘宝の幸運なんぞ当てにしたことなどないし、価値なんてありはせんのじゃ。

セレネ：うーん、言われてみれば（笑）。

フレア：……そっかそっか。そうなんだよね。

ユーノス：おっ、フレアさんもなにか思いついたようですね。

フレア：ねえ、セレネちゃん。お父さんが見つけた風雲児の秘宝って、必要かな？

セレネ：正直、あってもなくても、どっちでもいいかな。

フレア：わたしもそう思う。どうせ、わたしたちに必要のないものなんだから、風雲児の秘宝をガスコイン伯爵にあげちゃえばいいんだよ！

セレネ：うん、そうだよね。風雲児の秘宝より、おうちの方が大切だよ。

ＧＭ：「なんだか方ほう針しんが決まったようね」と、シルヴァが言います。

フレア：はい、シルヴァさんの情報のおかげです。

セレネ：そうと決まったら、はやいとこ情報を集めようよ、お姉ちゃん。……そうしないと、お父さんがまた脱だつ獄ごくを試みてしまう（笑）。

フレア：そうだね。お父さんがおとなしくしているわけがない（笑）。

ＧＭ：今いま頃ごろ、ボールを壁かべに投げながら次の脱だつ走そうの手を考えているんじゃないですかね？

ユーノス：腹ふく痛つうのふりとか、歯ブラシで牢ろう屋やの鍵かぎを作ったりとか（笑）。

セレネ：うーん、脱獄しちゃうと話が余計に厄介になりそう。

ユーノス：自重しそうにありませんしね、風雲児（笑）。

フレア：じゃあ、カタリーナパパのところに向かおう。

セレネ：そうしよう。ありがとう、シルヴァさん。とぺこりと一礼してから退たい場じようします。

ＧＭ：では、神殿を後にして、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 02◆焼肉ティータイム




　風雲児の秘宝について聞くため、フェルナンドのもとを訪おとずれるフレアとセレネ。

　時間は午後過ぎ。フェルナンドは、ティータイムを楽しんでいた。

　お茶の香かおりと、焼けた肉の香りが漂ただよっていた───。




ＧＭ：それでは、フェルナンドに会いに来たシーン。全員登場で、相変わらず要よう塞さいみたいな館やかたにやってきました。時間は午後で、カタリーナパパことフェルナンドは、ちょうどティータイムを楽しんでいます。

フレア：おお～、ティータイム。

ＧＭ：訪たずねてきた皆さんも、一緒にどうかねとフェルナンドは誘さそってくれます。

フレア：それは嬉うれしい。

セレネ：ご馳ち走そうになります。

ＧＭ：すると、優ゆう雅がなティーセットがテーブルに並ならべられ、音楽が流れる部屋に案内されます。うららかな午後を過ごすにふさわしい場所ですね。

フレア：素敵な雰囲気ですね～。

ＧＭ：よい芳ほう香こうの紅こう茶ちやと香ばしく焼き上がったクッキー、じゅうう～と煙けむりを立てる焼肉が。

一同：焼肉!?（一同爆ばく笑しよう）

セレネ：ティータイムに、焼肉なんですか？

ＧＭ：ええ、モツやタン塩をお茶ちや請うけの代わりになんかして。

セレネ：モツやタン塩をっ!?（一同爆笑）

ユーノス：普ふ通つう、ティータイムというとスコーンとかクッキーとかですが。

フレア：ティータイムのお茶請けにモツやタン塩は、わたしも初めて聞きました。

ＧＭ：ほら、タン塩用のレモン汁じるがあれば、レモンティーも一いつ緒しよに作れますし。

フレア：ああ、焼肉屋さんには必ずレモン汁が置いてあるから！

ドル：いや、その発想はおかしい!!（一同爆笑）

フレア：あっ、言われてみればっ！　一いつ瞬しゆんなるほどーって思っちゃいましたよ（笑）。

ユーノス：ボクもです（笑）。

セレネ：間ま違ちがってるから。ティータイムに焼肉はないから（笑）。

フレア：そうだよね。……えーと、なにしに来たんだっけ？

ドル：わしらは、風雲児の秘宝について聞きに来たのです（笑）

フレア：すっかり焼肉をご馳ち走そうされに来たつもりになっていました（笑）。

ＧＭ：「さっ、掛かけてくれたまえ。今日は、どんなご用かな？」じゅうう～。

フレア：実は、ちょっとお伺うかがいしたいことがありまして。じゅ～（笑）。

ＧＭ：「ほうほう、なんでも聞いてくれたまえ」じゅううう～。

ユーノス：ボク、野菜焼いておきますね。じゅうう～。

ＧＭ：「ありがとう。そこは野菜のエリアにしよう。あっ、タン塩は別の網あみで焼いてくれたまえ」じゅううう～っと、部屋には肉を焼く音が響ひびきます（笑）。

一同：じゅううう～。

ドル：……だ、駄目じゃ！　じゅーじゅー言ってるだけで会話ができん!!（一同爆笑）




　プレイヤー一同、笑いが止まらなくなり、セッションはしばし中ちゆう断だん。

　やはり、ティータイムと焼肉は取り合わせが悪いようで。




フレア：重要なお話をしにきたのに、緊きん張ちよう感の欠片かけらもない（一同笑）。

ユーノス：肉焼いて、じゅーじゅー言ってるだけですからねー。

ドル：ＧＭがティータイムで焼肉とか言うからじゃろー（一同笑）。

ＧＭ：い、いや、フェルナンドのキャラ性を表ひよう現げんしようと……（笑）。

ドル：もういいわい（笑）。そろそろ、話題を元に戻すぞ？

フレア：そうでした、秘宝のことを聞き出さないと。

ユーノス：この親父おやじ、ボクたちに秘宝の存在を教えてくれたんでしたね。

セレネ：えーと、この前聞いた風雲児の秘宝について聞きたいことがあるんです。

フレア：わたしたち、それが必要になりまして、お父さんと一緒に冒ぼう険けんに出たというフェルナンドさんなら、手て掛がかりを知っていると思いまして。

ＧＭ：「おお、私でよければ知っていることを答えよう」

フレア：おお～、ありがとうございます～。

セレネ：お父さんは、フェルナンドさんと一緒に行った最初の冒険で、風雲児の秘宝を手に入れたという話なんですが。

ＧＭ：「うむ、ヤツはそう言っていたな。あのとき、私も一緒だったのだが、そんなものを見つけたとはひと言も言わなかった。そのうえ、君たちのお母さんとも知らない間に仲良くなっておって、まったく許ゆるせん……」

フレア：お母さんと？

セレネ：お母さんも一緒のギルドにいたんだ！（笑）

ユーノス：お母さんは、クラスがサムライなことは判はん明めいしてるんですよね。




　フレアは、ライフパスの出自で［特別な一族］を取得しており、特とく徴ちようの［不思議な技わざ］でサムライのスキル《レイジ》を選せん択たくした。そこで、これを母親から受うけ継ついだという設せつ定ていにしていたのである。




ＧＭ：「……こほん。まっ、今はその話はいい」

セレネ：もしかして、うちのお母さんを取り合ったりしたんだろうか？（一同笑）

ドル：きっと、旦だん那なさまのクラスはシーフなんじゃろうな。

ＧＭ：まあ、そんな感じですよね。

フレア：その風雲児の秘宝なんですけど……。

ＧＭ：「実は、私もその秘宝がどんなものかは、くわしくは知らんのだ」

ドル：そうなのか。

フレア：うーん、残念。

ＧＭ：「……しかし、館の地下に迷めい宮きゆうを造って安置してあると言っていたのを、あいつの口から直ちよく接せつ聞いたことがある」

一同：なんだって──────!?（一同笑）

フレア：おうちに地下迷宮が!?

セレネ：トラップだらけのおうちだとは思っていたけど、地下迷宮もあったんだ（笑）。

フレア：今回予告どおり、意外な場所にありましたよ!?

ＧＭ：「まあ、それほど大切なものだったんだろう」

セレネ：大切というか……お父さん、おうちを改かい造ぞうするの好きだなー。

フレア：トラップとモンスターだけじゃなくて、迷宮もあったんだね。

ＧＭ：「時が来れば娘むすめたちにもこのことを話し、秘宝を託たくさねばならないと言っていたが……どうやら、今がそのときなのかもしれん」

フレア：今がそのときなのに……お父さんは捕つかまっている（笑）。

ＧＭ：「あいつは、運はいいが間は悪かったからな」

フレア：あっ、上手うまいこと言いますね！

セレネ：すごい、そのとおりだ（笑）。運はいいけど間は悪い（一同笑）。

フレア：でも、迷宮の入り口って一体どこにあるんだろう？

ユーノス：帰って探さがせば、きっとすぐ見つかりますよ～。

フレア：なんか、ユーノスさんがいつにも増まして楽観的なような（笑）。

ユーノス：まー、めいっぱい焼肉食ったせいです（笑）。

フレア：なんだか、まったりした気分になってきますねー。お腹なかいっぱーい。

ＧＭ：「食後のデザートもあるんだよ？」と、ミートパイを出してくれますが（笑）。

フレア：ちょっ!?（一同爆笑）

ユーノス：なんと肉々しいティータイムでしょうか。

セレネ：……うん、肉を食べたデザートに肉はないと思う（笑）。

ドル：まあ、腹はらいっぱいになったところで、帰りましょうかのう。

ＧＭ：では、フェルナンドに別れを告げたところでシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 03◆父の想おもいとダンジョンと




　フェルナンドから、お茶とお肉を振ふる舞まわれ、自じ宅たくに戻もどってきた双ふた子ご姉妹。

　長年住すみ慣なれた家の下に、地下迷宮があるという。

　さて、その入り口はどこにあるのだろう？




ＧＭ：というわけで、皆みなさんフェルナンドから焼肉を振る舞われ、家に帰ってきました。

フレア：はーい、戻もどりましたー。げふー。

セレネ：食べ過すぎましたー（笑）。

ＧＭ：肉を食らいつつ聞いた情報では、このおうちに地下迷宮があるとのことです。

フレア：じゃあ、ガサガサ探さがします。ガサガサ～。

セレネ：うん、お姉ちゃんと一緒に探します。

ＧＭ：「あの、なにかお探しですか？」と、お手伝いのラウラさんがやってきますよ。

フレア：あーっ、ラウラちゃん！

セレネ：この子なら、トラップに強い！

フレア：あのね、ラウラちゃん。なんか、地下への扉とびらっぽいものとか見なかった？

ＧＭ：「はあ、地下への扉ですか？」

ユーノス：それは夏への扉みたいなものなんだよ？

ＧＭ：「な、夏への扉ですか……」

セレネ：なんかいきなり夢ゆめいっぱいなことを（笑）。

フレア：お腹いっぱい過ぎて、夢いっぱいになっちゃったんですね（笑）。

ユーノス：ボクの呟つぶやきは気にしないでください。大たい抵ていは戯たわ言ごとですから。

ドル：自分で言うな（笑）。

フレア：戯言天使ユーノス、ですね（笑）。

ユーノス：自分で言うのもなんですが、そのふたつ名はしっくり来ます（笑）。

ドル：ユーノスの戯言は置いておいて、迷宮の入り口を探さんとのう。

フレア：ですね。じゃあ、ラウラちゃんに事情を説明します。というわけで、迷宮の入り口を探しているんだけど……ラウラちゃん知らない？

ＧＭ：「そうなんですか。実はわたくし、このおうちをマッピングしていて、東半分まで探たん索さくしていたんですよぅ」

フレア：おおー！

セレネ：この子、すごいなー（笑）。

フレア：さすがラウラちゃん、有ゆう能のう♪

ＧＭ：「ですので、あと西半分を探索すれば、きっとなにかが見つかると思います」

セレネ：では、そちらを探そう。

フレア：探索、探索ー。




　そして、探索開始から小一時間ほど過ぎ───。

　フレアとセレネは、長らく留る守すとなっている風雲児の執しつ務む室しつを調べることとなった。




ＧＭ：探索を続けるうち、風雲児の執務室にやってくるんですよ。

フレア：お父さんの部屋ですか？

ＧＭ：そうです、フレアとセレネのお父さんが仕事をするための部屋です。

セレネ：きっと、いつ帰ってきてもいいように、部屋の中はそのままにしてあるんだよ。

ＧＭ：最さい低てい限げんの掃そう除じだけして、中のものを動かしていたりはしないんですよね。

ドル：まっ、いくつか差さし押おさえられたものもあるじゃろうが。

セレネ：今は、差し押さえの札ふだはない。嬉うれしい（笑）。

フレア：この部屋に、すごく手て掛がかりがありそうな気がします！

ＧＭ：では、トラップ探たん知ちで判はん定ていしてみてください。

フレア：トラップ探知！

ドル：トラップ探知は、シーフであるところのユーノスしかできませんぞ？

フレア：というわけで、ユーノスさーん！

ユーノス：おお、ボクの出番ですね！

ドル：きっと、旦だん那なさまを除のぞいて、この部屋に入ってきた初めてのシーフなんじゃな。

ＧＭ：目もく標ひよう値ちは、15です。

ユーノス：はーい、では……達たつ成せい値18。

ＧＭ：では、ユーノスは執務室にある風雲児の机つくえに、シークレットを掛けられた引き出しがあるのを見つけます。

ユーノス：皆さん、隠された引き出しを見つけましたよ！

ドル：おお、やるではないか。やはり、ただの居候ではなかった。

フレア：ユーノスさんすごい！　存在意義ありまくりじゃないですか。

ユーノス：ははは、どうということはありません（笑）。

ＧＭ：で、この引き出しですが、鍵かぎＢがかかっています。

フレア：……鍵Ｂ？

ユーノス：特定の鍵を持ってこないと、開かない仕組みですか？

ＧＭ：形けい状じようを見ればわかるんですが、その鍵は、セレネが持っている、パリスの剣けんのバッジをはめ込こめるようになっています。

セレネ：あっ、これが鍵になっているんだ！




パリスの剣

　セレネがレジェンドデータで取得しているアイテム。妖よう魔まの侵しん攻こうからパリス同どう盟めいを護まもったギルド連合〝パリスの剣〟に所しよ属ぞくしていることを表わすバッジ。

　このバッジを所持していると、１レベルの［タイミング：パッシヴ］以外のギルドスキルを、所持金を代だい償しようにして使うことができる。




ＧＭ：引き出しを開けると、一冊の日記と古びた鍵を見つけることができます。

フレア：あっ、日記と鍵が見つかった！　ドルさんドルさん、見つかりましたよ！

セレネ：日記には、なにが書いてありますか？

ＧＭ：はい。その日記には、フレアとセレネの成長を父親の目線で見守った記録が綴つづられております。そして、表紙の裏にはメッセージが書かれています。




「私は、最初の冒ぼう険けんで素す晴ばらしい宝を手に入れることができた。今、この地位と財ざい産さんを手に入れることができたのは、すべてこの秘宝によって願いを叶かなえてきたからである。この大切な宝たから物ものを、愛いとしいフレアとセレネに継けい承しようしてもらいたい」




フレア：お父さん……。

セレネ：わたしたちにそれを継承させようと……。

ユーノス：それで、風雲児の秘宝は今どこへ？




「我わが秘宝は、館やかたを建たてるときに設せつ計けいした迷宮の最深部に安置してある。私が設計した迷宮を突とつ破ぱすることができれば、それは秘宝を継承する資し格かくがあるということだ。迷宮の入り口は、暖だん炉ろの奥おくにある隠し扉である。その隠し扉を開く鍵を置いておく───」




フレア：この鍵が、迷宮への鍵なんですね。

セレネ：そうかー、迷宮はおうちと一緒に設計されたんだ。なんか感心しちゃった（笑）。

ユーノス：しかも、風雲児みずから設計した迷宮ですよ。

ドル：言うなればわしらが挑いどむのは───〝風雲児のダンジョン〟じゃな！

フレア：おお～、かっこいい！

ドル：この風雲児のダンジョンに挑いどむことは、風雲児に挑むことと同じ。……お嬢じようさま方、覚かく悟ごはよろしいですかな？

フレア：ご、ごくり……。

セレネ：それはもう、ここまで来た以上は……。

フレア：やるしかないよね、セレネちゃん！

セレネ：うん、お姉ちゃん！

ドル：……フッ、よいお返事ですぞ。

ＧＭ：あと、フレアとセレネに宛あてて文章が続いています。

フレア＆セレネ：読みます読みます！




「フレア、セレネへ。この日記を見つけたということは、すでに立りつ派ぱなシーフを仲間にしているくらいに成長したことだろう───」




ユーノス：さすが風雲児、ボクが仲間になることを予よ測そくしていたんですね！

ドル：風雲児も、まさか娘が戯言天使を仲間にするとは思っていまい（笑）。

セレネ：それで、続きは？

フレア：わくわく。




「お父さんは手て加か減げんしないので、どーんとかかってきなさい」




フレア＆セレネ：お父さーん!!（一同爆笑）
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フレア：お父さん、お茶目なんですね！

セレネ：お茶目な父ですみません（笑）。

ユーノス：ちょっと待ってください、この館だけでも相当トラップだらけですよ？　なのに、手加減しないと宣せん言げんしているってことは、かなりの危き険けん度どなんでは？

フレア＆セレネ：う……。

ドル：だからといって、尻しり込ごみするわけにはいかんじゃろう？

フレア：それはそれとして、どーんとかかっていく気になりました（笑）。

ＧＭ：最後にこんな文章で締しめくくられています。

セレネ：ほうほう。




「どーんとかかってくる前に、十分に準じゆん備びを整ととのえてからにしなさい。

───父より」　　　　　




フレア：なんてわかりやすい父からの言葉！（一同笑）

セレネ：どーんとかかっていくお姉ちゃんの性せい格かくを見切っている（笑）。

ドル：ではまあ、父の言葉にしたがって、十分準備を整えるといたしましょうか。

フレア：そうですね。

ＧＭ：では、準備を整えるところで、このシーンは終了となります。







◆Middle 04◆持つべきものは




　我わが家やの最深部───風雲児の迷めい宮きゆうに至いたるための入り口は発見された。

　父の設せつ計けいしたというダンジョン、準じゆん備びは万ばん全ぜんで挑いどみたい。

　そんなとき、珍めずらしい来客があった。




ＧＭ：では、風雲児の迷宮に挑む準備は整いましたか？

フレア：はーい、ポーションもアイテムも買いましたー。

ＧＭ：ちょうど、その準備がひと段落したところに、ピンポンピンポンとおうちを訪ねて来る人がいます。

セレネ：おや、誰だろう？

フレア：はーい、どなたですかー？

ＧＭ：フレアさんが出で迎むかえると「やっほー、こんにちわー」と、ＳＬＡＳＨのリーダー、ドロシーがやってきています。
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フレア：ああ、美少女首くび斬きり系けいギルドの！




ＳＬＡＳＨ

　第一話のすり鉢ばちマッチで、乗り物兼武器のギロチンスケボーを駆かり、コロローナ商会と戦った美少女首斬り系アイドルギルド。持ち歌は、ジェノサイドラブ。




ユーノス：これは珍めずらしいお客さんだ。

セレネ：ＳＬＡＳＨのリーダーって、ドロシーって名前だったんですか？

ＧＭ：彼かの女じよたちが登場した第一巻かんののち発売されたサプリメント『バトルフィールド』で、データとともに名前が公表されました。

ドル：うむ、イラストも載のっておるぞ。

ＧＭ：「ふたりとも元気してたー？」

セレネ：ええ、ぼちぼち元気です。

フレア：おかげさまで。

ＧＭ：「あたしたちもさァー、あなたたちの試合をきっかけに知名度が上がってェー、おかげで『バトルフィールド』にも載れた？　みたいなー？」

ドル：なんか、しゃべりが馬ば鹿かっぽいアイドルみたいになったのう（笑）。

ＧＭ：彼女のキャラも立ててみようかと。

ユーノス：美少女首斬り系ってジャンルで十分インパクトがあったのですが……Ｆリーグには次々と濃こい連中が出てきましたからねー。

フレア：埋うもれないよう、キャラを立ててるんですね。

ユーノス：「こう見えて客商売も大変なのよ～」みたいな（笑）。

ＧＭ：「だいたいアイドルなんてサ～、イメージ守るために人前で迂う闊かつなことできないジャン？」てな感じの苦労話を。

フレア：ああ、だから画が鋲びようを仕込んでまで勝とうとしたんですね～。

セレネ：そうだった！（笑）

ＧＭ：「……そ、その話はもう忘わすれてよォ～……」と申もうし訳わけなさそうに（笑）。

セレネ：お姉ちゃんの天然ツッコミは、どこまでも鋭するどい（笑）。

フレア：大だい丈じよう夫ぶだよー、もう気にしてないから。

ドル：（『バトルフィールド』を見ながら）しかし、あのときは強きよう敵てきだと思っていたＳＬＡＳＨも、実は３レベルなんじゃな。思えば、遠くに来たもんじゃのう（笑）。

ＧＭ：「元々、あんたたちは才さい能のうあったんだよネー。あたしたちなんて、結局ルックスで売るしかなくてサ～」

ユーノス：そんな話はいいとして、そろそろ本題に入ってはどうですか。おそらく、ボクと音楽性を語り合いに来たわけではないのでしょう？（笑）

ＧＭ：おっと、そうでした。「あんたたち、今大変らしいね。話は聞いたよォ？」

フレア：そう、大変なんです。

ＧＭ：「だからさ、今日はちょっとしたプレゼントを持って来たってワケ」

フレア：おー、プレゼント！

ＧＭ：「これ、あたしたち愛用のギロチンスケボーなンだよね」

フレア：え[image: ][image: ][image: ]!!（ハイテンション）

セレネ：え～……（ローテンション）。

ＧＭ：「しかも、サイン付き」

セレネ：……これをどうしろと？

フレア：オークションにかけて、お金にする？

ＧＭ：ちょっと！　フレアさん!?（爆ばく笑しよう）




　善意のプレゼントをいきなりたたき売ろうとするフレア。

　長い貧びん乏ぼう生活のせいで、すっかり金勘かん定じようが染しみついたようで。




ドル：本人宛のサインがあると、オークションで値はつかんからな（笑）。

セレネ：これ、何に使えるんだろう？

フレア：さあ？

ＧＭ：データ的には、［分類：道具］で、乗ると飛行状態になれます。

フレア：えっ、乗れるんですか？

ＧＭ：はい。ただ、武器として使うには、サブクラスがダンサーで、かつ《トゥーハンドソードマスタリー》のスキルがないと駄だ目めですが。

セレネ：ＳＬＡＳＨの子たちはそのための訓練をしてたんだ。

ＧＭ：ちなみに売買不可にします（笑）。

ドル：サイン付きの効果じゃな（笑）。

ユーノス：しかし、ＧＭが無意味にこんな物を出すとはかぎらない。

ドル：メタなことを言うな、メタなことを（笑）。

ＧＭ：まあ、役に立つかどうかはプレイヤー次第ということで。

フレア：でも、ありがと～。

ＧＭ：「これで首を斬れるようになるには大変だけどネー」

フレア：うん、がんばってみるよー。

セレネ：いや、お姉ちゃん。わたしたちは首を斬らないから（笑）。

ＧＭ：というわけで、ギロチンスケボーをゲットしました。

フレア：ありがとう。わたしたちからお返しできるものは、今はないけれど……。

ＧＭ：「いいっていいって。困ったときはお互い様だしィ～」

フレア：これ、大切にするね！

セレネ：オークションに出そうとしたことは、忘れます（笑）。

ＧＭ：ギロチンスケボーをプレゼントするとドロシーは去っていきます。そして、それと入れ替わるように、今度はゴージャスサンズＦのリーダー、ラファエロがやってきます。

[image: ]

一同：おおお～。

セレネ：懐なつかしい、ゴージャスサンズ。




ゴージャスサンズ

　第二話に登場した、クラン＝ベルのお金持ちの子弟で構成されたギルド。ドロップ品を出すスキル《これでどうかね？》など、金の力によってコロローナ商会を苦しめた。




ドル：今は〝Ｆ〟がつく。フレンドシップのＦじゃ（笑）。

フレア：そうでした。友ゆう情じように芽生えたんですよねー。

ＧＭ：「やあ、諸しよ君くん。この前の新人王戦の勝利おめでとう！」髪かみをサラッとかき上げながら、ラファエロは言います。

フレア：ありがとうございます～。

セレネ：あなたたちとの試合は、いろんな意味で忘れられません（笑）。

ドル：こいつには言っていいはずじゃ。「同情するなら金をくれ」と！（一同大爆笑）

ユーノス：全力で同意です！

セレネ：この人たちは、お金持ちだからな～。

フレア：今こそ、《これでどうかね》を使ってもらうとき！（一同笑）

ＧＭ：「いや、私たちは君たちとの戦いで金よりも重要なものに気づかされた」と（笑）。

セレネ：ああ、気づかせなかったら今頃……（笑）。

ドル：「友情はいらん、金をくれ！」と言いかけて呑み込む。……だ、だよなー（笑）。

セレネ：まあ、いい人にはなっているから、いいか。

ＧＭ：「我われ々われがキミたちの苦く境きように対して力になれることは少ないが……今日は心ばかりの贈おくり物ものを持ってきたのだ」

フレア：おお、またプレゼントですね！

セレネ：わくわく。なんだろ？

ＧＭ：「見てくれたまえ、これだ───!!」




　ラファエロが取り出したもの───。

　それは、ゴージャスサンズＦのメンバー三人の姿すがたを模もした、金ピカの置物だった。




ＧＭ：……と、光ひかり輝かがやくゴージャスサンズＦの像ぞうが。

フレア：これは？

ＧＭ：「我われ々われ、ゴージャスサンズＦの輝かしい勇ゆう姿しを、名のある彫ちよう刻こく家かに頼たのんで特別に造つくってもらったものだ」と、なんか土産みやげ物ものである置物サイズの像です。

フレア：えー。

一同：嬉うれしくな～い……（笑）。

ＧＭ：しかもピカーと光ってます。

セレネ：あははははは（笑）。

フレア：光るんですか？　輝くゴージャスサンズの像ですね（笑）。

ＧＭ：具体的にいうと、１シーンの間、明度を４にするくらいに光ります。




明度

『ＡＲＡ』のルールで、ダンジョン内の明るさを表わす数値。１～４まで設定されており、明度１は真まっ暗くらであり、自分のいるスクウェアしか射線は通らず、すべての［行こう為い判定］のダイスが一個減少する。明度４は、ペナルティを受けない通常の明るさとなる。




ＧＭ：「ちゃんと光るようにするため、一万Ｇほどつぎ込こんである」

ドル：なんじゃとう!?

セレネ：そんな無む駄だなところにお金を（笑）。

ユーノス：くそう、金持ちなのは相変わらずだ（笑）。

ＧＭ：「我々の友情が、こんなに輝かしいものであることを世に知ってもらいたいのだ」

セレネ：女じよ性せいファンが買うのかなー、なんて思いながら眺ながめていよう（笑）。

フレア：これ、どんな風に役に立つんですか？

ＧＭ：「友情が危き機きに陥おちいったとき、これを光らせるんだよ。すると、ああやっぱり友情って大切なんだなと、思いを新たにできるだろう？」

フレア：なるほど～。

ドル：つまり、役には立たん（笑）。

ＧＭ：ちなみに、金はつぎ込んでありますが、買い手がつかないので値ねはつきません。

ユーノス：そこ、警けい戒かいしなくてよいですから（笑）。

セレネ：売らないです（笑）。

ＧＭ：「では、困ったときはまた力になろう。私たちゴージャスサンズＦとコロローナ商会の友情は永えい遠えんのものだ！」と言うと、ラファエロは帰っていきます。

ユーノス：なんだか、熱い男になっていましたねー。

フレア：でも、一度戦った敵が味方になって助けてくれるって、いい展開ですよね。

セレネ：そうだね。

ＧＭ：さて、来客も落ち着いたところで、最後にラウラが声を掛かけてきます。「あの、皆みなさんこれから迷宮に潜もぐるんですよね？」

フレア：あっ、ラウラちゃん！

セレネ：うん、お父さんが設計した迷宮にちょっとね（笑）。

ＧＭ：「なら、これを持っていってください。きっと役に立つと思うんです」ラウラは、懐ふところから愛用の組み立て式の棒ぼうを取り出して渡わたします。

フレア：ああ、うちに入ってきた途と端たんトラップを見つけるのに使った棒だ！

セレネ：本当に棒が出てくるとは思わなかった（笑）。

ＧＭ：「迷宮といったら。これですよ」

セレネ：うんうん、必要だよね。

ドル：当然、長さは11フィートじゃろうな？（笑）

ＧＭ：組み立てると最大その長さになりますが、重量は１という優すぐれものです（笑）。

ドル：それは便利じゃ！

セレネ：棒は必要だよー。

フレア：ありがとう、ラウラちゃん。

ＧＭ：この棒ですが、ダンジョン内でＦＳ判定が発生したときに＋１のボーナスがあります。

フレア：ＦＳ判定？

ＧＭ：ＦＳ判定については、実際に発生したときにまた説明しますね。

フレア：はい、わかりましたー。

ＧＭ：「ここで働くようになって、この棒のおかげでずいぶん命拾いしました」

セレネ：うちのトラップを回かい避ひしまくる、優ゆう秀しゆうな棒（笑）。

ＧＭ：さて、続いてダンジョンに潜る準備を整えられますが。

ドル：うむ、ではまずアイテムを持っていくかじゃな。持ち物の重量に余よ裕ゆうのある人ー。

フレア＆ユーノス：はーい。

ドル：フレアお嬢じようさまは、【筋きん力りよく】高いからのう。

ユーノス：ボク、重量15分も余裕があります。

ドル：わしはもう余よ裕ゆうはない。残り重量１じゃ。

セレネ：わたし、重量３しか余あまってない。

ドル：じゃ、ユーノスはゴージャスサンズＦの像を持っていけ。

ユーノス：……ボクが、よりにもよってこれを？（←すごく嫌いやそう）

ドル：ギロチンスケボーは、余裕のあるフレアお嬢さまに持ってもらいましょう。

フレア：わーい。

ドル：ギロチンスケボーは乗ると【精せい神しん】がマイナス１されてしまうのじゃ。【魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよく】も低下するから、元々高いフレアお嬢さまが使うのが正せい解かいじゃろう。で、携けい帯たい式しき棒。これは、シーフのユーノスが持っておけ。

セレネ：あと、暗あん視しゴーグル買いましょう。

ユーノス：買いますか？　ゴージャスサンズＦの像が明度を上げるっぽいですが。

セレネ：この像、輝くのは１シーンだけみたいですから。念のために人数分買っておくのは悪くないと思います。

ドル：そうですな。わしらの今の目的は、お金ではありません。風雲児の秘ひ宝ほうを見つけ、無事に帰ってくることです。それを考えると、金を惜おしんで装そう備びを怠おこたることはない。

ユーノス：それはたしかに。

フレア：じゃあ、暗視ゴーグル人数分買いましょう。

ドル：ポーションの類たぐいは、十分予よ備びがあることを確かく認にんしておる。

フレア：念のため、耐毒符も買っちゃいます。

ＧＭ：では、いよいよ最深部への探たん索さくです。シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 05◆父の迷宮に挑いどむ




　準備を整えたコロローナ商会の面々は、風雲児の日記に記してある地下迷宮の入り口を探さがしてみる。その記き述じゆつどおり、隠かくし扉とびらが見つかった。

　中は一いつ切さいの光も差さず、螺ら旋せん階かい段だんがずっと下まで延のびているようだ。




ＧＭ：さて、日記のとおり暖だん炉ろを探してみると、隠し扉が見つかります。鍵かぎがかかっていますが、日記と一いつ緒しよに見つけた鍵で開くようですよ。

フレア：じゃあ、開けます。がちゃーん！

ＧＭ：隠し扉の奥おくですが……暗いですが、ずっと地下に続いているようです。ここから先が、我が家の最深部ってところです。

セレネ：ふふ、何度聞いてもすごい。〝我が家の最深部〟（笑）。

フレア：でも、こういうの初めてじゃないですか？

ＧＭ：こういうのとは？

フレア：冒ぼう険けん者しやっぽくダンジョンに潜もぐるのって、初めてだと思うんです。

ＧＭ：ダンジョンなら、第二巻で潜っていますが。

ドル：まあ、あれは競きよう技ぎでしたからのう。

セレネ：今回は、わかりやすくダンジョン物ですからねー。

ＧＭ：ライバルがいない。賞金もないし中ちゆう継けいもないと。

セレネ：いつもと違ちがって、見せ物じゃないから。

フレア：そうそう。セレネちゃん、今日は普ふ通つうに冒険者っぽいよ。

セレネ：なんだかわくわくするよね、お姉ちゃん。

ＧＭ：お父さんの手によるダンジョンに挑むわけですからねー。

ユーノス：なによりも、マティアスが儲もうけを持っていったりしませんから。

ＧＭ：まー、ドロップ品は普通に皆さんのものになります。

セレネ：本当だ、今回は自分のやった分だけ自分で稼かせげるんだ（笑）。

フレア：セレネちゃん、初めての丸まる儲もうけだね！（一同爆笑）




　年とし頃ごろの娘むすめさんが、丸儲けとか言ってはいけません。

　これも、長い貧乏生活が祟たたったせいか……。




ＧＭ：「はじめての丸儲け」……さすがにシナリオタイトルにするには生々しすぎる（笑）。

セレネ：思わず噴ふいてしまった（笑）。

ＧＭ：えー、では扉を開けると、地下へと続く道があるのが見えます。

フレア：これを降おりていけばいいんですね？

ＧＭ：はい。地下に続く道なんですが……螺ら旋せん状じようの下り階段がずーっと続いています。下からは、湿しめった空気が伝ってきて肌はだ寒さむい感じがします。

ユーノス：ジメジメしているんですか？

ＧＭ：ええ、じっとりしてます。

セレネ：おうちのすぐ下に、こんな不気味なダンジョンがあったなんて……（笑）。

ユーノス：風雲児は、こんな不気味なダンジョンを娘たちに残したんですね（笑）。

セレネ：もっといいものを残してほしかった（笑）。

ＧＭ：昔から〝孫まご子このために美び田でんを買わず〟と言いまして……まあ、いいや。この螺ら旋せん階段ですが、灯あかりは一切ないため真っ暗です。具体的に言うと、明度１です。

セレネ：ああ、さっそく。

ドル：ふむ、皆で暗視ゴーグルに切きり替かえるのじゃ。

フレア：そうすると、わたしは碧みどり星ぼしのカチューシャを外さないといけないですか？

ＧＭ：そうですね。暗視ゴーグルを装備すると一いつ旦たん外す必要があります。

セレネ：わたしは豊ほう穣じようの花か冠かんで【精神】が＋２されているから……これががくっと下がります。

ユーノス：ボクも、楽器の代わりに暗視ゴーグルを装備しよう。

ＧＭ：そうすると、明度によるペナルティを受けなくなります。闇やみの中ですが、暗視ゴーグルではっきり見えます。そして、暗視ゴーグルで見るとわかるんですが……螺旋階段は非ひ常じように固い素そ材ざいでできているようです。具体的には、トラップの《固い床ゆか》です。




《固い床》

　バッドステータスの転てん倒とうを受けたキャラクターに物理ダメージを与あたえるトラップ。




ドル：固い床か。シークレットではないからわかるのか。

ユーノス：皆さん、あの階段で転倒するととても痛いたいようですよ？

ドル：一度転ぶとダーッと転がっていってひどいダメージを受けるんじゃろう。

ユーノス：では、螺旋階段にエンゲージしてトラップ探たん知ちをしてみますか。

ドル：うむ。ユーノス、ここは任まかせたのじゃ。

ユーノス：まず、マイナーアクションで《ウィング》を使い、飛行状態になっておきますね。

フレア：なるほど、空を飛べば階段に罠わながあっても大だい丈じよう夫ぶそう。

セレネ：空を飛べるシーフって、意外に便利？

ドル：いやいや、ユーノスが罠わなに引っかからずに飛んで先行しても、罠を見つけないでスルーしたら、後に続くわしらは引っかかってしまうのじゃ。




　トラップには、飛行状態のキャラクターを対象としないというものがいくつかある。

　今のユーノスはそうしたトラップに引っかかることはないが、ユーノスがトラップを発見できなかった場合、彼だけが無事で、残りのギルドのメンバー全員がそれに引っかかってしまうという危き険けん性せいがあるのだ。




フレア：なるほどー。ユーノスさんが大だい丈じよう夫ぶですよ～って言っても、大丈夫なのは本人だけってことがあるんですね？

セレネ：便利そうに見えて、そうじゃない（笑）。

ユーノス：ボクがトラップ探知に失敗しても、ボクだけは安全です（笑）。

ドル：昔から、よいシーフは死ぬシーフというのじゃ。

ユーノス：言わないですよっ!?（一同爆笑）

フレア：ともかく、みんなで生きて帰りましょうよ！

セレネ：う、うん、そうだね。

ユーノス：というわけで、ボクは飛びながら螺旋階段を調べます。

ＧＭ：では、危険探知をどうぞ。

ユーノス：（ダイスを振ふる）ダイス目は７。ということで危険探知は12です。

ＧＭ：あ、じゃあちょうどです。螺旋階段には、コンシールで滑すべる床ゆかが隠かくされています。

ユーノス：やっばり！　そうじゃないかなって思ったんですよ。

ＧＭ：これは仕し掛かけられたものではなく、長年の埃ほこりの堆たい積せきや湿しつ気けによって滑りやすくなっている、というものです。

ドル：わざわざトラップを仕掛けたのではなく、単にそうなっていただけなんじゃな？

ＧＭ：そして、発見すると解かい除じよされます。

ユーノス：ボクがこの階段滑りやすいですよー、って言えば解除なんですね？

ＧＭ：はい、そういうことです。

フレア：後で、ラウラちゃんに掃そう除じしてもらわないとね。

セレネ：地下迷宮の掃除かー。あの子ならやってくれそう（笑）。

フレア：あとはモンスターにさえ、慣なれてくれれば。




　暗視ゴーグルのおかげで、真っ暗でも平気だ。

　まだまだ余裕のフレアとセレネは、雑ざつ談だんしながら螺旋階段を下っていく。

　しかし、風雲児の迷宮はこれからが本番なのだ。




ＧＭ：階段を下りると、石いし造づくりの通路が続く場所にやってきます。

ドル：石造りのダンジョンか。本ほん格かく的てきじゃのう。

ＧＭ：つきあたりには扉があります。

フレア：ここも暗いんですか？

ＧＭ：どうやら、通路の壁かべにはランプが用意されているようです。ひとつのランプに火をともすと、ダンジョン内の他のランプも一いつ斉せいにともっていくようです。

セレネ：なら、灯あかりをつけて装備を替かえよう。

ユーノス：その前に、扉にエンゲージしてトラップ探知してみます。

ＧＭ：どうぞ。ダイスを振ふってください。

ユーノス：達たつ成せい値ちは16ですが……トラップはありますか？

ＧＭ：ないようですね。扉も開きますよ。

ユーノス：では、皆さん扉を開けて先に進みましょう。

ＧＭ：というわけで、次のエリアに移い動どうとなります。







◆Middle 06◆ダンジョンの管理人さん




　螺旋階段を下りて扉を開けると、少し広めの部屋に出た。

　すると、向かいの扉もがちゃりと開き、誰だれかが入ってくる。

　松明たいまつと箒ほうきを持った妖よう精せいのようだが……？




ＧＭ：そして、扉を開けて中に入ってきました。15×15メートルほどの部屋です。ちなみに、明度は４になっていてペナルティはないです。

ユーノス：中の様子は？

ＧＭ：部屋の向こう側に、また扉があります。そして、皆さんが入ってくると同時に、ガチャンと扉が開いて、手に箒と松明を持った妖精が姿を現あらわします。

フレア：あれ？

ＧＭ：向こうも、おや？　って顔をしています。

フレア：掃そう除じ係がかり、ちゃんといたんだ（笑）。

ＧＭ：イラストは、こんな感じ。

フレア：あっ、なんかかわいい（笑）。

セレネ：この子、キキーモラだ。




キキーモラ

　家の中に住み着くという妖精。糸紡つむぎや掃除が得意で、家人の役に立つこともしばしばだが、彼女の糸紡ぎの音を聞いた人間には、不幸が訪おとずれるともいわれている。
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ＧＭ：よく見ると、胸むねに〝ダンジョン管理人〟と書いたプレートをつけています。

ドル：ああ、ちゃんと管理人さんがおるのか。

ユーノス：風雲児が雇やとったんですかね？

ドル：こんなところに管理人を雇う金があるくらいなら……と、経けい費ひで四苦八苦したわしは嘆なげいていいはず（笑）。

ユーノス：苦労が忍しのばれますねー。

フレア：あ、初めまして管理人さん。一応、家主として自じ己こ紹しよう介かいしよう。

セレネ：そうだね、挨拶は大切。

フレア：あのー、わたしたち上の住人です。

ＧＭ：「ああ、上の人たちかい？　ときどき、ばたばたうるさいよ？」

フレア：わー、すみませんすみません！　ペコペコ。

セレネ：ご迷めい惑わくをおかけしてます！　ペコペコ。

ＧＭ：「この前も、朝っぱらからラッパなんか吹ふいちゃって」

フレア：あ、あれには事じ情じようがありましてっ！

セレネ：もう、二度としませんからっ！

ドル：……何故なぜ、家主のわしらが謝あやまっておるのじゃ？

フレア：ほんとだ！　わたしたち家主なのに（笑）。

セレネ：思わず、申し訳なくなって謝ってしまった（笑）。

ＧＭ：「……あんたたち、上の住人ってことは風雲児の娘なのかい？　あたしが見たときは、まだまだ小さい赤あかん坊ぼうだったのにねえ」と、キキーモラは昔を思い出すようにしみじみと。

セレネ：へー、わたしたちを見たことあるんだ。

ユーノス：ところで、管理人のお仕事は、どれほどになります？

ＧＭ：「ここ十数年ほどかねえ？」

フレア：なるほど。

ユーノス：年季が入っていらっしゃるわりには、管理人さんはお若わかい（笑）。

ＧＭ：「もう、やだよ、この人ってば♪　こんなおばちゃんつかまえて若いだなんて」

ドル：そもそも妖精だし、歳としはくわんじゃろう（笑）。

ユーノス：いやいや、ここはヨイショするところですよ。

セレネ：わかりました。管理人のお姉さんって、呼ぶんですね（笑）。

フレア：わたしたち、お父さんを助けるために風雲児の秘宝がいるんです。

セレネ：管理人のおば……お姉さん。風雲児の秘宝……この奥おくにあるんですよね？

ＧＭ：「なんで、あたしがそこまで教えなきゃいけないんだい？」

フレア：あ、意地悪言われた。

ドル：いやまあ、この妖精は管理人ですからな。そら教えんじゃろう。

ユーノス：しかし、今は風雲児の一大事なのです。ボクたちに協力する義ぎ務むがある。

ＧＭ：「あはは、財ざい宝ほうが欲ほしい人はみんなそう言うよ」

ユーノス：くっ……この管理人、融ゆう通ずうが利ききませんよ!?（笑）

ドル：さすが旦だん那なさまじゃ、信用のおける管理人を雇っておる（笑）。

フレア：うーん、管理人さんから情じよう報ほうをもらうのは無理そうですね。

ドル：逆ぎやくに、しっかり風雲児の秘宝が守られておるという証あかしじゃな。

フレア：あっ、そうか！　ありがとう管理人さん。

ＧＭ：「わかりゃいいんだよ、わかりゃ」

セレネ：じゃあ、わたしたちが通る分には何もしてこないんですか？

ＧＭ：そうですね。何かしてくる気配はなさそうです。

フレア：じゃ、通りまーす。でも、トラップとか多いのに大変そうですね管理人さん。

ＧＭ：「ああ、あたしゃこの管理人プレートがあるからね。トラップ無む効こうになるんだよ」

一同：おおっ!?

ＧＭ：なので、皆さんが一度ダンジョンから出ても、管理人がまたトラップを仕し掛かけ直しますので、ご注意を。

ユーノス：しかし、そのプレートはほしい（笑）。

ドル：いや、きっとよこせーっと戦せん闘とうしかけると、すごく強かったりするんじゃ。

セレネ：ああ、それはありそう（笑）。

ＧＭ：ははは。




　ちなみに、管理人のキキーモラに戦闘を仕掛けるとすぐに退たい場じようし、もっと強いエネミーが登場することになっていたのだ。




フレア：管理人さん。それじゃ、わたしたちはそろそろ。

セレネ：いろいろ無理言ってすみませんでした。

ＧＭ：「はいはい、気をつけていきなさいよ？」

ユーノス：じゃ、扉を開いて進みましょう。トラップもないようですしね。

ＧＭ：では、次のエリアになります。







◆Middle 07◆迷まよいの通路




　管理人のキキーモラに別れを告げて、コロローナ商会は先へと進む。

　そこから先は、ふたたび灯りが消える。

　暗視ゴーグルをつけると、無数に枝えだ分わかれした通路が、複ふく雑ざつに入り組んでいた。




ＧＭ：妖精の管理人さんに別れを告げて、扉を開いてみると……。

フレア：みると？

ＧＭ：その先はふたたび真っ暗です、見えません。

ドル：よし、ここは暗視ゴーグルじゃ。

フレア：どうなっているんでしょうか？

ＧＭ：暗視ゴーグルをつけると、そこからは通路があるんですが……無数に枝分かれしていて、迷めい路ろ状じようになっております。

ユーノス：無数に？

ＧＭ：ええ、それはもうすごい勢いきおいで。描びよう写しやできないくらい。

フレア：えー！

ドル：ＧＭが描写できないくらいというからには、相当なものじゃろう（笑）。

ユーノス：ＧＭが描写を手て抜ぬきしているようにも思えますが（笑）。

ＧＭ：……ははは、そんなことはありませんよ。

ユーノス：もしかして、幻げん影えいだったりするのかもしれませんよ？

セレネ：どうなんですか？

ＧＭ：そうやって確かめようと見てみると、よく見ると床ゆかや壁かべには、気味の悪い紋もん様ようがびっしり描かき込こまれているのに気がつきます。

セレネ：紋様が？

ＧＭ：ええ、見ているだけで精神を疲ひ弊へいさせるトラップ……マインドロストです。




マインドロスト

　そこにいるだけで精せい神しん力りよくを失うトラップ。マインドロストとエンゲージしているすべてのキャラクターは、【ＭＰ】を１Ｄ６失う（本来のデータより弱体化させてある）。




フレア：暗視ゴーグルをつけた途と端たん、気持ち悪くなっちゃうんですか？

ドル：いかん！　目を閉とじるんじゃ！

ＧＭ：でも、見ないとダイスマイナス１個のペナルティですよ。しかも、エンゲージしているだけで【ＭＰ】を減へらすトラップですから、目を閉じても関係ありません。

フレア：暗視ゴーグルをつけていた方が有利ってことですね？

セレネ：わたしの場合【精神】の値が変わっちゃうけど、ここは仕方ないよね。




　セレネは、豊穣の花冠を装備して【精神】＋２の効果を受けている。

　装そう身しん具ぐはどちらかひとつしか装備できないので、暗視ゴーグルを装備すると、豊穣の花冠は外さなくてはならないのだ。




ドル：つまり、ここは迷宮と【ＭＰ】消失を組み合わせたトラップじゃ。

セレネ：まず、【ＭＰ】から削けずっていく……お父さん、ダンジョンわかってるなぁ（笑）。

ＧＭ：そしてこの迷路の突とつ破ぱですが、これはＦＳ判定で行ないます。

フレア：ＦＳ判定ですか。前に言ってましたね。




ＦＳ判定

　一度の行為判定では、成せい否ひを決定することが難むずかしい状じよう況きようを処しよ理りするルール、フォーカスシステムを用いた判定のこと。フォーカスシステムは『バトルフィールド』に掲けい載さいされている。

　この場合、迷路を突破するための判定を複ふく数すう回かいに分けて判定することになるのだ。




ＧＭ：ＦＳ判定っていうのは、一回の判定で終わらないような作業……たとえば物を作ったり、今回のように時間をかけて迷宮を突破したりする判定をするときのルールです。とりあえず、やっていきましょうか。まずは、これを見てください（何かを取り出す）。

フレア：これは？

ＧＭ：ＦＳ管理シートです。進行値というところのカウンターを進めていくことで、判定の進行状況が表わされます。
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フレア：……なるほど。このカウンターの上にあるコマをみんなで進めていって、アガリに辿たどり着つくと、このうねうねな迷路を突破できるんですね。

ＧＭ：そういうことです。進行判定というのを行なって、何マス進めるかを決めるわけです。で、今回のアガリは進行値10ですから、ここまで進めれば迷路を突破できます。

フレア：はい、理り解かいしました！

ＧＭ：あと、進んだマスの数───進行値によってイベントがあったりします。ま、細かいことはやりながら説明しましょう。

フレア：了りよう解かいです。ここは、習ならうより慣なれろですよ。

セレネ：とりあえず、やってみようか。

フレア：うん、そうしよう！

ドル：おっとその前にＦＳ判定の内容を確認じゃ。

ＧＭ：今回の判定は難なん易い度ど12の【知力】判定となっています。

ドル：【知力】か。わしは８もあるぞ。

フレア：おー、ドルさん頭いい！　わたしは３しかない。

セレネ：わたし、【知力】は７です。

ユーノス：そしてボクは【知力】３。フレアさんと一緒。

フレア：わたし、ユーノスさんと同レベルだったんですね（笑）。

ユーノス：なんとなく引っかかる発言ですが、気にしません（笑）。

ドル：たしか、携けい帯たい式しき棒ぼうはＦＳ判定に＋１のボーナスがついたはずじゃ。

ユーノス：つまり、ボクが持っていても仕方がない（笑）。

ドル：仕方ない、わしのハイＭＰポーションと棒を交こう換かんしよう。

ユーノス：しましょうしましょう。判定値が９になればまず失敗しませんしね。

ＧＭ：では、準備が整ったところでＦＳ判定に移うつります。

一同：はーい。




▼第１ラウンド

ＧＭ：では、１ラウンド目。

フレア：この判定って、誰かがひとりやればいいんですか？

ＧＭ：基き本ほん的てきに全員が進行判定に参加することができます。しかし、進行判定を行なう人を助ける支し援えん判定という判定もあります。支援判定のタイミングは、イニシアチブプロセスとなっております。

セレネ：つまり、誰かが判定する前に宣せん言げんできるんですね。

ＧＭ：はい、そういうことです。

ドル：今回の支援判定は、どうなっておるのかな？

ＧＭ：【幸運】です。これも難易度12です。

フレア：支援判定に成功すると？

ＧＭ：次にＦＳ判定する人に、＋２点のボーナスが与あたえられます。

フレア：ふんふん、わかりましたー。

ＧＭ：あとは通つう常じようのラウンド進行と同じように、行動値順に行動していきます。




行動値

　ユーノス　　　　11

　セレネ　　　　　９

　フレア　　　　　９

　ドル　　　　　　８




ＧＭ：というわけで、セットアッププロセスです。まずはユーノスからですね。

ユーノス：では、ボクは支援判定に回ることにしましょう。待機でいいんですよね？

ＧＭ：そうですね。そうすると、ＦＳ判定を行なうＰＣの前に支援判定ができます。そんなわけで、次は【行動値】９のフレアとセレネですね。

セレネ：わたしとドルさんは、ＦＳ判定に回った方がいいですね。

ドル：ですな。まずは、セレネお嬢じようさまからやってもらうとしましょう。そして、ここで支援判定ができるわけですな。

ＧＭ：はい、待機したユーノス、フレア、ドルが支援判定をできます。

フレア：はい、わたしはセレネちゃんの判定を支援したいです！

セレネ：お姉ちゃん、頼たのんだよ。

ＧＭ：では、フレアさん。【幸運】で判定をどうぞ。

フレア：セレネちゃん、きっとこっちよー。たーっ！　（ダイスを振る）おっ！　ダイス目は９、達成値は13です！

ＧＭ：おっ、成功しましたか。では、セレネはＦＳ判定に＋２のボーナスを受けます。

フレア：やったー。姉妹愛で、抜ばつ群ぐんのコンビネーションを見せます！

セレネ：ありがとうお姉ちゃん。（ダイスを振る）……ダイス目は７、期き待たい値ち。【知力】７に＋２して……達成値は16！

ＧＭ：達成値16ということは、＋４で成功しています。で、進行判定チャートを参照して進行値を算出します。

セレネ：＋４は……誰もが見とれる華か麗れいな成功。進行値は２点上じよう昇しよう。

フレア：セレネちゃんと一緒に正解のルートを選んでいきます。

セレネ：麗うるわしの姉妹愛です。２点上昇、ぴぴぴぴ～（←コマを進める）。

ＧＭ：しかし、進行値が２になったところで、イベントが起こります。

フレア：おお～、イベントですか？

ＧＭ：はい、道の分ぶん岐きが激はげしくなってきました。進行判定の難易度が14になります。

フレア：迷路が難むずかしくなったんですか!?

ＧＭ：はい、さらに複雑に入り組んでしまいます。同時に、支援判定の難易度も14になります。

ユーノス：それは高い！　ボクでフォローしきれるかどうか……。

ＧＭ：では、次はドルの行動ですが。

ユーノス：とりあえず、支援判定を。（ダイスを振る）うおっ、達成値は12!?　さっきなら成功していたのに～。

ドル：支援なしか。まあ、わしに任まかせておけ。（ダイスを振る）うむ、達成値14でぴったり成功じゃ。

フレア：ドルさんすご～い！

ＧＭ：ぴったり成功は、進行値が１上昇。

ドル：これで進行値３か。アガリの進行値10までは、それなりにかかりそうじゃな。

ＧＭ：では、クリンナップです。【ＭＰ】が１Ｄ減りますが、これは私が振ふりましょう。

ドル：ここは、ＧＭの目の低さに期待じゃ（笑）。

ＧＭ：いやいや、いつもそんなに悪いとは……あっ、２だ。

ユーノス：２ですか、言ったそばから（笑）。

フレア：このＧＭの優やさしさが『レジェンド』シリーズの特とく徴ちようですよね（一同笑）。

ドル：うむ、幸せな気持ちになれる。

ＧＭ：く、くくっ……。

フレア：じゃ、【ＭＰ】２点減へってこのラウンドは終了ですね。




▼第２ラウンド

ＧＭ：そして第２ラウンド。そういうわけでセットアップ。

フレア：さて、どうしましょう？

セレネ：成功する確かく率りつが高いドルさんに集中して、確実に行きましょう。

ドル：うむ。わしは【知力】９で判定できるしのう。




　コロローナ商会は、達成値を期待できるドルに支援を集める方法を選せん択たくした。

　だが、ユーノスとフレアが支援判定に失敗。結局、ドルは支援なしで判定する。




ドル：……仕方あるまい。ここはフェイトを１点使うのじゃ。……おお、わしもダイス目が悪い。３Ｄ振って８じゃ。それでも達成値は17。うむ、ラウラの棒は役に立つ。

ＧＭ：達成値17だと、＋３。進行値は２点上昇。現げん在ざい進行値５ですね。

フレア：これで半分ですね。

ユーノス：……しかし、なんかイベントが起きそうな気がしますよ？

ＧＭ：はい、そのとおり。進行値４でイベントが起こります。

ドル：む、やはり！




　すると迷路全体が振動し、壁がひとりでに組み変わっていく。

　分ぶん岐きしていた通路はさらに複雑になっていった。




フレア：迷路の形が途と中ちゆうで変わっちゃうのですか!?

ＧＭ：はい、ここからは方向感覚に頼たよって出口に向かうしかなくなります。というわけで、以後の進行値は【感知】になります。難易度は10です。

セレネ：【感知】かー。あまり伸のばしてない能のう力りよく値ちにきてしまった。

ＧＭ：そして奥から「危あぶないぞ。引き返せ、今のうちだ」と、そんな声が聞こえてくる。

セレネ：ひーっ！

ユーノス：風雲児、娘たちを怖こわがらせる仕掛けまで（笑）。

セレネ：怖いけど、引き返せない。行きます！（ダイスを振る）　……ああっ!?

一同：ファンブル!?

ＧＭ：ファンブルすると、進行値は減っちゃいます（笑）。

セレネ：振り直し！　フェイトを使って振り直します……達成値は12！




　セレネが振り直した結果、進行値＋１を得て進行値は６となる。

　マインドロストによる【ＭＰ】減少は、３点に留とどまった。

　続いて、第３ラウンドとなる。




▼第３ラウンド

　第３ラウンド早々、ユーノスが達成値14を出して進行値＋２を得る。

　これで、進行値は合計８。目もく標ひようとなる進行値10は目の前となった。




ユーノス：フッ……ボクの、たぐいまれなる音楽センスのなせる技わざです。研とぎ澄すまされた野や性せいの勘かんってヤツですかね？

ＧＭ：しかし、ここでイベントが発生します。

ドル：むっ、きたか！　おそらく、最後のイベントじゃ。

ＧＭ：突とつ如じよ視界がゆらぎ、目眩めまいにも似にた不思議な感覚に襲おそわれます。

ドル：これはユーノスの歌のせいか？（笑）

ユーノス：なるほど、ボクの美声に目眩を起こしたんですね（一同笑）

フレア：まさかそんな（笑）。




　もちろん、この目眩はユーノスの歌声のせいではない。

　迷路に仕掛けられた方向感覚を狂わせるトラップである。

　ＦＳ判定の能力値は、目標値11の【幸運】に切り替わった。




ドル：【幸運】か。これは軒のき並なみ低いはず。……ここは、わしがセレネお嬢さまを支援して、フレアお嬢さまは最後に挑戦という配分がよろしいかと。

セレネ：はい、それでいきましょう。

フレア：がんばろう、セレネちゃん！

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスです。

ドル：支援判定じゃ。目標値は11、ということは８以上……たっ！（ダイスを振る）　だ、駄目じゃ！　ダイス目は５。……お嬢さま方、後は任まかせましたぞ。

セレネ：では判定します。とりゃー！（ダイスを振る）

ＧＭ：おっ、高い！

セレネ：ダイス目は10、達成値は14です！

ＧＭ：ということは、＋３で成功。２点上昇で、迷路を突破しました。

フレア：わー、セレネちゃんありがとー！

セレネ：よかったー。

ＧＭ：クリンナップ前に突破したので、【ＭＰ】の減少はありません。

ドル：ということは、【ＭＰ】の損そん失しつはわずかに５点じゃな（笑）。

ＧＭ：くっ、これだけいろいろ準備して５点だけとは……。

ユーノス：きっと、風雲児の優しさなんですよ。

フレア：お父さん、厳きびしい中に優しさが（笑）。

ドル：では、先に進みますぞ。

フレア：次は、次の部屋はどんな部屋ですか？

ＧＭ：はい、説明する前にシーンを切りましょう。







◆Middle 08◆霧きりの間




　迷めい路ろのような通路を突とつ破ぱして、新たな部屋にやってくる。

　その部屋は、奇き妙みようなことにうっすらと霧きりに包まれていた。

　その霧に、顔のようなものが浮うかび上あがる───。




ＧＭ：では、次なる部屋にやってきました。

ドル：この部屋の明度は？

ＧＭ：明度は４です。この部屋は普ふ通つうに明るい。

ドル：うむ、なら暗あん視しゴーグルを外そう。

セレネ：わたしも豊ほう穣じようの花か冠かんに戻もどします。

ＧＭ：で、迷めい宮きゆうを抜ぬけた先は、深い霧で包まれた小部屋となっております。

フレア：霧が？

ＧＭ：ええ。この部屋には扉とびらはありません。

ユーノス：つまり、行き止まりですか？

ＧＭ：いえ、部屋の隅すみっこに、人が降おりられそうな穴あながあります。だがしかし、それらを調べようとする余よ裕ゆうもなく、濃こい霧に顔のようなものが浮かび上がります！

フレア：きゃー、ホラーっぽい！

セレネ：霧のエネミーなんですね！

ユーノス：たしか、ミラージュフォッグというのがいたはず。

ＧＭ：……ミラージュフォッグかどうかは、エネミー識しき別べつするまで断だん言げんしませんよ？

ドル：ミラージュフォッグと仮か称しようして戦せん闘とうじゃ。名前がないと呼よびにくいしのう。

ＧＭ：はい、その仮称ミラージュフォッグが別々のエンゲージに三体いて、皆みなさんに襲おそいかかってきます！
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ドル：魔ま法ほうの武ぶ器きじゃないとダメージがいかないとか、きっとそんなデータに違ちがいない。

セレネ：なるほど、やっぱりエネミー識別は必要ですね。

ＧＭ：というわけで、戦闘となります。




　ドルの《ランドフィッシャー》、セレネの《サモン・リヴァイアサン》、そしてフレアの《水すい波は斬ざん》と、魔術ダメージを発生させる攻撃手段を持つコロローナ商会にとって、ミラージュフォッグはさほど強敵ではない。

　魔法で反撃を受けたものの、戦闘は１ラウンドで終了となった。




ユーノス：楽勝でしたねー。

ドル：いや、そうでもないぞ？　魔法が有効な敵なのもあるが……結構【ＭＰ】を消耗してしまった。

フレア：わたし、《水波斬》で【ＭＰ】10点も減っちゃいましたよ。

セレネ：さっきの迷路で【ＭＰ】減らされているから……はっ、まさかそれが目的!?

ＧＭ：ふっふっふっ。




　ミラージュフォッグ自体は、戦闘で脅きよう威いを与えるために配置したエネミーではない。

　最初から【ＭＰ】を消しよう耗もうさせることを目的して配置したのである。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、戦闘は終了しましたが……この部屋から先に進むには、端はしにある穴を降おりるしかなさそうですよ。

ドル：ここで安心しちゃいかん。油ゆ断だんしたところにトラップを仕し掛かけるのは基き本ほんじゃ。

ユーノス：相手は風雲児ですからね。

ＧＭ：部屋は湿しめっている感じですが。これ以上の危き険けんはなさそうです。で、部屋の端には穴がありますが、その横に縄なわばしごが巻まき上あげられています。

フレア：これで下に降りるんですかね？

ドル：いやいや、その縄ばしごはトラップを仕掛けるためのもんじゃろう。

ユーノス：さっそく調べましょうか？

ドル：いや、その前に回復じゃな。わしは34点もダメージを受けておる。

セレネ：では、ダメージを受けた人は並ならんでくださーい。

フレア：セレネちゃん、病院の受付みたい（笑）。

セレネ：まず、ドルさんに《ヒール》を……36点回復です。

ドル：おお、一気に回復じゃ。さすがです、セレネお嬢さま。

セレネ：じゃ、次はお姉ちゃん。《ヒール》で……40点回復～。

フレア：全ぜん快かいです！　元気になったよ。

ユーノス：すみません、ボクもお願いします。

セレネ：はいはい、《ヒール》……40点回復。

ユーノス：32点ダメージを受けていたので、ボクも完全回復です。




【ＨＰ】を回復したＰＣは、【ＭＰ】も回復することにした。

　ハイＭＰポーションを飲んだ結果、回復は以下のとおりである。




フレア　　【ＭＰ】９点回復

セレネ　　【ＭＰ】12点回復

ドル　　　【ＭＰ】11点回復

ユーノス　【ＭＰ】15点回復




ドル：……よし、これで万ばん全ぜんじゃな？

ユーノス：では、さっそく穴を調べてみますか。

ＧＭ：穴を覗のぞくとわかりますが、穴には大地の招まねきというトラップがかかっています。

フレア：大地の招まねき？

ＧＭ：このトラップが仕掛けられている場所は、飛行状じよう態たいが無む効こうとなります。

フレア：じゃ、ユーノスさんでも落っこちるんですか。

ＧＭ：そうです。深さは５メートルほど。落ちたらダメージを受ける深さです。

ユーノス：ふーむ。

ＧＭ：しかも、下の方向に強い力で引ひっ張ぱる力が働いているようです。

ドル：超ちよう重じゆう力りよくでも発生しておるのか？　きっと、落ちたらダメージもでかいぞ。

セレネ：お父さん、結構殺意高いなー（笑）。

ＧＭ：で、穴の横には縄ばしごが引き上げられて置いてあります。

フレア：これ使えば降りられそうですよね？

ドル：いやいや、まず縄ばしごを調べねば。わしならここに罠わなを仕掛けますな。

フレア：な、なるほど～。

ＧＭ：では、誰だれが調べますか？

ユーノス：それはもちろん、わたしがトラップ探たん知ちしますよ。

フレア：おお～、なんかユーノスさんがシーフに見えてきました！

ユーノス：……シーフですよ？（笑）

セレネ：お姉ちゃんは、今でも天使だと信じてるから（笑）。

ユーノス：ボクは、天使でありながらシーフでもあるのです。ですが、ボクが盗ぬすむのは金品などではなく、人々の心───。

ドル：いいから調べんか（笑）。

ユーノス：し、調べます。……（ダイスを振る）トラップ探知の達成値は20です。

ＧＭ：この縄ばしご、安やす普ぶ請しんのトラップが仕掛けられています。

ユーノス：やはり。




安普請

　オブジェクトに設せつ置ちする、造つくりの甘あまいことを示しめすトラップ。エンゲージしたときに【幸運】判定に失敗すると、そのオブジェクトは破は壊かいされる。




ＧＭ：このまま使うと、縄ばしごが引っかけてある留とめ金がねが緩ゆるんでいて、降りてる途と中ちゆうに外れそうです。

ユーノス：……これ、補ほ強きようした方がよさそうですね。

ＧＭ：トラップ解除に成功すれば、補強したことになります。解除値は16です。

ユーノス：……16。ボクは２Ｄ振って10以上出さないと解除できそうもない。

ＧＭ：そうか、ユーノスは《リムーブトラップ》を持たないシーフだった（笑）。

ドル：仕方があるまい、縄ばしごを使わずロープを垂たらして降りることにしよう。

ＧＭ：その場合ですが、この部屋には他にロープを結ぶような場所がありません。なので、誰だれかひとりがロープを持っている必要があります。

ドル：うーむ。そのロープを持つ役は、最後にロープを使わずに下りることになるのか。

ユーノス：その前に、安やす普ぶ請しんを解除できるかどうか、やるだけやってみましょう。

ドル：おお、そうじゃな。

ユーノス：（ダイスを振る）……うーん、ダイス目は８。解除値16には届とどかず。

ドル：ふむ、やはりロープを使って降おりるか。

フレア：じゃ、わたしがロープ持ってます。

セレネ：お姉ちゃんが最後に飛とび込こんできたら、わたしが《プロテクション》で受け止めてあげるからね？

フレア：うん、信じてる。




　そんなわけで、フレアは他のＰＣが降りるまでロープを持ち、フレアは後から穴に飛び込むということになった。仲間を安全に降ろすため、ロープをしっかり握にぎる。




ドル：任まかせましたぞ、フレアお嬢さま。さて、誰から降りますかな？

セレネ：まずは、ユーノスさんですねー。

ユーノス：そうですね、ボクが先行するのがセオリーでしょう。

ＧＭ：ロープで降りる場合、判定不要で穴の下に行けます。

ユーノス：では、するすると降ります。下はどうなっていますか？

ＧＭ：簡かん単たんに説明しますと、目の前にザーッと水が流れていて、向こう岸に扉がありますね。特に、危険はないようです。

ユーノス：そういう状態でーすと、上に報ほう告こく。

セレネ：じゃ、わたしも降ります。

ドル：わしも続こう。

フレア：みんな降りた。最後はわたし。穴に飛び込めばいいですか？

ＧＭ：さっ、勢いきおいよくどうぞ。

ドル：ちなみに、ダメージはどんなもんじゃ？

ＧＭ：15＋10Ｄの物理ダメージです。

ドル：うお!?　５メートルなのに、10レベル《ボルテクスアタック》級じゃ！

セレネ：ものすごい重力ですね。

フレア：でもそんなの覚かく悟ごの上です！　とあーっ！

セレネ：飛び込んだ!?

ＧＭ：では、ダメージいきますよ。（ダイスを振る）……あっ!?

フレア：あ！

セレネ：１が三つも出ている（笑）。

フレア：やったー！

ドル：お帰り、丹藤くん（笑）。

ＧＭ：た、ただいま（笑）。




　……普ふ段だんはもっとダイス目は高いんです、ええ。




ＧＭ：で、でも10Ｄ振って29ならちょっと低いだけですよ！　44点の物理ダメージです。

フレア：それなら……【物理防御力】を引いて、25点ダメージを受けました。

ＧＭ：よし、これなら───。

セレネ：お姉ちゃん、今助けるからね。《プロテクション》!!　（ダイスを振る）あっ！

ＧＭ：ちょ、ちょっと待ってください!?　何ですか、そのダイス目は!?

セレネ：……６、６、６、５、３なので、26点軽減。全部止めました！

ＧＭ：うっそ!?　全部消えた……。




　本来なら、ここで大きなダメージを与あたえて回復のリソースを削けずる予定だったのだが……姉妹愛の前にこのプランは脆もろくも崩くずれ去さってしまった。




フレア：わーい、全然痛くなーい！

ＧＭ：もう、下でセレネがお姫ひめ様さまだっこの勢いきおいですね。

セレネ：お姉ちゃんをストンとキャッチ！　これも愛のなせる業！

フレア：ありがとう、セレネちゃん！

セレネ：えへへ♪

ＧＭ：……ともかく全員下に降りましたので、次のシーンに移うつります。







◆Middle 09◆地下水路




　霧の間の穴から下に降りると、勢いよく水が流れる水路がある。

　どうやら、この水路は外の運うん河がと繋つながっているようだ。

　その向かい側には、先に進める扉がある。




ＧＭ：では、下の部屋です。降りてくると、目の前にざーっと勢いよく水が流れている水路があります。その先は段だん差さがあって、滝たきになっていますね。
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フレア：はぁ～、地下水路ですか。

セレネ：クラン＝ベルは水の街だからね。

ＧＭ：どうやら、滝の先はクラン＝ベルの運河に続いているようです。

ドル：滝に落ちると……もしかして水路に放り出されるのか？

ＧＭ：ええ、外に放り出されそうですよ。

セレネ：そしてまた、一からやり直しですか？

ＧＭ：管理人さんがいますから、ちゃんとトラップを仕掛け直してくれます（笑）。

セレネ：几き帳ちよう面めんな設せつ計けいだ（笑）。

ＧＭ：水路の向こう岸ですが、重々しい扉があります。

ユーノス：……ということは、ボクの《ウィング》とギロチンスケボーの出番！

フレア：ああ、そうですね！　こんなときこそスケボーですよ！

セレネ：ちなみに、水路に落ちた場合はどうなります？

ＧＭ：この流れる水は、エンゲージしたら難なん易い度ど10の【敏びん捷しよう】判定を行ないます。で、失敗すると10メートル移い動どうさせられます。滝の方に。

ドル：どんどん流されていって、滝でダメージを受けた上に外に放り出されるんじゃな。

セレネ：まあ、そうなりますよね。

ドル：なら、《ウィング》で飛行状態になれるユーノスに、ギロチンスケボーを持って何度か往復してもらえばよいのじゃ。

フレア：なるほど、ギロチンスケボーのピストン輸送ですね！
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　そんなわけで、まずはユーノスとギロチンスケボーに載ったフレアが対岸に移動した。

　そこまではなんの問題もなかったが、扉は思っていた以上に重量のあるものだった。




ＧＭ：その扉ですが、へヴィウェイトがかかってます。

フレア＆ユーノス：ヘヴィウェイト？




ヘヴィウェイト

　石製せいの重い扉であることを表わすためのトラップ。扉を開あけ閉しめするには、難易度13の【筋きん力りよく】判定に成功する必要がある。




ＧＭ：この扉、開けるためには難易度13の【筋力】判定に成功しないといけません。

フレア：わたし、【筋力】なら７あります。開けちゃいましょう。

ユーノス：ちょっちょっちょっ！　待ってくださいフレアさん！

フレア：えっ？

ユーノス：まず、ボクがトラップを調べますから。

フレア：あっ、そうか。危あぶなかった～。

ユーノス：では、あらためてトラップ探知、いきます。

ＧＭ：はい、どうぞ。

ユーノス：（ダイスを振る）ダイス目が４で、達成値16。

ＧＭ：16？　ああ、トラップなんてない気がしますねー。

ドル：うむ、これは……。

ユーノス：いかにもなにかありそう。

セレネ：ＧＭの裏うらを読んだ（笑）。

ユーノス：フェイトを使って振り直しましょう。（ダイスを振る）ピシッ！　今度は20。

ＧＭ：お、20きっかりですか。……この扉には水みず鉄でつ砲ぽうの罠が仕掛けられていました。

ドル：やはり！

ＧＭ：扉を開けると、〈水〉属性の魔法ダメージを与あたえたうえ、水路に叩たたき落おとすというトラップでした。あと、飛行状態も解除します。

フレア：危あぶなかった……。

ユーノス：しかも、飛行状態まで解除ですか？　すごい念の入りようですね……。

ＧＭ：そのうえ、落ちるとプールですから判定のダイスも減ります。なので、失敗すると流されるのは確かく実じつでしょう。

ユーノス：では、トラップ解除をしましょう。解除値は？

ＧＭ：解除値は16です。

ユーノス：……ボクのトラップ解除は、６＋２Ｄです。

ドル：それは、厳きびしい数字じゃのう……。

ユーノス：よし、フェイト２点……いや、３点叩たたき込こんで挑ちよう戦せんします！

ドル：３点も使う見せ場じゃ、なんか演えん出しゆつするとよいぞ。

ユーノス：おお、そうですね！　まず空中で歌声を響ひびかせ、天に祈いのりを捧ささげます！

セレネ：空中で？

フレア：はっ、天使さまがキラキラしているー。

ドル：余よ計けいなこと言うんじゃなかったと後こう悔かいするわし（笑）。

フレア：ドルさんがげんなりしている（笑）。

ユーノス：水路にボクの妙たえなる音楽が鳴り響き、皆さんは神こう々ごうしい気持ちとなってつい頭こうべを垂たれることになるのです。ららららら～♪

ドル：恥はずかしい気持ちになり、わしは頭を垂れる（一同笑）。

セレネ：わたしも、思わず目を伏ふせます（笑）。

ＧＭ：ああ、みんなが目を合わせない（笑）。

ユーノス：鍵かぎよ開け～！（ダイスを振る）おお、高い!?　28も出ました！

セレネ：すごい！　ダイスが６、５、４、４、３だ。

ＧＭ：というわけで、水鉄砲は解除されました。

ユーノス：さ、フレアさん。扉を開けてください。

フレア：はい、【筋力】でしたね。

ＧＭ：はい、難易度は13でございます。

フレア：うーん、とぉ！（ダイスを振る）あっ、７が出ました！　達成値は14です！

ＧＭ：すると、重い音とともに扉が開きます。

ユーノス：一応、中のエリア探たん査さをしましょうか。

ＧＭ：ああ、どうぞ。

ユーノス：よっ……あっ、ファンブル。

フレア：ああ、ここにきて（笑）。

ＧＭ：はっ、なにもわかりません。あと、中は真っ暗です。




　エリア探査にファンブルしたため、部屋の中の様子を知ることはできなかった。

　ともかく戦力を整える意味でも、ユーノスが往復してセレネとドルに水路を渡わたらせた。




ＧＭ：……さて、これで全員移動ですね。

ドル：うむ。しかし、ギロチンスケボーは役に立ったのう。

ＧＭ：とりあえず、扉は開きっぱなしです。中は真っ暗で、明度１です。

ユーノス：この中、何かいそうですか？

ＧＭ：聞き耳してみます？

ユーノス：してみますしてみます。




　部屋の向こうに潜ひそんでいるエネミーがいるか、聞き耳をすることができる。

　このとき、【感知】判定でエネミーの【敏捷】＋10以上の達成値を出せば、居い場ば所しよや数を知ることができるのだが……。




ユーノス：（ダイスを振る）うーん、達成値は10。

ＧＭ：はっ、それだといない気がします。

ドル：まあ、敵がいるものと考えるのじゃ。

フレア：じゃあ、暗視ゴーグルの準備を。

ドル：それもいいですが、せっかくですからゴージャスサンズＦの像ぞうを使いましょう。

フレア：おお、あの輝かがやく像ですか？

ドル：うむ。あの輝きは１シーンもちます。そして戦闘になった場合、わしらがいつもの装そう身しん具ぐを装そう備びして戦えるのです。

フレア：なるほど、暗視ゴーグルより碧みどり星ぼしのカチューシャをつけて戦った方が有利ですね。

ドル：というわけで、ゴージャスサンズＦの像を次の部屋で使う。方ほう針しんは決まった。

ユーノス：像はボクが持ちましょう。ボクは、手が空あいているので。

フレア：というわけで、準備できました。先に進みます。

ＧＭ：了りよう解かいしました。では、シーンを変えます。







◆Middle 10◆矢印の間




　重い扉を開けて、そのなかに入る。また、灯りのない部屋だ。

　こんなときこそ、輝かがやくゴージャスサンズＦの像の出番だ。

　その光が部屋の中を満たすと、巨きよ大だいな矢印を持った人形たちがいた。




ＧＭ：さて、重い扉をくぐり部屋にやってきました。中は真っ暗、明度１です。

フレア：さっそくですよ、ユーノスさん。

ユーノス：ゴージャスサンズＦの像を掲かかげます。

フレア：キラーン。

ＧＭ：そうすると、一気にまばゆい光が部屋中に満たされます。

セレネ：友ゆう情じようの光が（笑）。

ＧＭ：……実は、ブラックアウトというトラップだったのですよ。しかも、通つう常じようアイテムは効果がないという特とく殊しゆ効こう果かで。

フレア：そうだったんだ！　暗視ゴーグルだったらヤバかった!?

セレネ：ゴージャスサンズＦの像は、通常アイテムじゃないんですか？

ＧＭ：ええ、マジックキャンドルと同じ効果なので、ここでは効果があります。

フレア：そうだったんだ。

ＧＭ：そして、明るくなるとわかりますが……前方にでっかい矢印状の手て槍やりを持った人形みたいなのが、三体います。

セレネ：なんか出てきた!?

ＧＭ：さらに、この部屋の奥に立りつ派ぱな扉があります。

セレネ：きっと、秘ひ宝ほうに近づいているんだよ。

ドル：かもしれませんな。

ＧＭ：しかし、この三体───ベクトルランナーは明るくなるか、全員が部屋に入ってくると攻撃を仕掛けるのです。というわけで、戦闘です！
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▼第１ラウンド

行動値

　ベクトルランナー　　　　15

　ユーノス　　　　　　　　11

　フレア　　　　　　　　　９

　セレネ　　　　　　　　　９

　ドル　　　　　　　　　　８
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ＧＭ：そしてセットアップ。こちらは特にありません。

ユーノス：ボクは、《クイックソング》で《エチュード》を使います。（ダイスを振る）呪歌判定、問題なく成功！

セレネ：《ヘイスト》はいいかな？　わたしが先手を取るには６しかないし。

ドル：……おっ？　いやいや、フレアお嬢さまの【行動値】を１上じよう昇しようさせると、一気に真ん中のベクトルランナーにエンゲージできますぞ？

セレネ：あっ、そうか！




　フレアの現げん在ざいの移動力は14。15以上になれば３スクウェア移動できるのだ。




フレア：そうなると、一気にいけますね！

ドル：うむ、さらに《陣形》も使えばよし。

セレネ：わかりました、お姉ちゃんに《ヘイスト》ダイス目が２です。

ドル：そして、わしは理知の宝ほう玉ぎよくを使う。そうすると、先手が打てるのじゃ。




　これで、フレアが移動力16となる。コロローナ商会はここで《陣形》を使用し、フレアが一気に３スクウェア移動し、ベクトルランナーＢにエンゲージすることに成功した。




ＧＭ：セットアップはこれで終了、イニシアチブです。一番速いのは……。

セレネ：【行動値】16のドルさんからですね。

ドル：よし、まずは《ランドフィッシャー》じゃな。いや、こいつらが移動しないように、マイナーでわしも移動してエンゲージしよう。というわけで、このＢ─５にいるベクトルランナーＡにエンゲージじゃ。

フレア：おお、珍めずらしくドルさんが前に。

ドル：そして、フレアお嬢さまとエンゲージしているヤツに《ランドフィッシャー》じゃ。おそらく、わしとフレアお嬢さまの攻撃で沈しずむじゃろう。

フレア：なるほど、攻撃は集中ですね！

ドル：（ダイスを振る）とりゃ、命中は22じゃ！

ＧＭ：（ダイスを振る）……こっちのダイス目は６、回避は14でくらってしまいます！

ドル：では、ダメージいくかのう。……おお、高いダイス目が出たな（笑）。

ＧＭ：相変わらず、このシリーズではダイス目がいい（笑）。

ドル：さらに《ソアスポット》を使うか。

ＧＭ：さらに高い目を狙ねらうんですか!?　４のダイスまで振り直して……。

ドル：そうとも。（ダイスを振る）９Ｄ振って、42。〈地〉属性74点ダメージじゃ！

ＧＭ：74点!?　【魔法防御力】１しかない……。

ドル：どうじゃ、《ソアスポット》の力を見たか！

ＧＭ：ドルの発した魔法はバキバキと地を走り、そのままベクトルランナーＢを呑のみ込こんでしまいます。……一いち撃げきで死んでしまいました（笑）。

フレア＆セレネ：おおおおおおっ！

ドル：まさか、一撃でやれるとは思わなんだ……（笑）。

ＧＭ：くっ、《ソアスポット》がなければ死ななかったのですが……。

ドル：そうなのか！　そりゃ４のダイスを振り直して大だい正せい解かいじゃな！（一同爆笑）

フレア：すごーい。最近、一撃必殺みたいになってますね。

ＧＭ：ではまず、ベクトルランナーたちの番ですよね。では、ベクトルランナーＣがマイナーでフレアのいるスクウェアに移動します。

フレア：ほうほう、攻撃ですか？

ＧＭ：いえ、ベクトルランナーＣは矢印状の槍をその場によいしょっと置きます。

フレア：おや？

ＧＭ：これは、《ベクトル設置》というエネミー特殊能力です。ベクトルフィールドというトラップを設置するんですよ。というわけで……その矢印の方向に向けて、ぐぐぐっとフレアを水路の方に移動させる力が働きます！

フレア：えええええっ!?




ベクトルフィールド

　ベクトルフィールドにエンゲージしたキャラクターの中からひとりをＧＭは選せん択たくする。そのキャラクターはただちに難易度14の【敏びん捷しよう】判定を行ない、失敗するとＧＭの任にん意いの場所に移動させられる。




ＧＭ：というわけで、難易度14の【敏捷】判定をしてください。失敗すると、水路の上まで飛ばされてしまいます。

ドル：む、いかん！　水路に落ちたらやり直しになってしまいますぞ!?

フレア：うわー、それはいけない！

ユーノス：なら、扉を閉しめましょう！　そうすれば水路には落ちませんよ。

ＧＭ：おっと、扉にはヘヴィウェイトがかかっているので、メジャーアクションを消費しつつ、難易度13の【筋力】判定に成功する必要がありますよ（笑）。

ユーノス：ちょっ、ボクの細ほそ腕うででは無理だ!?

ドル：なるほど、そのためのヘヴィウェイトか（笑）。

ＧＭ：では、フレアさん。判定をどうぞ。

フレア：わたし、【敏捷】は６だから、８以上ですね？　８以上８以上……えい！　あっ、10が出ました！

ＧＭ：うお、乗り切った！　では、フレアはその矢印から発せられた力をかわした！

フレア：はい、わたしは素す早ばやいです。

ドル：そのトラップは、発動した瞬しゆん間かんに消えるのか？

ＧＭ：はい、消えます。しかし、ベクトルランナーは何度でも設置しますよ。続いてベクトルランナーＡ、《ベクトル設置》！

ドル：わしにか。わしは、【敏捷】は弱いのじゃ。

ＧＭ：それを狙ねらってのことですよ。では、判定をどうぞ！

ドル：【敏捷】は４しかない。14は……むおっ、駄目じゃ！

セレネ：ドルさんは、一気に水路に落とされるんですか？

ＧＭ：いえ、今回ベクトルフィールドの移動させられる方法は一直線のみとしました。なので、ドルはこのＢ─３に移動するだけです。

ドル：ふう、助かった……。じゃが、次で水路に飛ばされるのか。

ＧＭ：はい、そういうことですね。

フレア：だったら、やられる前にやっちゃいます！




　水路に落とされる前に倒せ───。

　フレアはそう判断して攻撃するものの、ベクトルランナーの回かい避ひはクリティカル。




ＧＭ：よっしゃよっしゃ！　矢印の槍でガキン！　とフレアの剣けんを止めました。

フレア：ふえーん……。

ユーノス：なんのフレアさん。ボクの行動で《ジョイフルジョイフル》を使いますから、もう一度挑戦するのです。……（ダイスを振る）よし、発動判定成功！

フレア：わかりました、もう一回行きます。（ダイスを振る）よし、今度は18ですよ18！

ＧＭ：今度も華か麗れいに……うぉりゃ！（ダイスを振る）駄目だ、回避は16です。

フレア：ダメージは８Ｄ振ふれますから！　……ダイス目は28！　50点のダメージです！

ＧＭ：こっちの【物理防御力】は12。38点のダメージか。ん、まだまだ！

ユーノス：これで、最初の攻撃が入っていれば。

ＧＭ：はは、クリティカル万ばん歳ざいですよ！

フレア：むー、むかつく（笑）。

セレネ：このラインにいたらまずい、わたしはマイナーでＤ─３に移動。そして、お姉ちゃんのところにいるベクトルランナーＣを《サモン・リヴァイアサン》で攻撃です。

フレア：今日のセレネちゃんは絶ぜつ好こう調ちよう、お願いします！

セレネ：魔術判定は３Ｄ＋10。……よし、ダイス目12だから、22で命中。

ＧＭ：それは……回避は無理でした。

セレネ：では、ダメージいきます！（ダイスを振る）無属性45点の魔法ダメージ！

ＧＭ：おお、総そう計けい82点くらって吹ふっ飛とびました！　召しよう喚かんされたリヴァイアサンのブレスが、逆ぎやくにベクトルランナーをはるか彼方かなたに吹き飛ばしてしまいます！

セレネ：よし！

フレア：絶ぜつ妙みような姉妹のコンビネーション！

ＧＭ：これで全員行動終了。クリンナップは特になし。第１ラウンド終了です。




▼第２ラウンド
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　そして、第２ラウンドのセットアップ。残るベクトルランナーは一体。

　ベクトルフィールドを発生させる前に、どうしても先手を取って倒したい。

　まずはドルが理知の宝ほう玉ぎよくを使って、行動値16となって先手を確定させる。

　セレネは、フレアに《ヘイスト》をかける。

　先手を取るために必要なダイス目は、一個振って６。確かく率りつは六分の一だが……。




セレネ：発動判定は成功……おお、６が出た！

ＧＭ：くそー、ここで六分の一の確率が来てしまうのか！

フレア：さすがセレネちゃん！

ドル：わしは理知の宝玉じゃ。これで【行動値】16じゃ。

ＧＭ：では、ドルから行動ですね。

ドル：うむ。マイナーで移動し、クルリと振ふり向むいて《ランドフィッシャー》じゃ！　……と、しまった！　ダイス目が低い!?　……命中は16じゃ。

ＧＭ：16？　よし、それならダイス目８以上で避よける目がある！　今日の俺ならば……（ダイスを振る）よし！　ちょうど16!!

ドル：なんと。避けられてしまったか……。

ＧＭ：では、次はフレアです。

フレア：じゃあ、マイナー移動で、メジャーで《バッシュ》！　命中判定いきます！　（ダイスを振る）えー、19。

ＧＭ：19？　11以上か……てい！（ダイスを振る）……お？　駄目か、回避16。フレアの攻撃は命中しました！

フレア：いきます！（ダイスを振る）41点です！

ＧＭ：29点くらいました。だが、まだ死にませんよ！

ユーノス：やはり、一撃では無理ですか……。

ＧＭ：そして、こちらの番。ベクトルランナーは腹はらのスイッチを押おします。ぴっ！

フレア：え？

ＧＭ：《ブロウアップ》を宣せん言げん、自じ爆ばくします！（笑）

フレア：きゃああああっ!?

ＧＭ：「ちったあ驚おどろいたか人間どもー!!」というわけで、６Ｄ振って命中判定！　……おっ？　６が三つも出ている！　クリティカル!!　よっしゃあああああっ!!

ドル：おおおおおっ、フレアお嬢さまが危あぶない!?

セレネ：お姉ちゃーん!?

ＧＭ：さあ、回避を振ってもらいましょうか！

フレア：にゃ～！　……あ、６ゾロ！

一同：おおおおおおおおおおっ～!?（爆笑）

ＧＭ：そんな!?　うっそ!?　……えええええ～!?




　あまりのことに、ガタッと立ち上がってしまうＧＭだった。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……えー、ベクトルランナーの自じ爆ばくは空から振ぶり。戦闘は終了です。

フレア：やった～。それで、部屋はどうなっていますか？

ＧＭ：最初にもいいましたが、部屋の奥には豪ごう華かな装そう飾しよくの扉があります。

フレア：いかにも秘宝が眠ねむっていそうですね！

セレネ：その扉は、鍵かぎがかかっていたりとか？

ＧＭ：鍵がかかっているというより……別の仕掛けで閉とざされているようですね。ぴったり合わさっていますが、扉に鍵穴や取っ手がありません。

フレア：それって、なにか開ける方法があるってこと？

ＧＭ：戦闘が終わったので気がつきますが、部屋の四よ隅すみにレバーがあります。

ユーノス：きっと、それが扉を開く仕組みなんですよ。

フレア：なるほど。

ＧＭ：扉にはプレートがかけられていて「ひとりの力では開かない」と書かれています。

セレネ：そっか、仲間がそろわないと開かない仕組みなんだ。

フレア：四隅だから……四人でレバーを引けばいいんだよ、きっと。

ドル：四人そろわないと開かない仕組み……旦だん那なさまからのメッセージですな。

ユーノス：ほう。

フレア：……あっ、そうか。

セレネ：うん、そういうことだよね。

フレア：仲間がいないと、秘宝はあげないってことだ。

ドル：おそらく、そうでしょうな。

フレア：だったら、わたしたちにはドルさんやユーノスさんがいますよ。

セレネ：プレゼントをくれたＳＬＡＳＨやゴージャスサンズＦ、ラウラちゃんもね。




　今まで、いろんな苦く難なんがあった。

　一〇〇万Ｇの借金や、コロシアムでの試合。そして、今度の一千万Ｇの身みの代しろ金きん……。

　そんなこんなも、仲間と一緒に乗のり越こえてきた。

　このダンジョンも、みんなの力を合わせてここまでやってきたのだ。




フレア：それじゃあ、みんなで一緒にレバーを引こう。いくよ？　せーの……！

一同：───えい！

フレア：（レバーを引く）よいしょっと！

セレネ：……ど、どうですか？

ＧＭ：すると、扉はゆっくりと開いていきます。

ドル：いよいよですな。

フレア：お父さんが残した宝って、どんなんだろう？

ユーノス：……まあ、その前にきっとひと波は乱らんあるでしょうね（笑）。

ＧＭ：では、ギギギとゆっくり扉が開いていきます。……てなところで、クライマックスに移い行こうしましょうか。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆宝ほう物もつ庫こ




　豪ごう華かな装そう飾しよくが施ほどこされた宝物庫の扉とびらを開いた。

　部屋の奥おくには、台だい座ざが用意されており、その上には立りつ派ぱな宝箱が安置されている。

　だがその前には、三体の石せき像ぞうとラッパを持ったエッグゴーレムが待ち受けていた。




ＧＭ：では、宝物庫の扉が開いていきます。

フレア：な、中はどうなっていますか？

ＧＭ：部屋の奥には台座があって、そのうえに装飾された宝箱があります。

フレア：おおっ！　きっとあれが秘ひ宝ほうですよ。

ＧＭ：そして、その宝箱を守るように、三体の石像が並ならんで安置されています。そして、後列には、ラッパを持った卵たまご形がたのゴーレムが、二グループほどいます。

セレネ：やっぱり、なんかいる。

ドル：風雲児の秘宝を守るガーディアンじゃな。

ユーノス：ラッパ持った卵には覚えがあります、エッグゴーレムですよ。

セレネ：《ジョイフルジョイフル》してくるヤツだ。

ドル：前の三体は、ガーゴイルだな。

ＧＭ：ええ、刀を構かまえたガーゴイルサムライ、鋭するどい鈎かぎ爪づめのガーゴイルモンク、騎き士し風の鎧よろいとランスを構えたガーゴイルナイトの三体です。

フレア：前ぜん衛えいばっかりですね、ガーゴイル。

ユーノス：後こう衛えいには、エッグゴーレムがいますからね。

ＧＭ：そして、この三体のガーゴイルは、虹にじ色いろの輝かがやきを放っています。エンチャント型トラップの、スーパーレインボーが仕し掛かけられています。

フレア：それって、どんなトラップなんですか？

ＧＭ：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】と【魔ま法ほう防御力】を＋５し、判はん定ていのダイスを１個こ増ふやします。このトラップは、トラップ解かい除じよに成功すれば解除することができます。

フレア：でも、三体分、ひとつずつ解除しないと駄目なんですね。

ドル：そうですな、それとも無む視しして一気に攻こう撃げきするかですな。

ＧＭ：宝物庫の番人たちは侵しん入にゆう者しやである皆みなさんに向かって、ギギギギギと動き出して襲おそってきます。それでは、戦せん闘とうに移うつりましょう！




▼第１ラウンド

ＧＭ：さて、まずは【行動値】を申告しましょう。




行動値

　ユーノス　　　　　　　　11

　エッグゴーレム　　　　　11

　ガーゴイルサムライ　　　10

　ガーゴイルモンク　　　　10

　ガーゴイルナイト　　　　10

　フレア　　　　　　　　　９

　セレネ　　　　　　　　　９

　ドル　　　　　　　　　　８
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ＧＭ：というわけで、セットアップの宣せん言げんです。

ユーノス：毎度お馴な染じみ、《クイックソング》＋《エチュード》をいきます。

ＧＭ：こっちは、ガーゴイルサムライが《コンバットセンス》を宣言です。これで【行動値】＋10されますよ。

ドル：それは、どうやってもガーゴイルサムライの先手を取ることはできんな……。

セレネ：わたしは、お姉ちゃんに《ヘイスト》をかけようと思うけど？

フレア：んー、わたしはこのラウンドは《ファイトアピール》をして耐たえようと思う。

セレネ：そっか。うん、わかった。じゃあ、自分に使おう。




　フレアが《ファイトアピール》をする場合、先手を取る意味はあまりない。

　よって、セレネは《ヘイスト》は必要ないと判はん断だんしたのである。




ドル：わしは、理知の宝ほう玉ぎよくじゃ。

ＧＭ：それで、宣言は終わりですね。では、セットアップ。ユーノスからどうぞ。

ユーノス：（ダイスを振ふる）発動しました。魔法ダメージ＋22点です。ぱぷ～。

ＧＭ：では、ガーゴイルサムライが《コンバットセンス》。【行動値】に＋10。キンッ！

フレア：一気に速くなった！

セレネ：《ヘイスト》でわたしの【行動値】をあげます。……発動成功、＋３です。

ドル：ガーゴイルのスピードには追いつけんが、わしは理知の宝玉を使う。

ユーノス：さて、ここで《陣じん形けい》が使えるわけですが？

フレア：使いましょう。わたしも一気にエンゲージして、《ファイトアピール》したいです。




　ここでフレアが《陣形》を宣言、ＰＣはそれぞれ移い動どうを開始する。

　フレアはガーゴイルナイトにエンゲージし、ドル、セレネ、ユーノスは範はん囲い攻撃を受けないよう、バラバラに移動した。




ＧＭ：では、セットアップは終しゆう了りよう。ガーゴイルサムライから。うーん、そうですね……マイナーで移動して、ドルにエンゲージします。

ドル：おっ、わしに狙ねらいを定めてきおったか！

ＧＭ：まずは、最大の火か力りよく源げんから潰つぶしますよ。こいつには《ファーストストライク》があります、ダイス目に１個でも６があればクリティカルですよ。

ドル：やはり持っておるか。




《ファーストストライク》

《コンバットセンス》中に６の目がひとつでも出るとクリティカルとして扱あつかうサムライのスキル。タイミングはパッシヴである。




ＧＭ：そして、メジャーで《バッシュ》！　ぐわんと振ふりかぶり……クリティカル！

ドル：リアクションじゃ。（ダイスを振る）……さすがに、クリティカルは出なかった。

ＧＭ：では、ダイスを１個たして32＋８Ｄでダメージを振りますよ。

ドル：ぐおー、そんなにあるのか！

ＧＭ：（ダメージを振る）と、61点の物理ダメージ！

セレネ：61点!?

ドル：それはちょっとでかすぎる！　……【物理防御力】を引いて48点じゃ。ということは、わしはちょうど【ＨＰ】０で戦闘不ふ能のうになる！

ＧＭ：ガーゴイルサムライが刀を薙なぎ払はらい、ドルの胴どうを真っぷたつにしようとする！

セレネ：危あぶないドルさん、《プロテクション》！　ていっ！（ダイスを振る）

フレア：お、セレネちゃん、またダイス目がいい！

セレネ：６、５、５、５、２で、23点軽けい減げんです！

ドル：ふー、助かりましたぞ、セレネお嬢じようさま！

ＧＭ：く、せっかくいけると思ったのに……。魔法の障しよう壁へきが、刀の勢いきおいを削そいでしまう。

ドル：そして、生き残ることができたわしの番じゃ。ここは、フレアお嬢さまとの連れん携けいで確かく実じつに仕し留とめよう。ガーゴイルナイトに《ランドフィッシャー》で攻撃！　命中は18！

ＧＭ：しかし、こっちはスーパーレインボーの効こう果かにより、３Ｄで回かい避ひの判定ができる！　てい！　……くっ、駄目だ、15しか出ない！

ドル：よし、命中じゃ。わしのダメージは７Ｄ振ふれるが、だがそんなことで満足はせん。ここは全力で《マジックフォージ》を宣言じゃ！　うりゃ！（ダイスを振る）

ＧＭ：うわ、高っ!?

ドル：そして、さらに《ソアスポット》で低い目を振り直しじゃ。……うーむ、１点上じよう昇しようしただけか。さびしい（笑）。

ＧＭ：（おそるおそる）その、ダメージはいかほど？

ドル：〈地〉属ぞく性せい、82点の魔法ダメージじゃ。まあまあじゃのう。

フレア：すごーい！

ＧＭ：【魔法防御力】５点がありますから、77点くらい……まだ生きている！　地じ割われと衝しよう撃げきが容よう赦しやなくガーゴイルナイトを揺ゆさぶるものの、崩ほう壊かいには至いたらない！

ドル：しかし、そいつはマヒじゃ（笑）。

ＧＭ：そうだった、それがあった！

セレネ：次はわたし。ここは、一気にたたみかけるべきか？

ユーノス：後ろのエッグゴーレムを潰つぶすという手もありますが？

セレネ：うーん……いや、ここは元を潰して手数を減へらそう。ガーゴイルナイトを攻撃します。マイナーで《マジックサークル》、メジャーで《サモン・リヴァイアサン》。……（ダイスを振る）命中は、20ぴったり！

ＧＭ：……くっ、３Ｄで15以上を出せば……（ダイスを振る）が、13！　届とどかず。

ドル：よし！　さて、《マジックフォージ》はいきますかな？

セレネ：……いえ、《マジックフォージ》はまだ取っておきます。ダメージいきます。（ダイスを振る）無属性、55点の魔法ダメージです。

ＧＭ：55点？　50点くらいます。……お、お、さようならガーゴイルナイト。

セレネ：よし！

フレア：やったー！

ドル：《マジックフォージ》を使わないことを含ふくめて素す晴ばらしい読みですじゃ。

ＧＭ：では、次は【行動値】９のフレアです。

ユーノス：フレアさん、ボクがガーゴイルモンクのスーパーレインボーを解除します。なので、ここは待機して最後に攻撃する準じゆん備びを！

フレア：待機ですか？

ユーノス：はい。そしてボクがトラップを解除した後、フレアさんに《エンカレッジ》を使いますから、そこで《ファイトアピール》で攻撃ですよ！

フレア：なるほど、わかりました！　わたしは待機です。

ＧＭ：ここでフレアは待機、続いてユーノスです。

ユーノス：はっ、まずはマイナーで《ウィング》！

ＧＭ：飛んだ!?

ユーノス：華か麗れいに舞まい上あがり、そしてやることといえばトラップ解除（笑）。

セレネ：無意味に派は手でなトラップ解除（笑）。

ユーノス：ではフェイトを１点使う。これで……トラップ解除は13！

ＧＭ：おお、それは解除された!?　虹にじ色いろの輝きが、失われた！

ユーノス：……あなたの輝きを奪うばいました。何故なぜなら、ボクがそれ以上に美しいから！

一同：なにを言っているんだぁっ!?（一同爆ばく笑しよう）

フレア：またユーノスさんの戯たわ言ごとですよ、たわたわ言ってますよ！（笑）

ＧＭ：「う、美しい……はっ!?　私が見とれるとは」と、その美しさに心を奪うばわれた自分を許ゆるせなくなるガーゴイルモンク（笑）。

セレネ：ガーゴイルモンクもノリがいい（笑）。

ＧＭ：まあ、行動が終わったようなのでエッグゴーレムの番です。ここは、ガーゴイルサムライに《ジョイフルジョイフル》ですよ。ぱらぱらぱら～♪　判定は成功。

ドル：すると、目の前にいるわしが攻撃対象か。

ＧＭ：そのとおり。マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《バッシュ》です。二刀でドルに斬きりかかる。……たあっ！　ダイス目は18、27で命中！

ドル：クリティカル以外は、無理じゃ……（ダイスを振る）やはり、避よけきれん。

ＧＭ：どばっといって、56点のダメージです。

ドル：……ぐおー、それだと、21点以上止めてもらわないと戦闘不能じゃ。

セレネ：《プロテクション》５Ｄで21点以上を止めるためには……フェイトを２点注つぎ込こんで振ります。……とお！　あっ、22点軽減です。

ドル：それなら助かりますぞ。わし、【ＨＰ】残り２点（笑）。

セレネ：ほっ、ぎりぎり（笑）。

ＧＭ：しかし、エッグゴーレムは二体いる！　《ジョイフルジョイフル》！　発動成功。ガーゴイルサムライが、三度目の《スマッシュ》《バッシュ》！　……23で命中！

ドル：（ダイスを振る）たぁ！　……クリティカルはなし、ぐわ～、斬られた～。

ＧＭ：シュパッ！　53点ダメージ。

ドル：戦闘不能になるが、そこで生命の呪じゆ符ふが発動じゃ。呪符が身代わりとなってメラメラメラと燃もえて……【ＨＰ】１点で復ふつ活かつじゃ。

フレア：ドルさんが生きていた～！

ドル：そして、五〇〇〇Ｇが消える（笑）。

セレネ：もう、お金の心配はしなくていいはずなのに、何故なぜか気になる（一同笑）。

ＧＭ：染しみついてしまった習しゆう性せいというヤツですな。そして、ガーゴイルモンクの行動。

フレア：む、くるか！

ＧＭ：はっ、マイナーで《ヴァイタルフォース》を宣言。ふおおおおっと気を溜ためました。そして、《トリプルブロウ》でフレアを三連続で殴なぐります。

ユーノス：フッ、させませんよ。───《インタラプト》を宣言！　打ち消します。

ＧＭ：な、なんと!?

ユーノス：ガーゴイルモンクは、ボクの美しさに思わず恐きよう怖ふするのです。

フレア：そこそこ美しいことに気づいたのに（笑）。

ユーノス：ただ美しいより───この世にはもっと恐おそろしいものがある（笑）。




　───そう、それはそこそこ美形。

　……いや、そんなことはない。




ユーノス：ともかく、これで《トリプルブロウ》は潰しましたよ。

フレア：ありがとう、ユーノスさん！

ＧＭ：そこそこ美形を恐れて止まる拳こぶし（一同笑）。

ドル：最後は待機しておるフレアお嬢さまじゃ。

ユーノス：ここはためらいなく、フレアさんに《エンカレッジ》です。さあ、アピールしたその一いち撃げきを叩たたき込こむのです！

フレア：はい、わかりました。じゃあ、マイナーでガーゴイルモンクにエンゲージして、《ファイトアピール》を使います。ピロリロリン♪　攻こう撃げき力りよくが＋15アップ！

ＧＭ：剣を高々と掲げました。さらに、フレアの番が回ってきます。

フレア：はい！　《スマッシュ》＋《バッシュ》でいきます！　目標は、ガーゴイルモンク。（ダイスを振る）命中は、20です！

ＧＭ：それなら《カウンタースロー》を宣言します。リアクションでフレアを投げ返す！




《カウンタースロー》

　相手の攻こう撃げきを投げ返すモンクのスキル。白はく兵へい攻撃の対象になったときに宣言し、白兵攻撃の命中判定でリアクションを行なうことができる。リアクションに成功すると、相手からの攻撃は命中せず、相手にバッドステータスの転てん倒とうを与あたえる。




ＧＭ：（ダイスを振る）ていっ、ダイス目は11……ということは20。リアクション成功！

ドル：いかん、フレアお嬢さまが投げられた！

ＧＭ：攻撃をかわすと同時にすっと懐ふところに入り、足を払はらったのです。

フレア：攻撃をしたと思ったのに。あいたっ。

ドル：器用なガーゴイルじゃ（笑）。

ＧＭ：これで全員行動は終了、クリンナップ。そして次のラウンドです。




▼第２ラウンド
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ＧＭ：次のラウンドです。まずはセットアップの宣言。こちらはなし。

ユーノス：ボクは、《ランナップ》で移動ですよ。そうすれば、次のマイナーでガーゴイルサムライにエンゲージできます。

ドル：そうか、ガーゴイルサムライのスーパーレインボーを解除するんじゃな。

ユーノス：そうです。判定ダイス＋１個がなくなれば、攻撃も当たるというもの。

セレネ：わたしは、自分に《ヘイスト》です。

ドル：わしは理知の宝玉じゃ。セットアップの宣言は以上じゃ。

ＧＭ：では、《ランナップ》でユーノスが移動。

ユーノス：ぱたぱたぱた～（ガーゴイルサムライのスクウェアへ）。

セレネ：《ヘイスト》の発動成功……【行動値】＋３で、12。

ドル：理知の宝玉で【行動値】16じゃ。

ＧＭ：そしてイニシアチブプロセス。ドルからですね。

ドル：まあ、わしはガーゴイルサムライに攻撃じゃ。命中にフェイト１点使って、メジャーで《ダブルアーツ》を宣言。《ランドフィッシャー》が二回飛ぶぞ！

ＧＭ：しかし、まだスーパーレインボーの効果がある！

ドル：フッ、できるかの？　いくぞ、忍にん法ぽう《ランドフィッシャー》一発目、（ダイスを振る）命中23じゃ！

ＧＭ：……23。よし、それなら《ディフレクション》でいける！

ドル：むっ！




《ディフレクション》

　魔ま術じゆつを気によって弾はじき返かえすサムライのスキル。白兵攻撃の命中判定でリアクションを行なうことができ、勝利すればその魔術を使用したキャラクターが効果を受ける。




　つまり、ガーゴイルサムライが23以上の達成値でリアクションに成功すると、ドルは自分の放った《ランドフィッシャー》をくらってしまうのだ。




ＧＭ：９＋４Ｄなら、23くらいは出るはず……（ダイスを振る）うっ、あっ……!?

セレネ：ダイス目が３、３、３、１（一同笑）。

ＧＭ：リアクションは19、届とどきませんでした……。

ドル：よっしゃ、ダメージは〈地〉属性66点の魔法ダメージ。《ソアスポット》は、１ラウンドに１回じゃからな。ここは温おん存ぞんじゃ。

ＧＭ：61点のダメージを受けました。しかし、ここでトラップの封ガム印テー札プ発シユ射ー装タ置ーが発動っ！

ドル：しまった、トラップか!?




封ガム印テー札プ発シユ射ー装タ置ー

　魔術を封ふうじる呪じゆ符ふを発射するトラップ。発動したエリアにいるすべてのキャラクターは、難なん易い度ど12の【敏びん捷しよう】判定を行なう。失敗したキャラクターは魔術（呪じゆ歌かも含ふくむ）が使用できなくなる。この効果はシーン終了まで持続する。ただし、【ＭＰ】を10点消費すればただちに効果を無む効こう化かできる。




　しかし、ドル以外のＰＣはここで【敏びん捷しよう】の判定に成功、かわしてしまう。




ドル：呪符貼はられたのはわしだけか。【ＭＰ】10点払はらって剥はがそう。そうしないと、二発目が撃うてん。ぎゃー、べりべり。

ＧＭ：【ＭＰ】を支払うと即そく座ざに剥がれます。

ドル：しかし、【ＭＰ】は残り１点。フレアお嬢さま、《祝福》をお願いいたします。

フレア：はい、どうぞ。《祝福》承しよう認にんです。

ドル：よし、これでみんな【ＭＰ】満タンじゃ。そして二発目じゃ！　こんないやなトラップを設置したヤツには容よう赦しやせん。残りのフェイトは命中に叩き込むぞ。

ユーノス：なるほど、《ディフレクション》対たい策さくですね。

ドル：高い目を出せば、跳はね返かえすことはできまい？　……おりゃ、命中は34！

ＧＭ：34？　それはクリティカルを狙ねらうしか。《ディフレクション》、ていっ！　……　お、惜おしい!?　６、５、５、１（笑）。

フレア：すごい、クリティカルまであとちょっと（笑）。

ドル：惜おしいのう、５がふたつも出ておるのに。

ＧＭ：達成値26で届かず。うわー、くっそー。

ドル：フェイトを３点使った意味があったわい。ダメージいくぞ？　よっと（ダイスを振る）……む、この低い目のダイス三つを《ソアスポット》で振り直そう。

ＧＭ：あっ、《ソアスポット》でもうひと伸のびするんでしたね。

ドル：うん、ちょっと伸びたのじゃ。〈地〉属性、60点の魔法ダメージじゃ。

ＧＭ：それは55点くらいますが、まだなんとか生きています。

ドル：バッドステータスは？

ＧＭ：《バッドステータス無む効こう》を持っております。

ドル：やはりか。まあ、それは想定内じゃ。

ＧＭ：これで、ドルの行動は終了ですね。

セレネ：わたしが次です。《ヘイスト》で上がっているから。

ＧＭ：そうですね。

セレネ：マイナーで《マジックサークル》、メジャーで《サモン・リヴァイアサン》で、ガーゴイルサムライを攻撃します。

ＧＭ：はい、どうぞ。

セレネ：さっきのカウンターは来るかな？　フェイトは、今回は温存しておこう。（ダイスを振る）……命中は、23。これだと弾はじかれるかな？

ＧＭ：……実は、《ディフレクション》は２レベルなので、もう切れています。しかし、回避は３Ｄで振ふれますから……（ダイスを振る）ぐあ!?　また（笑）。

セレネ：ダイス目４（笑）。

フレア：みんなの丹藤さん、おかえり（笑）。

ＧＭ：……二度目のただいま（笑）。




　繰り返しますが、普段はもっと目がいいんです。




セレネ：ようし、当たった。《マジックフォージ》を宣言して＋７Ｄして……74点の属性なしの魔法ダメージ！

ＧＭ：魔ま法ほう陣じんから召しよう喚かんされたリヴァイアサンが、容よう赦しやなくブレスを浴びせかける！　くっ、トータルで[image: ]点くらっているが……まだなんとか立っていられる！

ドル：やるのう。石像とはいえ、さすがサムライじゃな。

ＧＭ：もうフラフラで、ところどころ欠けたりしていますが。

ドル：ということで、次はユーノスじゃな。

ユーノス：ボクは、待機です。

ＧＭ：次はエッグゴーレムですが、行動済ずみの対象がいないので、二グループとも待機です。

ユーノス：これで、ガーゴイルは、後半二回行動してきますよ。気をつけましょう。

ＧＭ：そして、次は【行動値】10のガーゴイルサムライとガーゴイルモンク。まずは、サムライの方からいきましょう。やはり、ドルとの決着ですよ。ギラリ、と白はく刃じんを向けます。

ドル：存ぞん分ぶんに参れ。───忍しのびとは、刃やいばの下に心と書く。堪たえ忍しのんでみせよう！

ＧＭ：なら、全力でいきますよ？　《レイジ》を宣言！　これで、現げん在ざい受けている[image: ]点分のダメージを上乗せします！

ドル：ちょっ!?　存分にと言ったが、そこまでするとは聞いておらん！（一同笑）

セレネ：ドルさんがうろたえている（笑）。

ＧＭ：固こ定てい値ちだけでも[image: ]！　それに７Ｄが追加される！　たあっ！（ダイスを振る）

ドル：むおっ、こんなときに無む駄だにダイス目がよい（笑）。

ＧＭ：本当だ（笑）。７Ｄ振ふって27。───合計[image: ]点です！

ドル：さ、さすがじゃ。わしは、ズバッと斬られて倒たおれる。

セレネ：大だい丈じよう夫ぶドルさん、《ガーディアン》でダメージ０点にできますよ。

ドル：おおっ（笑）。……いや、それは嬉うれしいのですが取っておくのです。

セレネ：ええっ!?

ドル：それに、わしの役目はここまで。後は任まかせましたぞ？

フレア＆セレネ：ド、ドルさん!?

ＧＭ：まさか、ここで《ガーディアン》を切らないとは!?　それが目的だったのに！




　シナリオ中一回しか使用できない《ガーディアン》を温存するという選せん択たくにより、ドルは戦闘不能となる。すでにフェイトもスキルも使い切っていることもあっての判断だ。




ＧＭ：ドルが戦闘不能。次は、ガーゴイルモンクです。転倒しているフレアに、《トリプルブロウ》二回目をいきます。

フレア：わたし、転んでるんだった。

ＧＭ：そう、転倒しているフレアをグラウンドに持もち込こんでの攻こう防ぼうですよ。まずはマイナーアクション、《ヴァイタルフォース》。そして一発目、17！

フレア：転倒しているんで、回避は１Ｄ。無理です！

ＧＭ：ですよね、そのための転倒ですから！　ダメージ62点！

フレア：【物理防御力】19なので、43点のダメージです。

セレネ：《プロテクション》は……。

ドル：いや、ここは我が慢まんです、セレネお嬢さま。《プロテクション》は、三回の攻撃のうち一回にしか使えませんぞ？

セレネ：……はっ、ドルさんの声が聞こえた（一同笑）。

フレア：わたし、まだやられないから。《フューリィブラッド》を宣言です！

ＧＭ：それは、ドカッと一撃をくらったのにニヤリと笑った感じですか？（笑）

フレア：そうです（笑）。で、ここで《ソウルバスター》を使います！

ＧＭ：げっ!?　この死に体で反はん撃げきしてきた!?

フレア：下から突つき上あげます。43点返します！　おりゃー!!

ＧＭ：43点くらったが……まだまだ平気です。そして、そんなフレアを沈しずめようと、二発目が打ち下ろされます！　命中は、17です。

フレア：それも、避よけられないです！

ＧＭ：なら遠えん慮りよなくダメージをいきます。……とりゃ！　68点のダメージ！

フレア：ええと、49点くらっちゃいます。……残り【ＨＰ】10です。

セレネ：お、お姉ちゃん……!?　でも、《プロテクション》は、まだ我慢。ああ、ひどい目に遭あっているのに～。

フレア：まだ大だい丈じよう夫ぶだから、セレネちゃん。

セレネ：うん。……この怒いかりは、あとでそいつにぶつける（笑）。

ＧＭ：……今、ぞくっときましたよ!?（一同笑）

フレア：わたしも、《フューリィブラッド》で怒りがいっぱいになってます。

ＧＭ：フレアの怒いかりゲージが（笑）。だが、容赦はしない！　三発目、命中は20！

フレア：もう、避けられません。転んでいる女の子にひどいです！

ＧＭ：普通、転んでいる女の子は《ソウルバスター》をしません（一同爆笑）。

ユーノス：《フューリィブラッド》もしません（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）と、ダメージは61点です！

フレア：それは、もう耐たえられないです。

セレネ：よし、今こそ切るときがきた！　───《ガーディアン》ッ!!




　深いダメージを追ったフレアに振ふり下おろされる石像の拳───。

　それが、セレネの召喚した〝動物の王〟の幻げん体たいによって押おし返かえされる。

　そこには、怒りの表ひよう情じようで仁に王おう立だちするセレネがあった。

[image: ]




セレネ：もうこれ以上お姉ちゃんを攻撃させない！

ＧＭ：……なんだか、セレネさんがいつにも増ましてド迫はく力りよくです（笑）。

ユーノス：ガーゴイルモンクは、開けてはならない扉を開けてしまったのですね。

フレア：じゃ、まずマイナーで起き上がります。よいしょっと。

ＧＭ：起き上がりましたか。すると、ガーゴイルモンクが攻撃に備そなえます。

フレア：よくもやったなーっと、さっきのお返しで《バッシュ》です！　（ダイスを振る）命中は27です。

ＧＭ：くっ、《カウンタースロー》を宣言。クリティカルすれば……だ、駄だ目めです！

フレア：よしよし、《ファイトアピール》と《フューリィブラッド》が入っているから、……33＋８Ｄでのダメージですよ！

ＧＭ：そ、それはすごいダメージになりそうな……。

フレア：（ダイスを振る）……と、ダメージは66点です！

ＧＭ：こちらは【物理防御力】が17点あるので、49点のダメージを受けます。

フレア：……む、まだまだかな？

ＧＭ：だが、こっちもモンクなのですよ！　───《ソウルバスター》!!

フレア：きゃああああ～!?

ドル：やはり、持っておったか！

ＧＭ：ぶぼっと49点くらってください！

フレア：残り【ＨＰ】10点しかないから……生命の呪じゆ符ふが発動です！

ユーノス：そうそう。まだそれが残っていましたか。

ＧＭ：しかし、これで無む防ぼう備びになったはず！

フレア：ダイスを１個振って……【ＨＰ】３点で復活です。

ＧＭ：フレアの行動はこれで終了、と。そして待機しているのが、エッグゴーレムとユーノスですね。待機していたキャラクターが複ふく数すういる場合、【行動値】が遅い順に先に行動するのですが……どっちも11ですね。これは、ユーノスから行動してもらいましょう。

ユーノス：ここは予定を変へん更こうしましょう。フレアさんに《ジョイフルジョイフル》を。さあ、フレアさん！　反撃のときですよ？

フレア：はい！　怒りがメラメラと燃えてきました。マイナーで《レイジ》！　そして、メジャーは《バッシュ》で、ガーゴイルモンクに攻撃です！

ＧＭ：フレアの怒りが頂ちよう点てんに……。命中判定をどうぞ！

フレア：じゃ、フェイトを１点使って９＋４Ｄで判定します！（ダイスを振る）うん、まあまあ高いですね、23で命中です。

ＧＭ：23は、クリティカルしかないか。（ダイスを振る）……ちっ、16しかいきません。

フレア：じゃあ、命中ですね。……せっかくだから、全部乗っけちゃいます！　《ボルテクスアタック》！　これで＋７Ｄ！

ユーノス：では、ボクも《ディスコード》を乗っけますよ。さらに＋７Ｄです。

ＧＭ：……げ!?

フレア：（ダイスを振る）えっと、ダイス目は68です。

ユーノス：こっちは、32です。おお、ちょうど[image: ]。

ドル：オーバーキル気味じゃな（笑）。

フレア：それに、固定値が[image: ]あるから……[image: ]点のダメージ。

ＧＭ：そ、それは耐えられません！　ガーゴイルモンクの像は、フレアの怒りの一撃で木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛とびます！

フレア：やった！　風雲児の娘むすめは怒おこらせると怖こわいんです！（笑）

ドル：うむ。




　これで三体いたガーゴイルも、残すはガーゴイルサムライ一体。

　だが、ここで待機していたエッグゴーレムに行動が回ってくる。




ＧＭ：エッグゴーレムＡ。サムライ動けの歌～。パ～パパラパ～♪　と、《ジョイフルジョイフル》を使用、発動成功。これで、ガーゴイルサムライがぐぐぐっと、動き出します。

フレア：くるのか！

ＧＭ：やはり、ここはフレアに切っ先を向けますよ。マイナーでフレアにエンゲージ、メジャーで《バッシュ》を宣言！

フレア：ど、どうしよう？　【ＨＰ】３点しかない!?

ユーノス：しかも、もう一回《ジョイフルジョイフル》が来ますよ！

ＧＭ：ダイス目が悪いなりに、追おい詰つめてはいますよ！　さあ、命中判定行きます！　（ダイスを振る）命中は、20！

フレア：そ、それなら残り２点のフェイトを注ぎ込んで回避します！（ダイスを振る）よし、19だから……回避は24！

ＧＭ：ちっ、やりますね！　エッグゴーレムＢの《ジョイフルジョイフル》！　発動成功！

セレネ：ニ撃目が勝負だよ、お姉ちゃん！

フレア：うん！

ＧＭ：ガーゴイルサムライ、返す刀でフレアに斬きりかかります！　……命中は26！

フレア：えぃっ！　……駄目だ、ダイス目は４しかない。全然当たっちゃいます。

ＧＭ：よし、ダメージいきますよ？　大きいの出るな～。ダメージは32＋７Ｄです。……よっと！（ダイスを振る）

ユーノス：おや、これは？

ＧＭ：……ま、また肝かん心じんなところで低い!?

フレア：すごい、１が四つもあります（一同笑）。

ＧＭ：……ダイス目は13（笑）。７Ｄも振ったのに。しかし、ダメージは45点ですよ！

ドル：ということは、26点ダメージか。【ＨＰ】は３点残っておりますから───。

セレネ：わたしが、《プロテクション》で24点軽減すればいい。大丈夫、フェイトは３点残っているから！

ユーノス：今日のセレネさんなら、止めてしまいそうだ（笑）。

セレネ：《プロテクション》、フェイト３点使っていきます！　えいっ───。

ドル：お？　これは。

セレネ：（ダイスを計算して）……よし、28点軽減です。お姉ちゃんを守った！

フレア：やった！　ありがとう、セレネちゃん！

ＧＭ：おのれ、もうちょっと高い目が出ていれば……。

ドル：ともかく、このラウンドはこれで全員行動済みじゃ。

ＧＭ：はい、これでクリンナップになって、ラウンド終了です。




▼第３ラウンド

[image: ]

ＧＭ：それでは第３ラウンド。セットアップの宣言です。こちらは、特になし。

ユーノス：ボクは、《ファイトソング》で《インタラプト》を復活させます。

ドル：よし、これで一発はしのげるわい。

セレネ：お姉ちゃんに、《ヘイスト》かな。

ドル：わしは戦闘不能じゃ（笑）。

ＧＭ：セットアップ。

ユーノス：というわけで、《ファイトソング》を宣言し、《インタラプト》復活。

セレネ：お姉ちゃんに《ヘイスト》！　発動して……【行動値】＋５だよ。

フレア：おー、これでわたしが一番速い！

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスです。先手を取ったフレアさん、どうぞ。

フレア：もう全力でいっちゃいます！　マイナーで《レイジ》、メジャーで《バッシュ》！（ダイスを振る）命中は、18！

ＧＭ：18？　それなら回避で３Ｄを振れるガーゴイルサムライなら避よける目はある！（ダイスを振る）てい！　……ダイス目は７、回避は13で命中。

ドル：うむ、当たると思っていた（笑）。

フレア：やったー！　パチパチ～♪（←何故なぜかＧＭに拍はく手しゆを送る）

ＧＭ：９～10は、３Ｄの期き待たい値ちだと信じていた時期がありました……（笑）。

フレア：ダメージを出します！（ダイスを振る）今、99点のダメージを受けているから……[image: ]点！

ＧＭ：そ、それは耐えられません！　なんせ、ガーゴイルサムライの残り【ＨＰ】は７点しかなかったので（笑）。

ドル：それって、[image: ]点以上のオーバーキルじゃな（笑）。

ユーノス：ドルさんも、オーバーキルで倒たおれてますよね？

ドル：うむ、[image: ]点ほどな（一同笑）。

ＧＭ：フレアが剣を振ふり下おろすと同時に、キン───と澄すんだ音が響ひびき、ガーゴイルサムライは脳のう天てんからきれいに真っぷたつに分かれ、砕くだけます！

フレア：やった！　ドルさん、仇かたきは取りましたよ！

セレネ：お姉ちゃん、すごい！

ユーノス：やれやれですね。さすがに手て強ごわい敵でした……。




　ガーゴイルサムライを倒し、勝利に沸わくコロローナ商会。

　だが、砕くだけた石像が持っていた刀に、あやしい光が宿る───。




セレネ：あとは、エッグゴーレムだけ？

ＧＭ：ところがどっこい！　フレアさん、難易度16の危き険けん感知をしてください。

セレネ：なにか来た!?

フレア：えっ、危険感知ですか？（ダイスを振る）えっと……９です。

ＧＭ：はい、不意打ちが発生します。石像が持っていたふた振りの刀が、フレアの背はい後ごでゆら～りと浮うき上あがり、ぎゅいいんと攻撃してきます！

ユーノス：なんと！　危ないフレアさん！

ドル：不意打ちは、判定のダイス１個減げん少しようじゃ！

ＧＭ：妖刀・右近左近という自じ我がを持った刀でございます。マイナーアクションでオリジナルエネミー特殊能力《鎧よろい通し》を宣言、メジャーで《連続攻撃》を使ってフレアに！

フレア：わたしは、ユーノスさんの声ではっと振ふり返かえるんですね。

ＧＭ：そうすると、目の前に今にも斬きりかからんと刀が迫せまってくる！　命中いきます、それ！（ダイスを振る）３Ｄ振ってダイス目６。命中は13。不意打ちだから当たるはず！

フレア：ダイスが１個減少すると、避けられないです……。

ＧＭ：よし、ダメージいきます。（ダイスを振る）まずは70点！

フレア：70点の攻撃？　【ＨＰ】３点しかないです!?

ＧＭ：しかも、エネミー特とく殊しゆ能のう力りよく《鎧通し》を宣言しました。攻撃が命中すると、鎧が壊こわれて、シーン中【物理防御力】は０となります。

フレア：わたし、鎧を着てませんよ？　……はっ、もしかして服が!?

セレネ：なんですとー!?（←ガタッと立ち上がり）

ＧＭ：……いや服が脱ぬげるわけではないですよ？　個こ人じん的てきにはそれでもいいですが（笑）。

セレネ：でも真ま面じ目めな話、それだと《プロテクション》でも防ふせぎきれない。

ドル：大丈夫、まだギルドスキルの《蘇そ生せい》がありますぞ？　……と、わしの声がフレアお嬢さまには聞こえた気がした（一同笑）。

フレア：はっ、ドルさんの声がまた（笑）。では、《蘇生》を使います！

ユーノス：これで、【ＨＰ】全ぜん快かい。フレアさんはそこからダメージですね。

フレア：【ＨＰ】[image: ]点まで回かい復ふくして、70点そのまま受けるから……残り32点!?

セレネ：お姉ちゃん、《プロテクション》だよ！　……やーん低い、15点軽減！

フレア：ということは残り【ＨＰ】47点。あっ、《フューリィブラッド》を宣言です。

ユーノス：おお、フレアさんの怒りが。

ＧＭ：そして《連続攻撃》分のもう一発がひゅいんといきます。（ダイスを振る）命中は、18です。さあ、不意打ちはまだ続いていますよ？

フレア：駄目です、回避できません。

ＧＭ：……では、ダメージです。34点です。

フレア：そのダメージが素す通どおりして、残り13点です！

ユーノス：《蘇生》で全快しましたが……一気にフレアさんがピンチですね。

ＧＭ：フレアを倒たおせれば、ダイス目の悪さもフォローしたというもの。さて、次は待機しているユーノスとエッグゴーレムたちです。ユーノスからどうぞ。

ユーノス：《ジョイフルジョイフル》をフレアさんに。……発動成功です！　お願いしますフレアさん。その刀を倒たおさないと、ボクたちには後がないです！

フレア：いきます！　《スマッシュ》と《バッシュ》です。これで【ＭＰ】も０です！

セレネ：もう、本当に死力を尽つくしている……。

フレア：お父さん、これがわたしたちの力だよ！（ダイスを振る）……命中は、19！

ＧＭ：右近左近が避けることができるか？（ダイスを振る）ていっ、……くっ、17!?

セレネ：お姉ちゃん、お願いっ!?

フレア：（ダイスを振る）ダメージは……73点!!

ＧＭ：くっ、それは───。




　宙ちゆうに浮うかぶ、ふた振りの妖よう刀とう・右う近こん左さ近こん。

　その刀身が同じ直線上に重なるのを待ち───フレアは鋭い一撃を放った。

　右近左近はふた振りとも、まとめて断たち斬きられた───。




フレア：……倒たおれました？

ＧＭ：【ＨＰ】は50点。【物理防御力】は８、65くらって……ぽっきり折れました！

一同：やった─────!!

フレア：はぁ～、よかったぁ～……（←机つくえに突つっ伏ぷしながら）。

セレネ：ほにゃー（←へとへとになりながら）。

ＧＭ：ガーゴイルサムライが倒れると、エッグゴーレムももう攻撃手しゆ段だんを持っていません。ラッパを吹くのを止めて、一歩下がります。

ドル：わし、戦闘不能だけど親指を立てていよう。グッジョブですぞ（笑）。

フレア：ドルさん（笑）。

ＧＭ：これで宝箱を開けることができます。そこからは、エンディングで演えん出しゆつしましょう。

セレネ：いよいよ、風雲児の秘宝が……。

フレア：どんなものなんだろう。どきどき。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆箱の中身は




　風ふう雲うん児じの秘ひ宝ほうを守るガーディアンは倒たおれた。

　いよいよ、いかなる望みや願いも叶かなえるという風雲児の秘宝の姿すがたが、明らかになる。

　フレアとセレネは、胸むねの高鳴りを感じつつ、宝箱に手をかけた。




ＧＭ：さて、エンディングはいよいよ宝箱を開けるシーンです。戦せん闘とう不ふ能のうだったドルさんも、シーンが変わるので復ふつ帰きできます。

ドル：おお、やれやれと立ち上がろう。

フレア：ドルさん、わたしたちやりましたよ。

セレネ：お父さんの迷めい宮きゆうは大変だったけど、ここまできたよ。

ドル：ならば、その箱の中のものをお嬢じようさま方が受うけ継つぐ資し格かくがあるということです。

ユーノス：試練を乗のり越こえて風雲児の託たくした秘宝を継けい承しようする……素す晴ばらしいサーガです。

ＧＭ：そして、奥おくの台だい座ざの上には宝箱が置いてあるだけですが。

ユーノス：ちなみに、トラップとかは？

ＧＭ：さすがに、ないと断だん言げんしますよ（笑）。

セレネ：……では、開けてもいいのかな？

フレア：……いざとなると、緊きん張ちようするよね。

セレネ：うん。

フレア：じゃあ、一緒に開けようか？




　フレアとセレネは、ふたりで宝箱の蓋ふたに手をかけた。

　この中に、目的とする風雲児の秘宝が眠ねむっている。

　これで父を助けられるという安あん堵どと、何が入っているのだろうという好こう奇き心しん。

　ふたりはお互たがいに顔を見合わせ、胸の高鳴りを抑える。

　そして、その中にあったものは───。




フレア＆セレネ：せーの、かぱー！（←宝箱を開いた）

ＧＭ：すると、宝箱の蓋はなんの抵てい抗こうもなく開きます。

フレア：な、何がありますか？

ＧＭ：はい、その中には、ピカーンと輝かがやく一枚まいのコインがあります。

フレア：……一枚のコイン？

セレネ：えっと、コイン？

ＧＭ：はい、コイン。

フレア：それだけ？

ＧＭ：あと、手紙も添そえられていますよ。

フレア：ほうほう。読んでみますよ。

セレネ：お姉ちゃんとふたりで覗のぞき込こみましょう。

ＧＭ：手紙は「試練を乗り越えてきた者へ」という書き出しで始まっています。




「これは、私が最初の冒ぼう険けんで手に入れた財ざい宝ほうである」




セレネ：ふんふん。

フレア：これって、コインのことかな？

ユーノス：それ以外のものは、ないようですしね。




「私は冒険の途と中ちゆう、困こん難なんを乗のり越こえるために必要なものを知ることができた」




フレア：必要なもの？

セレネ：まあ、冒険にはいろんなものが必要だよね。

ユーノス：暗あん視しゴーグルとか、ギロチンスケボーとかですね（笑）。




「それは共に冒険を助け合える仲間たちである。

　すなわち、友ゆう情じようである。友情さえ得ることができれば、

　いかなる困難があろうとも、望みや願いを叶かなえることができるだろう」




フレア：お父さん、すごくいいこと書いてるよね。

セレネ：うん、まあそうだけど……。

ドル：これは、悪い予感がしますぞ（笑）。




「この一Ｇコインを入手するため、仲間たちと助け合って協力してきたはずだ。

　その仲間こそ、私の考える最高の財宝である。

　このことを忘わすれないため、私が最初に手に入れた一Ｇコインを安置する。

　このコインを得た者たちへ。友情は何物にも代えがたい大切なものだ。

　───それが私、風雲児の秘宝である」




セレネ：……お、おう。

フレア：ええと、このコインって特別なものとか……そんなのですか？

ＧＭ：いえ、なんの変へん哲てつもない一Ｇのコインです。

フレア：……これが風雲児の秘宝？

ＧＭ：ええ。手紙には、そう書いてあります。

フレア＆セレネ：お父さ──────んっ!?（一同爆ばく笑しよう）

ドル：そういうことだろうと思っておったら、案の定じゃ！

セレネ：言ってることは、もっともだけどさ～……。

フレア：いいことは書いてあるけど～……。

ユーノス：どんなにいいことが書いてあろうが、風雲児の秘宝は一Ｇなわけで（笑）。

フレア：うわーん、お父さんのばかー!!（一同爆笑）

ドル：わし、ちゃんとドロップ品のところに書いたぞ。風雲児の秘宝（一Ｇ）と（笑）。

セレネ：我わが家やの最深部に挑いどんだら、一Ｇをゲットしてしまった（笑）。

ドル：旦だん那なさまは、わざわざダンジョンまで造つくって自分が得た教訓を示しめしたかったのじゃ。

ユーノス：きっと、風雲児の秘宝を狙ねらってやってきた冒ぼう険けん者しやに、残念一Ｇでしたという教訓を与あたえるダンジョンですよね、これ（一同笑）。

フレア：それは身にしみますねー。

ユーノス：ええ、かなりお茶目ですけど。

セレネ：お茶目な父ですみません（笑）。

フレア：運はいいけど間が悪い男……もう、カタリーナパパさんの言うとおりだよ。

セレネ：本当だ（笑）。

フレア：でも、どうしよう？　風雲児の秘宝が一Ｇだって言われても、困こまるよね？

セレネ：そうだよね。これ見せても、お父さんは釈しやく放ほうされないと思う。

ＧＭ：まあ、常じよう識しき的てきに考えて。あと、九九九万九九九九Ｇ必要だって言われるだけかと。

フレア：全然足りない（笑）。




　フレアたちが風雲児の迷宮に挑んだのは、そこに眠ねむる風雲児の秘宝を得てガスコイン伯はく爵しやくと、父親の釈放を交こう渉しようするためだった。




　だが、その秘宝の正体は、いろんな理り屈くつはあれど、たった一Ｇ───。

　これでは、交渉にならないのである。




セレネ：……とりあえず、地上に戻もどろうよ。ないものはしょうがないし。

フレア：セレネちゃんの心が強くなっている（笑）。

ドル：いろいろあって、何があっても前向きに考えるようになりましたな。

セレネ：ほら、今までいろいろあったけど、なんとかなってきたし。それこそ、みんながいてくれたおかげでさ。

フレア：そっかー。そう思うと、お父さんの言いたかったこともよくわかるよね。




　友情さえ得ることができれば、

　いかなる困難があろうとも、望みや願いを叶えることができるだろう───。




　借金返へん済さいのための試合やその他多くの苦く難なんがあった。

　でも、そのたびに仲間と一緒に乗り越えてきた。

　風雲児の娘むすめたちは、願いを叶える秘宝をすでに手に入れていたのである。




フレア：うん、じゃあみんなで帰ろうか。

ＧＭ：では、ダンジョンから戻るところで、シーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Ending 02◆本当の宝たから物もの




　風雲児の秘宝───わずか一Ｇ。それが、我が家の最深部まで到とう達たつして得たもの。

　まさか、これを差し出して父親の身み柄がらを返へん還かんしてくれとは言えない。

　どうしよう？　皆みなでこれからのことを考えていると、館やかたにたくさんの来客があった。




ＧＭ：それでは、次のシーンを始めます。皆さんが、館へ戻ってきたところです。隠かくし通路がある暖だん炉ろの前で、ラウラが心配そうに待っています。

フレア：じゃあ、みんなで出てくるんですね。ただいま～。

セレネ：ただいま、ラウラちゃん。

ＧＭ：「大丈夫ですか？　風雲児の秘宝はありましたか？」と、心配しているのと興きよう味みがあるのと、両方の顔をしてきいてきます。

フレア：うん、ちゃんとあったよ一Ｇ。

ＧＭ：「……はっ？」

ドル：うむ、秘宝は素晴らしい秘宝じゃったよ。

セレネ：その価か値ちは、プライスレス。

フレア：そうそう！　風雲児の秘宝、プライスレスです！

ＧＭ：「ど、どういうことでしょうか!?　すごすぎて値ねがつかないってことですか？」と、すごいものが発見されたんだとひとり盛もり上あがるラウラ（笑）。

ユーノス：まあ、たしかに値はつかないでしょう。一Ｇですし（一同笑）。

ドル：我が家には、値がつけられない宝が眠っておった。よい話ですな。

セレネ：ある意味、青い鳥は家にいました（笑）。

フレア：ほんとにね！　元々おうちにいたんだ、青い鳥。

ＧＭ：しかし、青い鳥は飛んでいって、すぐにいなくなるものでして。

セレネ：うまいことを言う（一同笑）。

ＧＭ：するとですね、館を訪たずねてくる人たちがいるんですよ。

フレア：ほう、誰だれでしょう。




　フレアたちは、来客たちを玄げん関かんに出で迎むかえた。

　それは、カタリーナと今まで試合をしてきたＦリーグの仲間たちだった。




ＧＭ：というわけで、カタリーナを筆頭にＦリーグの仲間たちがずらっと並ならんでいます。

フレア：ああ～、みんな来てくれたんだ！

セレネ：わたしたちのこと、心配してくれていたんですか。

ＧＭ：ええ、ゴージャスサンズＦやＳＬＡＳＨのほか、セレスチャルフォースやデッドマンズ、ワイルドイヤーたちが、みんなしてどうだった？　って顔をしていますよ。

ユーノス：今まで戦ってきたライバルたちが！

セレネ：ちょっと、じーんときますね。

フレア：思わず泣いちゃいそうになります。みんな、来てくれたんだ。

ＧＭ：「べ、別にあなたのことなんか心配していませんのよ!?」と、カタリーナが。

セレネ：ツンデレだ（笑）。

フレア：一Ｇを握にぎりしめてしょんぼりしていたわたしですが、みんなの顔を見てすごく嬉うれしくなります。

ドル：フレアお嬢さま。旦那さまが言いたかったのは、こういうことですぞ？

セレネ：ドルさんは、相変わらずいいこと言う。

フレア：そうだったんだ、わたしようやくわかったよ！

セレネ：あのダンジョンを突とつ破ぱできたのも、ＳＬＡＳＨやゴージャスサンズＦのプレゼントのおかげだし。

ドル：ちなみに、デッドマンズはマスクを外していたりするんじゃな？

ＧＭ：なんか、マスクを外していると人のよさそうなおっさん三人組です。

フレア：わーっ（笑）。

ＧＭ：あと、第一巻かんで助けたディアス武ぶ器き防ぼう具ぐ店てんの息子むすこ、リック君も駆かけつけてきてます。

フレア：リック君も！

セレネ：そういえば、手しゆ術じゆつも成功していたんだった。

フレア：もう、胸むねいっぱいになりますね～。

セレネ：お姉ちゃんの背せ中なかをぽんと押おします。ほらほら、みんなにお礼言わなくっちゃね。

フレア：うん、そうだねセレネちゃん！




　コロシアムで戦ってきた、Ｆリーグのライバルたち。

　それが、今では仲間となってくれている。

　お互たがいを研みがき合い、そして助け合う大切な仲間。

　それこそ、価値をつけることができない宝なのだ。




フレア：みんな心配してくれてありがとう！

ＧＭ：それで、ヴァンスター帝てい国こく出身のクールフィッシャーマンズが言うんですよ。「話は聞いたぜよ。ガスコイン伯爵は、ヴァンスターでもずいぶんな嫌きらわれ者ものじゃけえ、とんだヤツに捕つかまったのう。わしらにできることなら手伝うぜよ！」

フレア：それは心強いです。

セレネ：持つべき者は、よきライバルとよき仲間だよね。

フレア：わたしたちふたりだけだと思っていたけど……いつの間にかこんなにたくさんの絆きずなができていたんだね！

セレネ：うん、お父さんはいいこと言うよね。

フレア：わたしがバカだったよ。一Ｇだけしかなくてガッカリしちゃったけど……お父さんの言いたいことが身にしみてわかったよ！

ＧＭ：では、手紙の裏うらに「親の説教と冷や酒は後に効きく」って書いてあり……。

フレア＆セレネ：お父さ───ん!?（一同爆笑）

フレア：お父さん、それ台なし！

セレネ：ほんと、お茶目な父ですみません（笑）。

ユーノス：しかし、これだけの人数がいれば、なんとかなりそうな気がしますね。

フレア：そうですね。それにドルさんとユーノスさんもいるんだし、お父さんを助け出せそうな気がしてきました。

ドル：まったく、旦那さまはよい娘に恵めぐまれましたな。ニヤッと笑うわし。

フレア：待っていてね、お父さん、と空を見上げ、その顔を思い出します。

セレネ：それまで、おとなしくしていてね（笑）。




　風雲児の秘宝は、一枚のコインだった。

　しかし、そのコインが示しめす価値はプライスレス。

　身みの代しろ金きんとして要求されている金きん額がくは、一千万Ｇ。

　お金は全然ないけれど、みんなの助けがあれば意外となんとかなりそうだ。

　フレアとセレネ、姉妹は父の救出を新たに誓ちかう。

　さあ、貧びん乏ぼう姉妹の明日はどっちだ！




風雲児釈放に必要な身代金　一千万Ｇ

風雲児の秘宝　　　　　　　一Ｇ

必要金額まであと　　　　　九九九万九九九九Ｇ




『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』

第七話「はじめての秘宝探索」

─完─
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◆Preplay 01◆最後の一歩




　さて、次はいよいよ最終話。

　一〇〇万Ｇの借金返へん済さいから始まった貧びん乏ぼう姉妹の物語も最終回を迎むかえるわけで。

　目指すは、一千万Ｇの身みの代しろ金きんを掛かけられた〝風ふう雲うん児じ〟こと父親の解かい放ほう。




　しかし、父親の身み柄がらを押おさえているガスコイン伯はく爵しやくには、不ふ審しんな噂うわさがちらほらとある。

　そのうえ、交こう渉しよう材料にしようとした風雲児の秘ひ宝ほうは、一Ｇコイン。




　最終話にふさわしい逆ぎやつ境きようは用意した。

　こんな逆境でも、コロローナ商会なら乗のり越こえるはず───。

　そう信じて、今回のシナリオを用意したのである。

　そして、最終話当日。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室に、プレイヤーたちが集まった。




ＧＭ：おはようございます、皆みなさん。

一同：おはようございまーす。

ＧＭ：それでは『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』第八話の収しゆう録ろくを始めたいと思います。いよいよ最終回です、がんばっていきましょう。

フレア：はい！

セレネ：でも、稼かせいだお金は一Ｇなんですよね？（笑）

ＧＭ：ええ。身代金を払はらうには、あと九九九万九九九九Ｇ必要です（笑）。

ドル：まあ、秘宝の一Ｇ以外にもドロップ品で収入は得ておるが。

ユーノス：しかし、この金きん額がくをたった一話でひっくり返せれば、文字どおり伝説ですよ。

フレア：おお、まさしく〝レジェンド〟！

セレネ：ここでリプレイのテーマが（笑）。

フレア：そうですよ、みんなで伝説になりましょう！

ドル：いや、冷静に考えたらありえん（笑）。

ＧＭ：まあ、目指すだけならただですので。

フレア：それで、今回はどんなシナリオですか。

ＧＭ：はっ、まずは今回予告を読みます。今回もハンドアウトはなく、予告だけです。




●今回予告

　ガスコイン伯爵に身柄を押さえられた父と引ひき替かえるべく、我わが家やの最深部へとおもむき、風雲児の秘宝を手に入れたコロローナ商会。




　───しかし、秘宝の価か値ちはわずか一Ｇ。




　このままでは、父を助けることはできない。

　そんなとき、神しん聖せいヴァンスター帝てい国こくで御ご前ぜん試じ合あいが開かれる。

　成り行き任せだと思われた遠えん征せい。

　しかし、コロローナ商会は大きな陰いん謀ぼうに巻まき込こまれてしまう。

　鍵を握るのは、風雲児の秘宝。

　一Ｇのコインは、逆境を救うのか!?




『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』

　最終話「はじめての遠征試合」

　冒ぼう険けんの舞ぶ台たいがキミを待つ！




ＧＭ：──という予告になっておりまーす。

フレア：風雲児の秘宝が、鍵になるんですか？（笑）

セレネ：一Ｇしかないのに（笑）。

ＧＭ：いやでも、わずか一Ｇですがその価値はプライスレスじゃないですか（笑）。

フレア：あっ、そうでした。風雲児の秘宝はプライスレスです！

セレネ：たった一Ｇだけど、お金に換かえられない価値があるんだよね。

ユーノス：だから一千万Ｇ以上の価値があるんじゃー！　とガスコイン伯爵に叩たたきつけてみるというのは？

ＧＭ：なるほど、これが風雲児の秘宝だー！　と。

ドル：普ふ通つう、怒おこるじゃろうな（笑）。

フレア：一Ｇですもんね。

ＧＭ：父親の価値は一Ｇってことにもなりかねません（笑）。

ドル：これだけ厄やつ介かい事ごとを巻き起こすんだから、一Ｇも価値がつけば十分じゃろ。一Ｇやるから返してくれ。

セレネ：お父さん、一Ｇかー（←しみじみ）。

フレア：駄目だよ、セレネちゃん。親の愛はお金に換えられないよ。

ＧＭ：その一Ｇで取り返せるかはセッションの結果次第です。







◆Preplay 02◆成長報告

▼フレア・コロローナの場合（８レベル）

ＧＭ：では、フレアの成長報告から。

フレア：はーい。レベルが８になりまして、【ＨＰ】が[image: ]、【ＭＰ】が48になりました。あと、成長点でフェイトも６に伸のばしました。

ＧＭ：スキルは、なにを取りましたか？

フレア：《ウェポンルーラー》と《インデュア》を取りました。命中が＋２になって、バッドステータスが打ち消せます。

ＧＭ：毒どくを受けてもへいきー、みたいな。

フレア：これで、ますます丈じよう夫ぶになって風邪かぜをひかない子になりました（笑）。

ＧＭ：それは、褒ほめていいんでしょうか？

セレネ：ともかく、お姉ちゃんは元気。

フレア：装そう備びも、武ぶ器きをブレイズエッジ、盾たてをファインシールドにしました。これで攻こう撃げき力りよくは20になっています。

ＧＭ：ダメージも上じよう昇しようして、コンスタントにまとまっていますね。

フレア：わたしは以上でーす。




▼セレネ・コロローナの場合（８レベル）

ＧＭ：それでは、セレネの成長報告をお願いします。

セレネ：はい、装備は基き本ほん的てきに変わっていないですね。で、スキルは《フォースブリンガー》を２レベルに伸ばして、《マジシャンズマイト》を取りました。




《マジシャンズマイト》

　卓たく越えつした魔ま術じゆつの素そ質しつを表わすメイジのスキル。魔術判はん定てい、自動成功以外の魔術の効こう果かを＋１する。




ＧＭ：眠ねむっていた魔術の素質が、最終回になって目覚めたんですね（笑）。

フレア：王道な展てん開かいだよ、セレネちゃん。

セレネ：各種魔ま法ほうの効果がちょっと上がってます。

ＧＭ：メイジへのクラスチェンジが成功してる感じですね。

セレネ：はい、あとは敵てき次し第だいってところです。

ＧＭ：なるほど、では次に移うつりましょう。




▼ドル・ジャマダルの場合（８レベル）

ドル：わしはクラスチェンジも考えたが、このままニンジャとしてやっていくことにして、８レベルに成長し、フェイトも１点増ふやした。

ＧＭ：なるほど、現げん状じよう維い持じ路線ですね。

ドル：スキルは、前回大だい活かつ躍やくした《ソアスポット》を３レベルに伸ばしたのじゃ。これで、ダメージロールのときにダイスを４個こまで振ふり直せる。

ＧＭ：ダメージが低いと思ったら振り直される、また俺おれがぬか喜びする日々が（一同笑）。

ドル：それと、《ホーミングヒット》を覚えたのじゃ。これを使うと、わしの魔術が誘ゆう導どうされて敵てきに当たり、リアクションできなくなる。




《ホーミングヒット》

　敵の攻こう撃げきを確かく実じつに捉とらえ、誘導するニンジャのスキル。攻撃の命中判定の直前に使用し、対象のリアクションを行なえなくする。シナリオ中に一回使用できる。




フレア：おー、それは強いですね！

ドル：ただし、シナリオ一回だけじゃがのう。装備は、特に変へん更こうなしじゃ。




▼ユーノス・ローリングスターの場合（８レベル）

ＧＭ：それでは、最後にユーノスの成長報告を。

ユーノス：はい、ボクは８レベルになり、フェイトも７に上がってます。装備は、特に代かわり映ばえしません。

ドル：おぬしは装備関係ないもんな（笑）。

ユーノス：前に出ないことが、ボクのスタイルです。

セレネ：自分では判定せず、支し援えんを主としたデータですからね。

ユーノス：スキルは《アペイディングソング》をレベル３にしました。これで《エチュード》のダメージが１点上がります。あと《ラストソング》を入手しました。

ドル：おお、ついに歌うと死ぬように！（爆ばく笑しよう）

フレア：えっ、ユーノスさん死んじゃうんですか!?

ユーノス：ええ、これはホントに歌うと死ぬスキルです。誰だれかが戦せん闘とう不ふ能のうになったときに《ラストソング》を使うと、自分の【ＨＰ】は０になりますが、復ふつ活かつさせられます（笑）。

フレア：最終回っぽい!?

ユーノス：はっ、狙ねらってみました（笑）。

ＧＭ：決まれば劇げき的てきですが。
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●ギルドスキル

ＧＭ：では、次はギルドの成長です。

ドル：ギルドは５レベルに成長じゃな。新しいギルドスキルも取得できますぞ？

フレア：なにを取りましょうか。

ドル：そうじゃな……《ギルドシンボル》とかは？

フレア：ああ、大たい漁りよう旗き！




《ギルドシンボル》

　旗や石せき像ぞうなど、ギルドのシンボルとなるアイテムを所持しているギルドスキル。ギルドのシンボルとなるアイテムを所持しているキャラクターがシーンに登場している間、ギルドメンバーが行なう攻こう撃げきのダメージロールに＋２Ｄする。ただし、アイテムを所持しているキャラクターがシーンに登場していない、あるいは戦闘不能の場合、攻撃のダメージロールはマイナス１Ｄされる。

　第三話に登場したギルド、クールフィッシャーマンズは大漁旗を《ギルドシンボル》としていた。フレアは、そのことを思い出したのである。




フレア：わたしたちの《ギルドシンボル》、コロローナ商会の暖簾のれんとかですよね？（笑）

ＧＭ：創そう業ぎよう何年みたいな（笑）。

ドル：《ギルドシンボル》は戦闘が多いときや複ふく数すう回かい攻撃が多いとき……たとえば戦闘が３ラウンド以上になると効果がありますぞ。

フレア：うーん……（←考え中）。

セレネ：わたしは、お姉ちゃんに任まかすよ。

フレア：わかりました、《ギルドシンボル》で！　なんか遠征するみたいですから、旗とか目印になる物があった方がいいじゃないですか。

ドル：そうすると持っていくギルドスキルは、《蘇そ生せい》《祝福》《陣じん形けい》《精せい鋭えい部隊》《ギルドシンボル》となりますな。

セレネ：さらば《目め利きき》、また会う日まで（笑）。

ドル：それと、ドル資し金きんじゃ。現げん在ざい六五〇〇Ｇ。さて、追加いくらになるかのう？　（ダイスを振ふる）うん、二七〇〇Ｇ。まあまあじゃな。

ＧＭ：では、そんなところでプリプレイは終わりです。オープニングに移りましょう。







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆残された秘ひ宝ほう




　我わが家やの最深部から、無事生せい還かんしたコロローナ商会。

　幾いく多たの試練を乗のり越こえて得たのは、一枚まいのコイン。

　これをどうしたものかと、応おう接せつ間まの机つくえに置いて相談するのだった。




ＧＭ：さて、皆みなさんは我が家の最深部から帰き還かんし、風雲児の秘宝を持ち帰りました。

フレア：はい、お父さんから大切なことを教えられました。

セレネ：実は、一Ｇのコイン一枚だったとは人には言えず（笑）。

フレア：いい話だけど……実じつ際さい一Ｇのコインじゃ、どうにもならないんですよね？

ユーノス：現げん実じつは常つねに厳きびしいのです。だから、ボクは夢ゆめと希望を振ふりまく天使なわけで。

セレネ：かといって、逃とう避ひばかりもしていられない（笑）。

ドル：皆で机に置いた一Ｇコインをしげしげと眺ながめ、途と方ほうに暮くれておるんじゃな（笑）。

フレア：うーん、どうしよう？

ユーノス：あんなことを書き残したけど、本当は財ざい産さんを隠かくした場所のヒントが刻きざまれていたりするかもしれませんね。

ドル：運がよくても間が悪い旦だん那なさまに、そんな気のまわし方は期待できん（笑）。

フレア：でも、なにか隠されてないかなー？　試ためしに噛かんでみます。がじっ。

一同：噛んだ!?（笑）

ＧＭ：……歯形がつきました。どうやら本物のようです（笑）。

フレア：はっ、歯形がー!?　お父さんごめんなさーい！

ドル：歯形がつくということは……間ま違ちがいなく金貨ですな。

ユーノス：よく、時じ代だい劇げきで小こ判ばん噛んだりしますよね。

ドル：金は柔やわらかい金きん属ぞくなので、本物だと歯形がつくのじゃよ。

セレネ：なるほどー。

フレア：セレネちゃんどうしよう、歯形ついちゃった！（笑）

セレネ：まあ、いいんじゃないかな？　娘むすめの歯形なら許ゆるしてくれるよ。

ＧＭ：で、四人が歯形のついた一Ｇコインを眺めていると、心配そうにカタリーナが声を掛かけてきますよ。

フレア：ああ、カタリーナちゃん。

ＧＭ：「ねえ、どうでしたの？　風雲児の秘宝というのは」彼女も、風雲児の秘宝には興味があるようですね。

フレア：これで～す。

ＧＭ：「……は？」

セレネ：（机の上を指しつつ）これ、これ。

ＧＭ：「どこにありますの？」と、カタリーナは風雲児の秘宝にふさわしい物品を探さがそうときょろきょろしています。

フレア：やっぱり、秘宝には見えないですよね～。

セレネ：実際、ただのコインだし。

ドル：なら、あの手紙を見せれば納なつ得とくするんではないですかな？

フレア：あっ、そうだ。はい、これ読んで。

ＧＭ：では、その手紙を読んで「……なんてなんていい話なの～っ!!」と、涙なみだを流しながら感動しています（一同爆ばく笑しよう）。

フレア：感動された……（笑）。

ＧＭ：「そうですわ！　世の中お金ではない……友ゆう情じようが大切なんですわ！　あなたたち、よいお父上を持てて幸せですわね！」なんか、感かん激げきしてフレアとセレネの手をガシッと取って、ぶんぶん振ふります。

フレア：そっかー。お金持ちってお金に困こまらないから、夢ゆめと希望を大切にできるんだ。

セレネ：お金持ちは、意外とこういう話に弱いよね（笑）。

ドル：明日をも知れぬ貧びん乏ぼう人にんは、とりあえず金ですからな。夢と希望は、余よ裕ゆうのある者だけが見ることができるものじゃ（笑）。

フレア：世せ知ち辛がらいです……。




　エリンディルもまた、無む情じようの世界のようで。




ＧＭ：「まあ、それはそれとして、どうしますの？　実際のところ、たった一Ｇではあなたのお父上は助けられませんわよ？」

フレア：うん、それなんだけどね……。

セレネ：いろいろ話し合ってるところなの。

ユーノス：やはり、乗のり込こんでいって無理矢理助けるしかないのかな？

セレネ：でも、ちゃんと合法的な手しゆ段だんで助けないと……お父さんの場合、非ひ合ごう法ほうな手段で帰ってきそうな気がする（笑）。

ドル：スパイ容よう疑ぎのかかったまま無理矢理脱だつ走そうなどしたら、それこそ下手へたをしたら国こく際さい問題じゃ。一千万Ｇではすまない話になりかねん。

ＧＭ：「……そういえば、おふたりとも聞きまして？　サントスがヴァンスター帝てい国こくに遠えん征せい試合をするっていう話をしていましたわよ？」

フレア：ヴァンスター帝国……お父さんが捕つかまっている国だ！

ＧＭ：「ヴァンスターに行ったからといって、なにか進しん展てんするわけではありませんけれど……ここにいてはわからない事じ情じようを聞けるかもしれませんわね」

フレア：たしかに！

セレネ：じゃあ、サントスに話を聞きにいこうよ。もしかしたら、連れて行ってもらえるかもしれないし。

ドル：そうですな。ここで歯形のついたコインを眺めていても始まりませんぞ（笑）。

ユーノス：ああ見えて、サントスは頼たよりにはなりますからね。

フレア：いろいろありがとうね、カタリーナちゃん。

ＧＭ：「お気になさらないで。父も、いつでも肉を食べに来なさいって言ってましたわ」

セレネ：また肉を（笑）。

フレア：ティータイムにまたうかがいます（笑）。

ＧＭ：では、サントスのもとへ向かうということで、このシーンを終了しましょう。







◆Opening 02◆遠征にいこう!!




　コロローナ商会は、Ｆリーグのプロモーターであるサントスの邸てい宅たくを訪たずねた。

　サントスは、相変わらず成なり金きん趣しゆ味みな調度品に囲まれていた。

　フレアは、ともかく話を切り出してみることにした。




ＧＭ：では、サントスの自じ宅たくです。事じ務む所しよと執しつ務む室しつを兼かねた部屋になっていて、サントスは金ピカな彫ちよう像ぞうかなんかを磨みがいています。

ドル：相変わらずじゃ（笑）。

フレア：サントスさん、お願いがあるんです！

ＧＭ：「おや、どうしました？　また試合ですか？」

セレネ：ヴァンスター帝国に遠征するという話を聞いたのですが、そこをくわしく。

ＧＭ：「ああ、ヴァンスター行きの件けんですか。実は、ヴァンスター皇こう帝ていが観かん覧らんされる御ご前ぜん試じ合あいが行なわれるとかで、ウチの方にもオファーがあったんですよ。そこで、クラッシュエンジェルズを売うり込こみましてね。それが功こうを奏そうしまして、遠征が決まったんですよ」

セレネ：ちなみに、それで勝つと報ほう酬しゆうはもらえるの？

ＧＭ：「それは出ると思いますよ。皇帝ご自身が褒ほう美びを取らせるとか直ちよく接せつお言葉をかけてもらえるとか、そんな話があります」

フレア：きゅぴーん！

セレネ：それだ！

ユーノス：つまり、御前試合に勝って、皇帝に直じき訴そすると。

フレア：そうそう、偉えらい人に頼たのんじゃえばいいんですよ！

セレネ：お金はいらないから、お父さんを返してくださいって。

フレア：わたしたちのほしいものは、お父さんでーす！　っていうやつですよ！

ドル：……ただ、ヴァンスターの皇帝はいろいろありそうなタイプじゃからのう。

フレア：どんな人なんですか？

ＧＭ：『ルージュ』シリーズで、エイプリルに刑けい期きを縮ちぢめる代わりに、薔薇ばらの武ぶ具ぐを持ってこいと命じた人です。




　エイプリルは、『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』のＰＣのひとり。懲ちよう役えき二千年の刑を受けて地ち下か牢ろうに幽ゆう閉へいされていた少女。刑期を四〇〇年縮めるのと引ひき換かえに、ヴァンスター皇帝ゼダンから薔薇の武具を集めるよう命じられる。
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セレネ：でも、皇帝に直訴してみるのが、合法的でお金が掛かからない方法だと思う。

ユーノス：ちなみに、仕切りはヴァンスター側がやるのですか？

ＧＭ：試合についてですが、サントスはプロモーターですので、それにあわせて協力する形になるようです。参加選手の準じゆん備びが仕事のメインですね。

ユーノス：なるほど。しかし、パリス同どう盟めいとヴァンスター帝国って休戦状じよう態たいですよね？　仲が悪いんじゃないですか。

ＧＭ：まー、国と国の関係ですからね。

ユーノス：ボクシングとかでも、ホームタウンディシジョンとかありますし……。

ドル：帝国側の選手とか、皇帝も見ておるから応おう援えんもすごいじゃろう。逆ぎやくに、わしらはブーイングとか受けるかもしれん。

セレネ：どんなことがあっても、お姉ちゃんがいるかぎり負けない……と思うわたし。

フレア：（『トラベルガイド』を見ながら）……うふふ♪

セレネ：どうしたの、お姉ちゃん？

フレア：ふふん♪　わたし、とてもやる気になったの。

ユーノス：……はぁ、そういえば、さっきからフレアさんのテンションが高いようですが。

フレア：だって皇帝には美形の親友がいるんですよ。ほら！（『トラベルガイド』を見せる）

ＧＭ：ああ、〝天の眼め〟アイロスですね。




〝天の眼〟アイロス

　ドゥアンの天翼族オルニスで、フィンジアス島の天翼族を率ひきいる族長。皇帝ゼダンとは皇おう子じとして出会った頃ころから協力を約束した親友。飄ひよう々ひようとして捉とらえどころのない風のような男だが、優すぐれた策さく士しとしても知られる。
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フレア：前回のハッピーラッキーブラザーズは嬉しくなかったけど……これならテンションあがりまくりですよ！（笑）

一同：そんな理由か───っ!?

ドル：もっと、目を向けねばならんことがあるじゃろう!?

ユーノス：一千万Ｇより禁断のロマンスを気にかけるとは……さすがはフレアさん。

ドル：腐った方向のロマンスじゃがな（笑）。

ＧＭ：「……はあ、なんか盛もり上がってますねえ」と、呟くサントス。

フレア：サントスさん、是ぜ非ひわたしたちも連れて行ってください！

セレネ：わたしもお願いします！

ＧＭ：「ふうむ、どうしますかねえ……」と、ちょっと考えつつ。

ドル：サントス、連れて行ってくれたらＦリーグの名をヴァンスターでもアピールするべく、わしらも協力するぞ？　ほれ、コロローナ商会はコロシアムの新人王じゃぞ？

フレア：サントスさんお願いします！　わたしたち活かつ躍やくして、Ｆリーグの名をヴァンスター帝国に広めますから！

ＧＭ：「なるほど……じゃあまあ、ついてきますか？」

フレア：ありがとうございます、サントスさん！

セレネ：よかったね、お姉ちゃん。

ＧＭ：「はっはっはっ、おふたりの願いは無む下げにはできませんよ」

ドル：まあ、わしも毎セッション二五〇〇Ｇ稼かせぐくらいのＦリーグマスターじゃからな。

フレア：ドルさんも、だんだんＦリーグの裏うら番ばんみたいになってきましたよね（笑）。

ＧＭ：選手出身のマネージャーみたいな感じですね。

ドル：いや、選手会長かのう。

ＧＭ：「しかし、いつになく試合へのモチベーションが高いですね。しかも、今回は珍めずらしくお金の話もないという」

ドル：金の話は一いつ切さいない。なにせ、今回は《目め利きき》を持っておらんくらいじゃ（笑）。

ＧＭ：そういえばそうだった。

フレア：実は、父が大変な目に遭あいまして。

セレネ：それで助けるために、ヴァンスターに行きたいんです。

ＧＭ：「なにやら、事情があるようですな。まあ、深くは聞きません」

セレネ：ところで、ヴァンスターまではどうやって行くことになるの？

ＧＭ：御前試合は、本島のフィンジアス島の帝てい都とで行なわれる予定ですから、船を出すことになります。

ドル：長旅になりそうじゃな。

フレア：でも、楽しみですよ！　美形がふたりもいるんですよ！

セレネ：あくまでも、お父さんを助けるのが目的だからね、お姉ちゃん（笑）。

ＧＭ：では、ヴァンスター行きが決まったところで、出発の準備をすることになります。

フレア：よし、がんばるぞー！

セレネ：お父さんを取とり戻もどさないとね。

フレア：ここで、おうちにある暖簾のれんを取り外して、旗にします（笑）。

ＧＭ：なるほど、それが《ギルドシンボル》ですか（笑）。




＊　　　＊　　　＊




　そして出発当日───。

　コロローナ商会は、Ｆリーグの遠征に加わり、ヴァンスターへ向かうことになった。

　移い動どうは、船で行なうことになる。




ＧＭ：では、ヴァンスターに出発する当日です。皆さんは、クラッシュエンジェルズたちやその他のギルドとともに、船に乗のり込こみます。

フレア：皆さん、またご一いつ緒しよすることになりましたー。

セレネ：よろしくお願いしまーす。

ＧＭ：すると「お互たがい、がんばりましょうね」と、クラッシュエンジェルズのライオとネルやクールフィッシャーマンズが声を掛けてくれます。

セレネ：おお～。

フレア：友情が芽生えたプライスレスな仲間たちが。

ＧＭ：そうそう、ガシっと肩かたを組みながら待っている。

ユーノス：では、出発の歌を高らかに歌いましょう。

ＧＭ：船は、一路神聖ヴァンスター帝国に向かうのであった───というところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Opening 03◆いざ、天空の街へ




　サントスとともに、クラン＝ベルを出発したコロローナ商会。

　やって来たのは、神聖ヴァンスター帝国の帝都〝天空の街〟ヴァンスター。

　山さん腹ぷくに位置する、標高の高い街である。さて、なにが待ち受けているのやら。




ＧＭ：さて、船旅を続けて神聖ヴァンスター帝国帝都、〝天空の街〟ヴァンスターまでやってきました。川を下り、そのまま海に出て山を登るという結けつ構こう大変な旅でした。

フレア：長旅で、ようやく着いたって感じなんですね。

ＧＭ：帝都ヴァンスターは、このフィンジアス島にあります。で、ヴァン山の中ちゆう腹ふくにある標ひよう高こうの高い城じよう塞さい都市です。こんな感じですね（『トラベルガイド』を見せる）。

フレア：星形をしていますね。

ドル：攻せめられたとき、防ぼう御ぎよに有利な形なのです。

フレア：なるほど。

セレネ：ヴァンスターって、戦争している国なんですよね？

ＧＭ：はい、五年前に今の皇帝がクラウ・ソラスという魔ま剣けんを持ち帰って即そく位いしてから、国の名前に〝神聖〟とか〝帝国〟をつけて領りよう土どを広げています。

フレア：へぇ～。

ＧＭ：そして、街の様子ですが、二〇万人もいる都市なだけあって賑にぎわってますよ。クラン＝ベルは二万人ですから、単たん純じゆんに人口だけでも十倍です。

フレア：さすが、帝国ですねー。

セレネ：城塞都市だから、街まち並なみもクラン＝ベルとは雰ふん囲い気き違ちがいますよね。

ドル：兵隊がいたり、どこかものものしいわけですな。

ＧＭ：で、サントスはすでにヴァンスターに選手たちの宿を用意しているようで、みんなを案内してくれます。帝都の中にある、少し大きめの宿ですね。

フレア：クラッシュエンジェルズのお姉さまとか、Ｆリーグのみんなも同じ宿ですか？

ＧＭ：はい、みんな部屋を割わり当あててもらっていますよ。「コロローナ商会の部屋はこちらですよ」と、サントスが。

セレネ：思わず部屋の天てん井じようとかいろいろチェックしたくなる（笑）。

ドル：マティアス対たい策さくですな（笑）。

セレネ：なにか、こちらのことを探さぐっていそうなので。シルヴァさんも警けい戒かいしてたし。

ＧＭ：なるほど（笑）。ぱっと探さがしてみたところ、そのような心配はないです。

セレネ：ふう……。

ユーノス：御前試合までの日につ程ていはどうなっているのですか？

ＧＭ：当日まで、ニ～三日ほどの余裕があります。御前試合のトリを務つとめるのは、クラッシュエンジェルズで、皇帝が推すい薦せんする相手と戦うことになっています。コロローナ商会の参戦表明は急きゆう遽きよ決まったので、現在サントスが対戦相手の調ちよう整せいを行なっているところです。

ユーノス：まだ決まってないんですか？

ＧＭ：パリス同盟の新人王というタイトルがあるので、それに挑いどもうと名乗りを上げるギルドも結構いるのです。そこから、誰だれと戦うかは思案中ってところですね。

ユーノス：なるほど。

セレネ：とりあえず、お父さんについて情じよう報ほうを集めたいところですね。

ドル：ガスコイン伯はく爵しやくの動向も知りたいですしね。

ユーノス：あと皇帝そのものについても調べた方がいいですね。

ＧＭ：その辺のことは、ミドルフェイズに移うつってからってことになります。

セレネ：とりあえず、試合が始まる前に情じよう報ほう収しゆう集しゆうはできるってことですね。

ＧＭ：はい、そういうことです。ミドルフェイズに移る前にマスターシーンを演えん出しゆつします。

フレア：マスターシーン？

ＧＭ：ええ、それではさっそく演出します。







◆Opening 04◆積んでは崩くずし




　帝都ヴァンスターの、とある商しよう館かん。

　その執しつ務む室しつでは、慎しん重ちような作業が行なわれているのだった。

　机つくえの上には、きれいに積まれたコインの塔とうができていた───。




ＧＭ：では、マスターシーン。場面に映うつるのは、ヴァンスター内にある商館の執務室。値ねの張はりそうな机の上では、コインタワーを慎重に組み上げる手のアップが映し出されます。

フレア：あっ、もしかして！

セレネ：あの人か……（笑）。

ＧＭ：そして、すーっと画面が引いていくと、そこに至し福ふくの笑えみを浮うかべている、ガスコイン伯爵が映ります。

ドル：今度はコインタワーか。

ユーノス：コツコツ積み上げるのが好きな人ですね（笑）。

ＧＭ：部屋には、ジグソーパズルやらボトルシップやら、繊せん細さいな作業が必要な小物の類たぐいがいろいろ飾かざられているんですよ。

ユーノス：趣しゆ味みがわかりやすい部屋ですね。

ドル：きっと、現げん代だいだったらプラモを作るのを趣味にするじゃろうな（笑）。

ＧＭ：子こ供どもが砂すなのお城を造つくっている表ひよう情じようをしています。

セレネ：それは、微笑ほほえましいというよりは……。

ドル：うむ、強きよう迫はく観かん念ねんでもあるのかもしれん。

フレア：でも、本当に積むのが好きなんですね（笑）。

ＧＭ：ガスコイン伯爵が、コインタワーを積んでいます。そして、あと一枚でタワーが完成しようというまさにその瞬しゆ間んか─ん──。

ユーノス：「大変です、伯爵」と、部下が乱暴に扉とびらを開けて入ってくるのですね。

セレネ：そしてまた、コインタワーが台なしに（笑）。

ＧＭ：はっ、そのとおりです（笑）。

フレア：あちゃ～。

ＧＭ：「伯爵！　例の風雲児の娘むすめたちが街に着いたようですぜ！」

セレネ：もうばれてる～。

ユーノス：そりゃあ、マティアスが逐ちく一いち報告してるでしょうしね。

セレネ：くっ、本当にあの人は～……（笑）。

ＧＭ：で、ガスコイン伯爵は、黙だまってその報告を聞いています。こめかみの辺あたりに、くっきりと青あお筋すじが浮うかんでいますが。

ドル：また、キレるぞ（笑）。

ＧＭ：「それに、マティアス様の報告では、風雲児の秘宝も手に入れたっていう噂うわさですぜ！　あの小娘ども、伯爵と取り引きする気だったんでさぁ！」

セレネ：そのことも、もう伝わってるんだ？

ＧＭ：マティアスの密告ですから。

フレア：ええと、伯爵はどんな感じですか？

ＧＭ：そんな報告を受けていますが、伯爵の青筋はますます濃こく浮うかび上あがり、身体からだもプルプルと震ふるえております。

フレア：あ、やっぱり（笑）。

セレネ：そんなことよりもコインタワーの方が気になってるみたい。

ＧＭ：しかし、ガスコイン伯爵は「……ふむ、わかった。報告、ご苦労だったね」と、あくまでも怒いかりを抑おさえて、平静を装よそおうようです。

フレア：あら、怒おこらない？

ＧＭ：ええ、プルプルしていますが。

セレネ：少しばかり大人おとなになったか（笑）。

ＧＭ：「へえ。では、あっしはこれで」と、その部下は退たい室しつしようとするのですが……不注意で、壁かべに掛けてあったジグソーパズルを崩くずしてしまいます。

フレア：あっ、これはさすがに……。

ＧＭ：「こ、こりゃどうもすみません！」慌あわててジグソーパズルを直そうとする部下ですが、ガスコイン伯爵は、銀ぎん縁ぶちメガネ越ごしから冷たい視し線せんを浴びせるのですよ。「三ヶ月と十二日だ……」そう呟つぶやき、背せ中なかからゆらぁ～と、不気味な殺気が立ち上る！

ドル：部下は、「へ？　な、なんのことで……」と、とぼけたりするんじゃな。

ＧＭ：「その一万ピースのジグソーパズルの完成に費ついやされた時間だっ！」

フレア：伯爵って暇ひま人じん？（一同笑）

セレネ：お姉ちゃんの天てん然ねんツッコミは、相変わらず的てき確かくだ（笑）。

ＧＭ：暇をみつけては、なんでもコツコツと積み上げてしまう性格です。

ドル：宮きゆう廷ていから遠ざけられておるし、実際のところ暇をもてあましておるのでしょうな。

ＧＭ：「私はねえ、コツコツと積み上げてきたものが、がさつなヤツに崩されるのが……」

フレア：のが？

ＧＭ：「大だいっ嫌きらいなんだよ!!　うわぁぁぁぁ～ん!!」と、泣き出します。

フレア：ちょっ、泣いた!?（一同爆ばく笑しよう）

セレネ：泣くんだ、この人……（笑）。

ユーノス：なんか、えらく情じよう緒ちよ不安定ですよ？

ドル：……これは、気まぐれで旦だん那なさまを殺すとか言いかねんぞ。

フレア：やっぱり、お父さんが危あぶない!?

ドル：旦那さまはがさつじゃからのう（一同爆笑）。

セレネ：娘たちを、トラップやモンスターと一緒にしても平気なくらいがさつです。

ＧＭ：そして、ガスコイン伯爵は、泣きながら崩れたコインタワーのコインを「これでもか！　これでもか！」と、部下に投げつけます。

フレア：う、うわぁ……。

セレネ：なんでこんなに大人げないの、この人……（笑）。

ＧＭ：そして、はーはーと肩で息をしながら……立てた親指を、くいっと下に向ける。

ドル：地じ獄ごくに落ちろのサインじゃ（笑）。

ＧＭ：やはり、牙爪族ケイネスのふたり組がいつの間にか出てきて、部下を引きずって下がります。

ユーノス：ああ、用よう心じん棒ぼうのふたりですね。

ドル：また、どこからか悲鳴が上がってくるのか？

ＧＭ：はい、隣となりの部屋から断だん続ぞく的てきに（笑）。

セレネ：……こんな危あぶない人のところに捕つかまっているなんて。

フレア：お父さん、本当に運はいいけど間が悪いよ。

ＧＭ：で、落ち着きを取とり戻もどして乱みだれた髪かみを直し、涙と鼻水を拭ふくのですが……その視線の先に、皇こう帝ていゼダンの肖しよう像ぞう画がが飾かざってあるわけですよ。

ユーノス：この人、反はん皇こう帝てい派はですよね？

ドル：まあ、仮かりにも皇帝の臣しん下かである貴き族ぞくだし、表向き忠ちゆう誠せいを捧ささげていることを示しめすためにも、肖像画くらいは掲かかげるじゃろう。

ＧＭ：そんなところです。実際、皇帝の肖像画を視線に入れると、憎ぞう悪おの表情が増ましていきます。「それもこれも、すべてはお前のせいで……」と、低い声で唸うなると、万年筆を握にぎり、ダーツの矢のようにして投げます。

フレア：ああ、悪い人だ（笑）。




　ガスコイン伯爵が投げた万年筆は、皇帝ゼダンの肖像画に深々と突つき刺ささった。

　万年筆に吸すわせたインクが、まるで血のようにしたたる。

　その光景を見て、伯爵はようやくいらだちを収めたようだった。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆犬も歩けば棒ぼうに当たる




　ヴァンスターに着いたコロローナ商会は、用意された宿にやってきた。

　さいわい御ご前ぜん試じ合あいまでは、まだ日にちがある。

　父を助けるためには、まずは情じよう報ほうを集めないとならない。




ＧＭ：そんなわけで、ミドルフェイズ最初のシーン。宿のチェックインが終わったので、街に出て情報収集をすることができます。

一同：はーい。

フレア：街の様子はどんな感じですか？

ＧＭ：はい、宿の下は酒場になっているんですが、そこでも御前試合のことが話題になっていますね。

セレネ：注目度が高いんですか？

ＧＭ：チャンピオンのクラッシュエンジェルズも参戦しますからね。

セレネ：なるほど。

ユーノス：なら、情報収集もやりやすそうな感じですね。

ドル：まず、どのような情報について調べることができるんじゃ？

ＧＭ：はい、ガスコイン伯はく爵しやくについて調べられます。あとは御前試合についても調べることができます。それぞれ【知力】判はん定ていとなっていて、情報収集の難なん易い度どは次のとおりとなっています。




・ガスコイン伯爵について　難易度10

・御前試合について　　　　難易度８




ドル：一番高いのは、ガスコイン伯爵についてじゃな。

フレア：【知力】が低いので、わたしが御前試合を調べましょう。

セレネ：うん、任まかせたお姉ちゃん。

フレア：たあーっ（ダイスを振ふる）……出目が９で、達たつ成せい値ち12。

ドル：おおっ、さすがですな。

フレア：今日はやる気が違ちがいますよ、やる気が。

ユーノス：それは、そこそこでない美形がカップルっぽく登場しているからですか？（笑）

フレア：キャラクターとしてのフレアは、あくまでも純じゆん粋すいですよ。

ドル：それは、プレイヤーが不ふ純じゆんと言っているのと同じ（一同笑）。

フレア：……あっ！（笑）

ＧＭ：まあ、ともかく判定に成功しているから、御前試合について説明しましょう。

フレア：お願いします。

ＧＭ：御前試合は、ヴァンスター帝てい国こくで戦せん闘とう技ぎ術じゆつの向上と普ふ及きゆうの奨しよう励れいを目的に開かい催さいされ、帝てい都と中央の皇帝の城しろに特とく設せつされた簡かん易いコロシアムが会場となります。試合は三試合用意されています。で、最後の試合はクラッシュエンジェルズが参戦するメインイベントです。

フレア：お姉さまたちは、大トリなんですね。さすがです。

セレネ：まあ、そうですよね。

ＧＭ：この試合の勝者は皇帝直じき々じきに称たたえてもらえるという話が聞けます。

フレア：きっと、賞しよう状じよう渡わたしたり賞品渡したりしてくれるんですね。

ＧＭ：そうですね。

セレネ：そのときに皇帝と言葉を交かわすチャンスがある……ということか。

ユーノス：もちろん、勝つことができればですが。

ＧＭ：それと、ガスコイン伯爵が推すい薦せんする選手が出場するとの噂です。

フレア：あっ、試合相手を送り込んできた!?

ユーノス：なにか不ふ穏おんな情報ですね。

セレネ：というわけで、わたしはガスコイン伯爵について調べようと思います。

ＧＭ：はい、どうぞ。

セレネ：難易度10なら、ファンブらなければ平気。（ダイスを振る）……15、成功。

フレア：おお～。

ＧＭ：では、街でガスコイン伯爵の評ひよう判ばんを聞きき込こみしたって感じですね。ガスコイン伯爵は、元もと皇こう帝ていの兄の側そつ近きんでした。そのため、現げん在ざいは中央から離はなれています。ヴァンスター帝国は皇帝に権けん力りよくを集中して強い国を作ろうとしているところで、貴き族ぞくは弾はじかれ権けん益えきを失ったりしているんですよ。

ドル：中央集権化というヤツじゃな。

ＧＭ：はい、そんなわけで貴族も領りよう地ち経けい営えい以外の方法で稼かせいでいたりするんですが、ガスコイン伯爵は高こう利り貸がしなどで金を稼かせぐ商人になっており、結けつ構こう嫌きらわれています。街行く人々も、いやな顔をして噂うわさしあっていきます。

ユーノス：まあ、あの性せい格かくですからね（笑）。

セレネ：他には？

ＧＭ：自分の領地に遭そう難なんして迷まよい込こんできたクラン＝ベルの風雲児を、不法侵しん入にゆうとスパイ容よう疑ぎとで拘こう束そくしています。

セレネ：他には、どのような情報が？

ＧＭ：商業地区にある自分の商館で、仮か面めん舞ぶ踏とう会かいを開くとの情報があります。

一同：仮面舞踏会!?

セレネ：これはあやしい！

フレア：あやしいよね。

セレネ：うん、いろいろ妄もう想そうが広がっていきます（笑）。

ＧＭ：というわけで、あらたに次の情報について調べられるようになりました。これも、【知力】で判定できます。




・仮面舞踏会　　　　　　　　　　　難易度10

・ガスコイン伯爵推薦の選手　　　　難易度12




セレネ：そのふたつは、ユーノスさんとドルさんにお任せです。

ユーノス：では、ボクからその推薦選手について調べましょう。

ＧＭ：それでは、判定をどうぞ。

ユーノス：振ふります。（ダイスを振る）……お、ダイス目11！　達たつ成せい値ちは14です！

ＧＭ：キルディア共和国出身で、ドゥアンの牙爪族ケイネスの双ふた子ごです。名前はバルタートとライマール。ガスコイン伯爵の用よう心じん棒ぼうで、砂さ漠ばくの暗殺者ギルドの暗殺者だという噂があります。

フレア：砂漠の暗殺者……！




　無む限げんの砂漠を版はん図ととするキルディア共和国。この国には、邪じや神しんクロムクルーを崇あがめる〝竜りゆうの顎あぎ門と〟と呼よばれる暗殺者ギルドが存そん在ざいするという。彼かれらは、クロムクルーの牙きばという毒を、牙爪族ケイネス特有の鋭するどい爪つめに仕し込こんだ、秘ひ伝でんの拳けん法ぽうを使うらしい。




ドル：その双子は、ガスコイン伯爵のところで、トランプタワーやコインタワーを崩くずした下したっ端ぱを引きずっていったヤツらじゃな。

ユーノス：そういえば牙爪族ケイネスでしたね。

セレネ：しかし、向こうも双子かー。

ユーノス：で、その双子の暗殺者が出場するのではないか、と？

ＧＭ：はい。それで、仮面舞踏会では彼らのお披ひ露ろ目めと壮そう行こう会かいを兼かねているようです。

ドル：仮面舞踏会で選手のお披露目か？　……そういうこともあるじゃろうが、なんか引っかかるのう。

セレネ：まあ、そっちも調べられるらしいので。

フレア：ドルさん、お願いしまーす。

ドル：うむ、任まかせるのじゃ。さっそく仮面舞踏会を調べよう。（ダイスを振る）……ほい、達たつ成せい値ち18で、成功じゃ。

ＧＭ：仮面舞踏会は、ガスコイン伯爵の商館で開かれるのですが、これに参加するには招しよう待たい状じようが必要です。あと、参加する貴族たちは素す性じようを隠かくしているので、正体は秘ひ密みつ。誰だれが来るかわからなくなってます。

ドル：おお、ますますあやしいのう。

ＧＭ：これ以上の情報は、情報収集では得られませんね。

ユーノス：やはり、これは潜せん入にゆうするしかない。

ドル：仮面舞踏会じゃから、顔は隠せるしのう。

セレネ：パーティなら、わたしとお姉ちゃんが潜もぐり込こんでもバレないんじゃないかな？

フレア：うん、実はお嬢じようさまだったしね。

ユーノス：忘わすれがちな設せつ定ていですが（笑）。

セレネ：そうなると、招待状をどうにかして入手しないと入れないって話だよね。

フレア：そうだよね。どうしようか？

ＧＭ：で、そうやって街を巡めぐって情報収集をしていると……後ろに気配を感じるんですよ。

フレア：えいっ！（←間かん髪はつ入いれず肘ひじ打ち）

セレネ：ちょっ!?　お姉ちゃん！

ＧＭ：えー、では「ゲボォーッ！」と、モロに肘打ちを鳩尾みぞおちにくらい、うずくまっている女の子がいます（一同爆ばく笑しよう）。

フレア：ああっ、心ならずもひどい目に遭あわせてしまった！

セレネ：……誰？

ＧＭ：はっ……ベレー帽ぼうを被かぶり、髪かみをツインテールにしているエージェント風の少女ですが……（笑）。

セレネ：ああっ、もしかしてジュライ!!




ジュライ

『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズに登場した、ヴァンスター皇帝直ちよく属ぞくの情報機関、情じよう報ほう部ぶ第十三班ぱんのメンバー。一いち人にん称しようは〝俺おれサマ〟。ドラゴンとともに登場したが、実はエキストラで、何故なぜか三さん下したでゲスな性せい格かくをしていた。




ユーノス：懐なつかしい、こんなところで出会うとは（←『ルージュ』のプレイヤーだった）。

フレア：『ルージュ』に出ていた、げべげべ言っていた人ですね！

セレネ：ジュライならいいや、肘打ちくらわせても（笑）。

フレア：そんな扱あつかいでいいんだ。

ユーノス：何気に、ジュライの扱いがひどい（笑）。

ＧＭ：で、ジュライは悶もだえつつ「何故、俺サマが尾つけていることに気づいたっ!?」と。

セレネ：エキストラだからかな？

ユーノス：これは身も蓋ふたもない（笑）。

ドル：おい、何故わしらを尾けたんじゃ？

ＧＭ：すると、ジュライははっとして言います。「き、貴き様さまらに話がある！」

フレア：はあ、話ですか？

ＧＭ：「俺サマの名はジュライ！　栄はえあるヴァンスター帝国情報部第十三班の有ゆう能のうなエージェントだ！」

フレア：……有能？

セレネ：そうは見えないけど。

ユーノス：それに情報部第十三班は、すでに解散している組織のはず。

ＧＭ：「うっ……」

ドル：何か身分を証しよう明めいするモノを見せてみろ。

ＧＭ：「そ、そんなこと言われても。俺サマはエージェントだし、普ふ段だんから身元が割われるようなもの持って歩かないし……」

ドル：なんか、しおらしいのう（笑）。

セレネ：かといって、そのまま信用することはできないし。

ユーノス：では、警けい戒かいは怠らないようにしましょう。

ＧＭ：「ともかく俺サマの言うことを信用しろ！」

フレア：そう言われましても。

ユーノス：そもそも、情報部第十三班は、解かい散さんしてますよね？

ＧＭ：「うるさい！　俺サマの質問に答えるのが先だぜ！　お前たち、〝クラン＝ベルの風雲児の娘むすめ〟だろう！」

フレア：あー、なんでわかったんですか？

ＧＭ：「そりゃ有名だからな。お前たちは、我わがヴァンスター代表のクールフィッシャーマンズに勝ったギルドだし」

フレア：わたしたち、海を越こえて有名人になってるよ、セレネちゃん！

セレネ：これが、いい結果に繋つながるといいんだけどねー（笑）。

ＧＭ：「お前たちの父親のことで話がある！　聞いて損はさせねえぜ？」

フレア：お父さんのことで？

セレネ：うーん、なら聞いておいていいかも。

ＧＭ：「よし、じゃあ立ち話もなんだ。十三班のアジトに案内してやるぜ」

フレア：おお～、情報部のアジトですよ！　気になりますよ！

セレネ：みんなで行ってもいい？

ＧＭ：「おう、問題はないぞ」

セレネ：じゃあ、ゾロゾロとついていこう。ひとりじゃないなら安心だ。

ドル：ついていくと、あのドラゴンがいるかもしれんのう（笑）。




　ジュライは、元々はドラゴンとともに登場したエキストラだったのである。




セレネ：でも、四人いれば平気な気が（笑）。

ユーノス：まあ、いろいろ考えても話を聞くのは悪くない気がします。

ＧＭ：では、ジュライの案内でアジトに移い動どうするというところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 02◆秘密基き地ち




　街で出会った、情報部第十三班のエージェント、ジュライ。

　彼かの女じよに案内されてやってきたのは、十三班のアジト。

　それは、橋の下にある小さな小屋であった。




ＧＭ：えー、ではジュライに案内され、皆みなさんは情報部第十三班のアジトにやってきました。

フレア：どんなところですか？

ＧＭ：はっ、橋の下にある小さい小屋です。

フレア：えーっ!?

ＧＭ：よく、子こ供どもが作る秘密基地みたいなところです。「入りな。狭せまいところだけど、文もん句くは言うんじゃねーぜ」

セレネ：……まあ気にしない。どうせ、情報を聞くだけだから。

ドル：にしても、ボロッちいのう。

ＧＭ：「い、いいんだよっ！　まさか、こんなボロい小屋が、皇帝陛へい下か直ちよく属ぞくのエージェントのアジトだって思わないだろ？」

フレア：なるほど、いろんな意味で秘密基地（笑）。

ＧＭ：中に入ると、ドラゴンがいてお帰りーって感じで迎むかえてくれます。

ユーノス：それ、びっくりしますよ!?

フレア：あっ、わたしは平気です。おうちでモンスターに慣れているから。

セレネ：おー、よしよしと（笑）。

ドル：ドラゴンにもビビらん。幼少期からの教育の賜たま物ものじゃな（笑）。

フレア：ところで、なにしに来たんだっけ？

セレネ：お父さんの話を聞きに来たんだよ（笑）。

フレア：あ、そうだった。お父さんはピンチなんです。話を聞かせてください。

ＧＭ：「まあ待て。その前に聞きたいことがある。お前らの父親……〝クラン＝ベルの風雲児〟は、我わが国くにに対してスパイ行こう為いを働こうとしていたというのは本当か？　スパイだったら、タダじゃおかねえぞ！」

ドル：濡ぬれ衣ぎぬじゃ！

フレア：お父さんはスパイなんてしないです！

セレネ：そんなことには興きよう味みがないんで（笑）。

ユーノス：それを調べたかったら、ガスコイン伯爵のところに行って直ちよく接せつ取り調べればいいでしょう？　聞いたところによると、あなたは皇帝直じき々じきのエージェントなのだし。

ＧＭ：「それが、ガスコイン伯爵は結構あやしくてだな……」

フレア：ほう、どうあやしいんですか？

セレネ：皇帝に対して、不ふ審しんな動きがあるってこと？

ＧＭ：すると、ジュライは話していいものかどうか悩なやんだすえに「……実はな、この国では皇帝陛下に反発や不満を持っている貴き族ぞくは多いんだ」と、語り出します。

セレネ：やっぱり。

ＧＭ：「俺サマも、風雲児がスパイって話は、どうも嘘うそなんじゃねえかと思ってるんだ」

フレア：そうですよね！　お父さんがスパイだなんて。

ＧＭ：「……だろ？　もしスパイじゃねえなら、お前たち俺サマに協力しないか？」

フレア：えっ、協力ですか？

セレネ：……整理すると、お父さんがスパイじゃないなら、潔けつ白ぱくを証明するために協力しろって、そう言っている？

ＧＭ：「おお！　そういう話だ。もし協力してくれたら、俺サマが皇帝陛下に掛かけ合って、風雲児を釈しやく放ほうしてやってもいいぜ」

フレア：おお！　ジュライさん、いい人ですね！

ＧＭ：「俺サマもいろいろと貧びん乏ぼうクジを引いてきたから……お前たちの気持ちはなんとなくわかるんだぜ」（笑）

フレア：セレネちゃん、この人悪い人じゃなさそうだよ？

セレネ：うん、そのことはプレイヤーも知っている（笑）。

ユーノス：しかし、皇帝陛下の直属とかいう情報組そ織しきが、ボクたちみたいな外国人雇やとっていいのですか？

ＧＭ：「情報部第十三班は、もう解散してるんだ。今は直属じゃねえ。だから、予算もねえんだ……」と、ドラゴンともども目を逸そらしつつ。

フレア：ああ、ここにも貧乏が（一同笑）。

セレネ：アジトがボロいのも、偽ぎ装そうじゃなかったんだ（笑）。

ドル：しかし、直属でないのなら、皇帝にも掛け合えないじゃろう？

ＧＭ：「いや、俺サマにはまだ皇帝陛下のコネがあるんだぜ！　きっと会ってくれる！」

セレネ：……つまり、皇帝直属に戻もどりたいから、手て柄がらを立てたいってこと？

ＧＭ：「……うっ、鋭するどいじゃねえか」

フレア：セレネちゃん、冷静な分ぶん析せき。

ユーノス：それこそ、自分で調べれば手柄になるのでは？

ＧＭ：「だって俺サマ、エキストラだから……」（一同爆笑）

ドル：メタなこと言うでない（笑）。

セレネ：う～ん、でも協力するってことの筋すじは通ってるのか……。

ドル：で、協力とは具体的に何をすればいいんじゃ？

ＧＭ：「ガスコイン伯爵の商館に潜せん入にゆうして、皇帝陛下への反はん逆ぎやくを証明する証しよう拠こを捜そう索さくしてほしい。きっと、なんかあるはずだ。さいわい、ガスコイン伯爵の商館じゃあ、仮面舞踏会をやっているっていうぜ！」

フレア：つまり、仮面舞踏会に乗じて調べてこいと？

ＧＭ：「おう、そういうわけだ」

セレネ：でも、その言葉がどこまで信用できるかっていう話だなぁ。

フレア：ジュライさんが下っ端すぎて、皇帝に掛け合ってもはねられるなんてことは……？

ＧＭ：「てめえ、俺サマは皇帝直属だぞ！」

ドル：〝元〟じゃろ？（笑）

セレネ：十三班は信しん頼らいできるけど、あなたはちょっと信用ができないなー。

ユーノス：じゃ、ドラゴンが「がおー、我われを信じよ」と言い出し。

セレネ：あ、じゃあ信じます。

ユーノス：ドラゴンなら信じるんですか？（笑）

セレネ：この子はエキストラじゃないし（笑）。

ユーノス：なるほど（笑）。まあ、いずれにせよ、ガスコイン伯爵のところに潜入して情報を集めるのは、こっちもやりたかったことですしね。

フレア：潜入捜そう査さって、なんかわくわくしますね（笑）。

セレネ：そうだね（笑）。

ユーノス：思ったのですが、フレアさんとセレネさんには溢あふれんばかりのスター性があるので、潜入には向いてないのでは？

フレア：そこはほら、仮面舞踏会だから仮面をつけちゃえば大だい丈じよう夫ぶですよ。

ドル：しかし、仮面で素す顔がおを隠しても、招待状がないことには入れませんぞ？

フレア：そうだ、招待状ってどうすれば手に入れられますか？

ＧＭ：その辺の潜入の方法ですが、次のシーンで説明することにしましょう。

フレア：おっ、わかりました。

セレネ：というわけで、わたしたちは協力してもいいです。

フレア：とりあえず、がんばってみまーす。

セレネ：その代わり、約束はしっかり果たしてもらうよ。

ＧＭ：「ま、まかせろ」

ドル：……本当に大だい丈じよう夫ぶかのう？

フレア：大丈夫ですよ、ジュライさんはいい人ですよ。

セレネ：それに、今疑ってもきりがないしね。

ドル：まっ、お嬢じようさま方が決めたのなら、仕方があるまい。

ＧＭ：では、話がまとまったようですのでシーンを終了します。







◆Middle 03◆潜入工作




　父を救出するための鍵かぎは、ガスコイン伯爵の商館。

　仮面舞踏会が開かれるというその場所に、うまく潜入しなくてはならない。

　宿に戻もどって、一いつ旦たん準じゆん備びを整ととのえる。




ＧＭ：それでは、ガスコイン伯爵の商館に潜入するための手て筈はずを整えるシーンとなります。一旦宿に戻ってきて、方法を相談しているところになりますかね。

フレア：わかりました。

セレネ：まずは仮面舞踏会への潜入だけど、やっぱり招待状がいるのかな？

ＧＭ：いくつか方法があります。まずは招待状を入手する。もしくは直接商館に忍しのび込こむ。あとは、仮面舞踏会で歌や音楽を演えん奏そうする芸人とかに扮ふん装そうして潜入する方法があります。これはそれぞれ判定すると、侵しん入にゆう経路を確保できます。

ドル：なるほど、判定が三つあるのか。

ＧＭ：はい。招待状の入手は【知力】、忍び込むためには【敏びん捷しよう】、芸人として潜入するためには【幸運】で、それぞれ難なん易い度どは10となっています。それで、どの方法で潜入したかによって、次に登場できる場所が変わってきます。

ユーノス：と、いうと？

ＧＭ：説明しますと、招待状だったら仮面舞踏会の会場だけ。直接商館に忍び込んだのなら、商館だけ。変へん装そうして忍び込むと、両方に登場できますが、捜そう索さくの難易度が高めに設定されています。




　まとめると、次のようになっている。




・招待状を入手する　　　　【知力】

　正面から会場には入れる。ただし、会場以外に登場できない。




・直接商館に忍び込む　　　【敏捷】

　商館の裏うら口ぐちから忍び込む。ただし、会場には登場できない。




・変装する　　　　　　　　【幸運】

　会場、商館のどちらにも登場できる。ただし、捜索の難易度が高めに設定される。




ドル：ふーむ、三者三様ということじゃな。

フレア：なら、招待状のゲットだけでも先に挑ちよう戦せんしておこうよ。失敗しても安全そうだし。

セレネ：そうだね。じゃあ、【知力】が高いわたしが挑戦してみよう。

フレア：セレネちゃんお願いー。

セレネ：（ダイスを振ふる）……16、成功。

ＧＭ：おっ、その達成値ならばっちりですね。ゴージャスサンズＦがツテを頼たよって、招待状を入手してくれます。

フレア：あっ、ありがとうゴージャスサンズＦ！

セレネ：この前の輝かがやく像ぞうといい、いろいろとお世話になります（ぺこり）。

ＧＭ：「なに、気にしないで楽しんできたまえ」と、招待状を渡わたしてくれます。この招待状一通あれば、他の人もお付きということで会場に入れますよ。

セレネ：おお、それは便利。

ＧＭ：しかし、先ほども説明しましたが、正面から潜入できる代わりに、登場できる場所は舞踏会の会場のみです。商館の他の部屋を調ちよう査さすることは、できないです。

セレネ：そう考えると、それぞれ別の手しゆ段だんで潜入した方がいいよね？

ユーノス：なら、忍び込むルートも確保しておきましょう。

フレア：じゃあ、【敏捷】が６あるわたしが直接の侵入経路を探さがしてみましょう。

ＧＭ：では、ガスコイン伯爵の商館を下見して、侵入経路を探します。さいわい、周囲に人はいません。判定をどうぞ。

フレア：とあーっ！（ダイスを振る）……16です！

ＧＭ：おお、高いですね。すると、デッドマンズが裏口から潜入するのを助けてくれます。「困こまってるんだろう？　俺たちゃ死し刑けい囚しゆうだからな。へへっ、忍しのび込こむのは得意さ」

フレア：あっ、今度はデッドマンズの皆みなさんが！

ドル：しかし、おぬしたちが死刑囚なのは、あくまでも演えん出しゆつなんじゃろ？

ＧＭ：「もちろんだ。実は、空あき巣すの前科があるだけだよ」

フレア：空き巣なんだ（笑）。

ユーノス：空き巣の前科で死刑囚とは……ずいぶんハッタリこきましたね。

セレネ：でも、今は心強い。

ドル：まっ、自称天使よりは心強い（笑）。

ＧＭ：で、商館の裏側から入る場合は、逆ぎやくに舞踏会のシーンには登場できません。しかし、商館のほかの部屋などを調べることができます。あとは、芸人として潜入する方法がありますが……。

ユーノス：なら、とりあえず振ってみましょう。（ダイスを振る）……う、合計９。

ＧＭ：芸人には変へん装そうできそうもありません（笑）。

ドル：……ふむ、わしらが潜入できるのは、商館と仮面舞踏会の会場なんじゃな？

ＧＭ：はい、そうです。

ドル：なら、仮面舞踏会組と潜入組のふた組に分かれるのじゃ。これで、どちらとも調べられるしのう。

ユーノス：やはり、ここはフレアさんとセレネさんが仮面舞踏会組、ボクとドルさんが忍び込み組ですね。

フレア：よーし、舞踏会だ。……でも、ドレスはどうしよう？

ドル：（『アイテムガイド』を見ながら）いや、ドレスは一五Ｇ、仮面は五Ｇで買えますぞ。

フレア：安っ！（笑）

セレネ：違ちがうよ、お姉ちゃん。一〇〇万Ｇの借金が法外だっただけなんだよ（笑）。

フレア：あ、そっか！　一〇〇万Ｇの借金のせいで、金きん銭せん感覚がマヒしていた（笑）。

セレネ：せっかくだから、ポメロにも仮面をつけてあげよう（笑）。

フレア：シルクハットもかぶせてみようよ（笑）。

ユーノス：ポメロがエスコート役なんですね（笑）。

ドル：では、忍び込む方は任まかせてくだされ。こう見えて、わしニンジャですからな。

ユーノス：ボクは、ドルさんに同行すると言うことで。

ＧＭ：それでは、二手に分かれることが決まったので、シーン終了です。







◆Middle 04◆仮か面めん舞ぶ踏とう会かい




　色とりどりの衣い装しように身を包んだ、仮面の紳しん士し淑しゆく女じよたち。

　フレアとセレネも、ひさしぶりにドレスを身にまとい、その中に紛まぎれ込こんだ。

　華はなやかな舞踏会の裏うらには、なにがあるのだろうか？




ＧＭ：では次のシーンです。フレアとセレネのシーンからにしましょう。ガスコイン伯はく爵しやく主しゆ宰さいの仮面舞踏会に出席しているところです。

フレア：はーい。

セレネ：さっ、ドレスも着たし仮面もつけたし。

フレア：わーい、ひさしぶり～。ずんちゃっちゃ～♪　ずんちゃっちゃ～♪

ＧＭ：会場には、もうセレブたちが集まっていて、とても華はなやかな雰ふん囲い気きです。色とりどりのドレスに仮面をつけた紳士淑女、そして並ならべられた料理の数々。

フレア：ごはんごは～ん♪（笑）

セレネ：それはうれしい。

ドル：うーむ、貧びん乏ぼう生活は脱だつ出しゆつしたはずなのじゃが（笑）。

セレネ：染しみついた生活の苦労が（笑）。

ＧＭ：ヴァンスター帝てい国こくは漁ぎよ業ぎようが盛さかんなそうなので、この会場では海産物を中心としたお食事が用意されます。

フレア：ご馳ち走そうも食べたいけど、今は調ちよう査さしないと。

セレネ：では、周りの話を聞いてみよう。

ＧＭ：そうやって、きょろきょろしていると……向こうから仮面をつけた男だん性せいがひとり、ふたりの様子に気づいてやってきます。

フレア：ほう。

セレネ：なんだろう？

ＧＭ：「これはこれは、お美しいお嬢じようさま方」と優ゆう雅がに挨あい拶さつをしてきます。仮面をつけていますが、年ねん齢れいは二〇歳はたちを出たくらいで、その身のこなしも洗せん練れんされたものです。

フレア：……美形？

ＧＭ：ええ、美形です（きっぱり）。「おふたりとも、どなたかお探さがしの方でもおいでかな？」と、言ってきますよ。

フレア：いえ、そういうわけでは。

セレネ：わたしたち、しばらくこのような場から離はなれていましたもので。

ＧＭ：「おや、そうですか。意中のお方がいないのなら、私と一曲踊おどっていただけますか？」と、誘さそってきます。

フレア：誘われちゃったよ、セレネちゃん。

セレネ：うん、断ことわる理由もないし……いいかな。せっかくだから、いろいろ情じよう報ほうを聞き出せるかも。

フレア：わたしたちでよければ、喜んでお相手いたしますわ。

ＧＭ：「おお、それはよかった」

セレネ：もしかしたら、皇こう帝ていがお忍しのびでやってきたのかなんて思ったけど……そういうわけじゃないのかな？

フレア：だとしたら大だい胆たんだよね、皇帝。

ＧＭ：（少し考えて）……わかりました、じゃあ【感知】で判はん定ていしてみます？　難なん易い度どは高めの、16ということで。

フレア：わかりました。えい！（ダイスを振ふる）……あ、クリティカル！

ＧＭ：クリティカル!?　……では、皇帝だとわかっちゃいます（一同爆ばく笑しよう）。

フレア：ホントに!?

セレネ：お姉ちゃんすごい！　美形センサーついてる（笑）。

フレア：わたし、これが皇帝だったら恋こいに落ちるって思って振ったんですよ！（爆笑）

ＧＭ：えっ、それでクリティカルしたんですか!?

フレア：なので、一ひと目め惚ぼれをします！

ＧＭ：ちょっ!?（爆笑）

セレネ：お姉ちゃんがいつもと違ちがう！

ＧＭ：……うーむ、こんな展てん開かいになるなんて、全然想定していなかった。

フレア：わたしもです（笑）。




　実は、ここで皇帝の正体がばれるなんて想定してなかったのである。判定に成功しても、「もしかしたら、皇帝かも知れませんね」とか言って誤ご魔ま化かすつもりだったのだが……クリティカルを出された以上、はっきり正体を言うしかない。

　───美形センサー、おそるべし。




フレア：でも、わたしは単に親切で美形なお兄さんだなって思います。

ＧＭ：判定に成功したじゃないですか？　皇帝ですよ!?（笑）

フレア：皇帝みたいな偉い人だと思っているけど……わたしとしては、美形であればどうでもいいので（笑）。

セレネ：そっか。お姉ちゃん的には、皇帝とかそういう地位はどうでもいいんだ。

ユーノス：なるほど、ある意味純真ですね（笑）。

ＧＭ：では、フレアとセレネを誘い、一曲ずつ踊おどります。そして、踊り終わると、少し離はなれたところで、その仮面の男……もう皇帝とばれていますが……と、歓かん談だんすることになります。

フレア：踊っている最中、足踏ふんじゃったりするのかな？（笑）

ＧＭ：そんなことはありませんよ。ご婦ふ人じんのステップをさりげなくリードする技ぎ量りようを持っていますよ、この人は。

セレネ：さすが皇帝。わたしは知らないけど（笑）。

フレア：セレネちゃん、この人なんかいい匂においがする！（一同爆笑）

セレネ：お姉ちゃんをここまでメロメロにするとは、おそるべし……（笑）。

ＧＭ：「もしかすると、おふたりもガスコイン伯爵が手に入れたという〝風雲児の秘ひ宝ほう〟を見に来られたのかな？」

フレア：〝風雲児の秘宝〟を？

セレネ：ええ、そうですわ。……ここは、適てき当とうに話を合わせてみる。

ユーノス：ちなみに、風雲児の秘宝は今誰だれが持ってるんですか？

フレア：わたしが持ってます、歯形つけちゃったけど（笑）。

セレネ：ともかく、話を聞いてみよう。ええと、〝皇帝仮面〟から。

ＧＭ：皇帝仮面ですか（笑）。

ドル：あくまでも、フレアお嬢さまが直感でわかっただけだからのう。

ＧＭ：では、皇帝仮面が事じ情じようを話してくれます。「ガスコイン伯爵は〝風雲児の秘宝〟を手に入れたそうでね。今日の仮面舞踏会では、そのお披ひ露ろ目めがあるという噂うわさなのだよ」

フレア：ほ～、そうなんですか。

ＧＭ：「実は、風雲児の秘宝は皇帝陛へい下かもご興きよう味みを示されておられるほどの代しろ物ものでね。私も、機会があればこの目で見てみたいと思っていたのだ」

セレネ：それで、お忍しのびで来たんだ。いや、わたしは知らないけど（笑）。

フレア：でも、皇帝まで興味があるんだ。お父さんの秘宝。

ドル：一代で皇帝まで上り詰つめたからシンパシーを感じているのかもしれんのう。

フレア：なるほど～。

ＧＭ：「それに、ガスコイン伯爵も何か大きなことをしようとしているらしい」

フレア：大きなことですか？

ＧＭ：「うむ、何をするつもりなのかは知らないがね。この仮面舞踏会で風雲児の秘宝をお披露目し、協力者を集めるつもりなのだろう」

フレア：そっか、それで秘宝を必要としていたんだ。

セレネ：マティアスとつるんでいた謎なぞは解とけた（笑）。

ユーノス：秘宝の力があれば、その大きなことも運がよくなって成功するので、みんな協力してくれってことですね。

ＧＭ：はい、そのとおりです。

フレア：でも、秘宝なんて全然いいものじゃないですよ～。歯形つくし（笑）。

ＧＭ：「……歯形？」

セレネ：慌あわててお姉ちゃんの口を塞ふさぎます。

フレア：もごもご（笑）。

ＧＭ：「ふたりとも、仲がよいようだね」

セレネ：では、ちょっと聞いてみよう。ヴァンスター帝国は十分発はつ展てんして、国の最高位にいるのに、皇帝陛下はまだ秘宝を求めるのですか？

ＧＭ：「野望というものは、一度手にしたら尽つきぬものなのだ」と、なにか悟さとりきったような様子で言います。

セレネ：それはそれで一理あるなぁ……。

フレア：でも、秘宝なんかより大切なものがあると思うんです！

ＧＭ：「ほほう、まるで秘宝を見てきたかのようだね」

フレア：えっと……秘宝マニアなもので！

ユーノス：秘宝マニアって……（一同笑）。

ドル：ものすごい誤ご魔ま化かし方じゃ（笑）。

ＧＭ：「たしかに、貴き族ぞくにはそういう方はたくさんおられるが」（笑）

セレネ：そうですそうです、マニアなんです。

フレア：セ、セレブですから！

ＧＭ：「ははは、おふたりの出自を疑うような真似まねはしませんよ」

フレア：ご、誤魔化せたかな？

ユーノス：仮面舞踏会ですから、お互たがい正体を詮せん索さくしないって感じですねえ。

セレネ：お姉ちゃん。せっかくだから縁えん作っとこうよ。ここでアイテムを交こう換かんするとか。

ドル：なるほど、後で会ったときに「ああ、あのときの」っていうサインになるのじゃな。

フレア：それはいい考え！

セレネ：お姉ちゃんはいつもリボンをつけてるから、それをしゅるっと渡わたしてあげるのは？

フレア：うん、そうしよう。あの、出会った記念にこれをもらっていただけませんか？

ＧＭ：「おお、これはありがとう」と言って受け取ります。こっちからも、何か渡した方がいいですかね？

セレネ：なんか付けてそうなものは……。

フレア：第二ボタン超ちようほしい！

ＧＭ：……第二ボタン？

ユーノス：学生みたいですね（笑）。

ＧＭ：「第二ボタン？　こんなものでよければ」と、ぶちっと取ってフレアに渡します。

フレア：わぁい、第二ボタン！

セレネ：よかったね、お姉ちゃん。……とは言いながら、なんだか複ふく雑ざつな気持ち（笑）。

ユーノス：さすがお姉ちゃん大好きっ子セレネさん。軽く嫉しつ妬とに燃えるのですね。

ＧＭ：……で、そんな話をして盛もり上あがっていると宴えんもたけなわとなり、主しゆ宰さい者しやであるガスコイン伯爵が登場します。

フレア：あっ、来た！

セレネ：チェックしないと！

ＧＭ：「よくお集まりいただきました、紳士淑女の皆みなさま。今こ宵よいは、存ぞん分ぶんにお楽しみいただければと思います」と、登場すると、シャンパンタワーが運ばれてきます。

ドル：今度はシャンパンタワーか。つくづく、何かを積み上げるのが好きじゃのう（笑）。

ＧＭ：ええ、そしてガスコイン伯爵が最後のグラスを慎しん重ちように積み上げると、会場からは拍はく手しゆが沸わきます。伯爵も、人生の絶頂のような顔をしてます。

フレア：伯爵、ご満まん悦えつですね（笑）。

ＧＭ：そうすると、一いつ緒しよにいた仮面の人が「ふうむ。この様子では、風雲児の秘宝を手に入れたというのはあくまでも噂うわさでしかないようだ。せっかく公開されると思ったのだが……では、私はこれで失礼させてもらうよ」。

フレア：あっ、帰っちゃうんですか。ちょっと残念。

ＧＭ：「ああ、ガスコイン伯爵の積み上げる芸を見に来たわけではないからね」

ドル：そりゃそうじゃ（笑）。

フレア：きっと、また近いうちにお会いすると思います。

セレネ：言い切った！（笑）

ＧＭ：「ほう、また会ってくださるか」

フレア：はい、そのときは本当の〝風雲児の秘宝〟をお見せできると思います。

ＧＭ：仮面の男は一いつ瞬しゆん驚おどろいた表ひよう情じようをしますが、涼すずしげな微笑ほほえみを浮うかべ「……では、そのときを楽しみにしていますよ」と言い残し、去っていきます。

フレア：はぁ、行っちゃった……。




　仮か称しよう〝皇帝仮面〟は去っていった。

　名残なごり惜おしそうに見送るフレア。

　複雑な心しん境きようでそれを見るセレネ。




ＧＭ：で、会場で挨拶したガスコイン伯爵ですが「このたび、皇帝陛下が御ご観かん覧らんなされる御ご前ぜん試じ合あいには、私がこれぞと思う選手を送おくり込こむことが決まりました。こちらがその選手、バルタートとライマールの兄きよう弟だいです！」と、御前試合に推すい薦せんする選手が入場してきます。

フレア：あっ、調べていた人たちだ！

セレネ：うん、そうだね。

ユーノス：マスターシーンで、トランプタワーやらコインタワーを崩くずした下したっ端ぱをシメていた牙爪族ケイネスのふたり組ですね。

ＧＭ：すると、このふたりが余よ興きようの代わりにデモンストレーションを始めるようですよ。

セレネ：おお、それはチェックしなければ！

ＧＭ：「さあさあ皆さま！　まずはふたりの実力をよぉ～くごらんになっていただきたい。まずは、ここに取り出したる真まっ赤かなリンゴ！　これがこのふたりの手にかかるとどうなるか！」と、ガスコイン伯爵も名調子で語り出します。
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ユーノス：伯爵、なんで口上に慣れてるんですか（笑）。

ドル：バナナのたたき売りみたいじゃのう。

ＧＭ：彼かれも商人ですので。そして、ライマールに向かってリンゴを放ほうるのです。

フレア：おっ、どうなるんですか？

ＧＭ：はっ、こうなります───。




　ガスコイン伯爵の投げたリンゴは、弧こを描えがいてライマールの目の前に落ちてくる。

　瞬しゆん間かんライマールは斬ざん滅めつ環かんという特とく殊しゆな環の形状をした武ぶ器きを構かまえ、それを空中に放られたリンゴ目め掛がけて放つ。

　───すると、空中で見事にウサギさんの形に斬られていた。




フレア＆セレネ：ウサギさんに!?（一同爆笑）

ユーノス：ただの曲芸じゃないですか!?

ＧＭ：それほどすごい使い手なんですよ、ええ。

ドル：ウサギさんなんて可愛かわいいことを言っておるが……斬滅環を使うには17レベルないといかんのじゃ。

フレア：17レベル!?

セレネ：強いですね……。

ＧＭ：「では、今度はバルタートの腕うで前まえを披ひ露ろういたしましょう！」と言うと、今度は鉄てつ製せいの箱が出てきて、その中にリンゴが入れられます。

フレア：またリンゴだ（笑）。

ＧＭ：今度はバルタートが立ち、牙爪族ケイネス特有の爪つめを、まるで弓を引くようにして構えます。

セレネ：こっちは、爪で戦う白はく兵へい戦せんタイプか。

ＧＭ：しゅっ！　と空を切る音がすると……バルタートの爪が鉄の箱を貫つらぬきます。そして、伯爵がリンゴを取り出すと……黒ずんでしゅわ～っという音を立てています。

セレネ：もしかして……毒どく？

ＧＭ：ええ、《ブロブポイズン》というものすごい毒で、スキルでは回復できなかったりします。鉄でも錆さびるくらい。

セレネ：それはキツい!?

フレア：……ふたりで顔を見合わせて沈ちん黙もくしちゃいます。

セレネ：今、リアルにプレイヤー同士で見合わせてしまった（笑）。

フレア：ど、どうしよう。あの人たちが出てくるんだ……。

ＧＭ：すると、会場は大だい喝かつ采さいです。「こんなに鋭するどい技わざの使い手が、今ならなんとたった一〇万Ｇで雇やとえます！」

フレア：ちょ、宣せん伝でんするんですか!?（一同爆笑）

セレネ：なんか、包丁セットを売る通つう販はん番組みたい（笑）。

ＧＭ：「このふたりにかかれば、どんなリンゴでも真っぷたつ！」

ドル：いや、暗殺者じゃろ？

ＧＭ：しかし、この場ではあくまでもリンゴを斬きる達たつ人じんとして紹しよう介かいします。「このふたりにかかれば、いかなるリンゴでも鮮あざやかに斬って差し上げます！」

ユーノス：片方は毒仕し込こんだじゃないですか!?（一同爆笑）

セレネ：そんなリンゴは食べたくないなぁ（笑）。

ＧＭ：「さらに、どんなに厳げん重じゆうな警けい備びがついたリンゴでも、どんなに分ぶ厚あつい鎧よろいを着たリンゴでも！　必ず、このふたりがウサギさんにしてご覧らんに入れます！」

フレア：リンゴは鎧を着ませんよ？

ユーノス：そもそも、リンゴに護ご衛えいはつけません（笑）。

セレネ：……だから、本当に〝リンゴ〟のことをいっているわけじゃないと思う。

ＧＭ：「……このふたりが、我われら帝国貴族をないがしろにする腐くさったリンゴを、見事斬り刻きざんでみせましょう。さあ、皆みなさん。どうか支し援えんのほどを！」

ユーノス：帝国貴族をないがしろにする腐ったリンゴ、ですか。

セレネ：やっぱり、リンゴって皇帝のことなんじゃないかな？

一同：皇帝暗殺!?

フレア：じゃあ、ここに集まっている仮面つけた人たちは……!?




　フレアとセレネは、会場を見み渡わたした。

　華はなやかに着き飾かざり、仮面をつけたセレブな人々。彼らは、談笑しながらもその悪意を隠し、皇帝を亡き者にしようと画かく策さくしているのだ。




セレネ：あくまでもリンゴを切る話しかしてないって、しらばっくれる気なんだよ。

フレア：なんだか、ここに集まった人たちが怖くなってきたよ……。

ＧＭ：ここで、難易度12の【感知】判定をしてみてください。

セレネ：じゃあ、わたしからやってみる。

ＧＭ：はい、どうぞ。

セレネ：（ダイスを振る）……よし、クリティカル！

ユーノス：おお、先ほどのフレアさんに引き続き。

ドル：姉妹でクリティカルとはのう（笑）。

ＧＭ：では、セレネには貴族がコソコソと話している会話が聞こえてきます。「やはり、ガスコイン伯は本気で皇帝を暗殺する気のようだ。だが、我われ々われもこのまま埋うもれてしまうよりは……」「あのふたりを御前試合に推すい薦せんしたのも、計画の一いつ環かんらしい……」

セレネ：やっぱり。御前試合で勝った選手が皇帝に声をかけてもらえるのを利用して、暗殺しようとしているんだよ。

フレア：そっか、セレネちゃん頭いい！

セレネ：もしかしたら、お父さんのせいにされるかも。

ＧＭ：スパイ容よう疑ぎがかかってますからね。

セレネ：とりあえずジュライに言った方がよさそうなのは間ま違ちがいないね。

ＧＭ：というところで、一いつ旦たんシーンを切ります。







◆Middle 05◆華か麗れいな舞ぶ台たいのその裏うらで




　ドルとユーノスは、ガスコイン伯爵の商館に来ている。

　もちろん、華はなやかな舞踏会が開かれている会場ではない。

　人目につかない、裏手の塀へいであった。




ＧＭ：それでは次のシーン、仮面舞踏会で皇帝暗殺の陰いん謀ぼうがあることが判はん明めいした。一方その頃……という具合に、ドルとユーノスが商館の裏手から、デッドマンズの手を借りて潜せん入にゆうしたところです。

ユーノス：デッドマンズが、三人で階かい段だんを作ってくれるのですね。

ＧＭ：ええ、組み体たい操そうして、塀を登っていけるようにしてくれます。

ドル：すまんのう。その上をヒラリと。

ユーノス：ボクは飛べますが、せっかくなので使わせてもらいます（笑）。

ＧＭ：まあ、エリンディルでは飛べるのも別に不思議ではないので、塀の上にも飛んで入れないような工夫がしてあるんですよ、きっと。

ユーノス：それはもっともですね。……では、塀を登って中に入っていくのですが。

ＧＭ：忍しのび足あしで商館に入っていくと、向こうからは音楽の演えん奏そうと談だん笑しようの声が聞こえてきます。

ドル：舞踏会の最中じゃな。

ユーノス：今なら、警けい備びは手て薄うすなはず。

ドル：うむ、暗視ゴーグルをつけて暗い部屋とかをガサゴソと調べるのじゃ。

ユーノス：不ふ埒らちなことを企たくらんでいるガスコインさーん、証しよう拠こはどこですか～♪
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ドル：歌うな。ばきっ！（笑）

ユーノス：あいた～♪

セレネ：なんかデコボコ泥どろ棒ぼうコンビって感じ（笑）。

フレア：ああ、あるある（笑）。

ドル：ともかく、あやしげな部屋を漁あさるのじゃ。

ＧＭ：では、ガスコイン伯爵の執しつ務む室しつにやってきました。執務室に入るとわかりますが……壁かべにはいろんなジグソーパズルが飾かざってあり、机つくえの上にはトランプタワーやらボトルシップやらが並ならんでいます。

ユーノス：これだけで、ガスコイン伯爵の人となりがわかるというもの。

フレア：細かいものが好き（笑）。

ドル：うーむ、にしても捜そう索さくしづらそうな部屋じゃ。

ユーノス：崩くずしたら面めん倒どうそうですね。

ＧＭ：では、難易度10の【感知】で判定してみてください。

ユーノス：わかりました、振ふりますよ？（ダイスを振る）……よし、達たつ成せい値ちは13です。

ドル：どりゃ！　わしは13じゃ。

ＧＭ：おお、両方とも出ましたね。すると、金庫の鍵かぎが見つかります。

ユーノス：ほほう、これですよ。金庫はどこに？

ＧＭ：判定に成功しちゃったのでわかりますが、金庫はジグソーパズルの裏です。

ユーノス：慎重にいきましょう。あの伯爵がぶち切れると厄やつ介かいそうです。

ドル：そうじゃな。部屋に痕跡を残さないよう、金庫を開けるぞ。

ＧＭ：すると、中にあやしげな書類が一枚まい入っていますね。

ユーノス：これは見るからにあやしげー♪

ドル：だから歌うな、バシン！

ユーノス：あうあう（笑）。

ドル：どんなものじゃ？

ＧＭ：はっ、ガスコイン伯を盟めい主しゆとした貴族たちの連れん判ばん状じようのようです。

フレア：おおー、連判状！

ＧＭ：ええ、つらつらと有力な貴族の名前が書かれていますが……ただ、なんの計画のものかは、ぼかして書いてありますね。

ドル：なるほど、この連判状とお嬢さまたちが聞いた皇帝暗殺の話を一緒にすると……全ぜん貌ぼうが見えてくるんじゃな。

ＧＭ：ええ、そうですね。こうして連判状にみんなが名前を書いて計画に荷か担たんしているので、誰だれかが捕つかまっても一いち蓮れん托たく生しようで、裏うら切ぎらないっていう証あかしです。

ドル：では、連判状をくるくると丸めて懐ふところに仕し舞まおう。

ユーノス：これは、立りつ派ぱな証拠になりますね。ジュライに渡わたせば、皇帝に掛かけ合あってくれるはず。

ドル：ともかく、必要なものは見つけたし、脱だつ出しゆつじゃな。

ＧＭ：では、ドルさんが脱出しようとすると、「旦だん那なさま～、旦那さまいらっしゃるんですか～？」と、コンコンとノックの音とともに、使用人らしき声が聞こえてきます。

ユーノス：はっ!?　ボクが歌ったから！

ドル：急いで隠かくれるのじゃ！

ＧＭ：では、【感知】で判定してください。目もく標ひよう値ちは……秘ひ密みつとしましょう。

ドル：【感知】じゃな？　……たあ！　おお、クリティカルした！

ＧＭ：うお、すごい！　フレアとセレネに続いてドルまで！

ユーノス：（ダイスを振る）ボクは、15です。天てん井じようにしゅたっと飛んで隠れます！

ドル：15なら、結けつ構こう高いな。大だい丈じよう夫ぶじゃろう。

ＧＭ：そうすると、どっちとも成功ですね。「おや、誰もいないのか？　声が聞こえたような気がしたのだが……」と、使用人は部屋を見回ります。

ユーノス：どきどき。

ＧＭ：そこで、ユーノスの羽根が落ちていることに気づき───。

ユーノス：はっ、ボクの羽根が!?

ＧＭ：「やれやれ、旦那さまも羽根ペンを落としたままにしておくなんて、らしくない」と言って片かたづけます。実は、難易度は10でした（笑）。

ユーノス：ほっ、ひとまず安心ですね。

ドル：では、使用人が去っていくと、壁がピロッとはがれて、わしが登場する。

ＧＭ：さすがニンジャ。

ドル：というわけで、ふたりは無事商館から脱出します。外で待っていたデッドマンズから「どうだった？」と聞かれますよ。

ドル：うむ、収しゆう穫かくはあった。礼を言うぞ。

ＧＭ：「よっしゃ、ずらかるぜ」

ユーノス：きっと、連判状がなくなったことがわかると大おお騒さわぎになるでしょうね。

ドル：じゃな。早めになんとかせねば。

ＧＭ：というわけで、デッドマンズとともにずらかると、このシーンは終しゆう了りようとなります。







◆Middle 06◆暗殺計画




　仮面舞踏会から帰ってきた、フレアとセレネ。

　そして、ガスコイン伯爵の執務室に忍しのび込こんだドルとユーノス。

　お互たがいの情報を確かく認にんするため、宿屋に戻もどってくるのだった。




ＧＭ：それでは、次のシーンになります。仮面舞踏会から戻ってきたフレア＆セレネ組と、商館に忍び込んだドル＆ユーノス組が宿に戻って合流するところです。

セレネ：はい。

フレア：戻ってきましたー。

ドル：わしらも戻ってきましたぞ。

フレア：ドルさん、お帰り。

ドル：ふふふ、収しゆう穫かくはありましたぞ。

ユーノス：ふたりでがんばりました。

フレア：さすがドルさん！

セレネ：ちょっと外の様子を気にしてみよう。尾つけられてないかな？

ＧＭ：もうすっかり夜よ更ふけですが、誰かが尾び行こうしている気配はないです。

ドル：そちらの方は、どうでしたかな？

セレネ：ガスコイン伯爵は、御前試合を利用して皇帝を暗殺しようとしているみたい。

ドル：なんじゃとー!?　わし、びっくり。そこではっとして、この連判状は……と、取り出すのじゃ（笑）。

ユーノス：フレアさんとセレネさんがもたらした情報と、この連判状を合わせれば、ガスコイン伯の罪ざい状じようはばっちりですね。

ドル：うむ、皇帝暗殺の陰謀の動かぬ証拠じゃ。これで旦那さまも容疑が晴れて、釈しやく放ほうされるに違ちがいない。

フレア：うん、うん！

ドル：うむ、これでシナリオは解かい決けつ、エンディングフェイズに……というわけには、いかんよな？（笑）

ＧＭ：ええ、まだ証拠がそろっただけですから。

フレア：この証拠を、どう使っていくってことなのかな？

セレネ：なら、やっぱりジュライに渡せばいいと思うんだけど。

フレア：そっかそっか、じゃあ、ジュライさんのところに持って行きましょう。

ＧＭ：では、相談がまとまったところで一回場面を移しますね。




＊　　　＊　　　＊




　皇帝暗殺という陰謀の証拠を掴つかんだコロローナ商会は、ジュライのアジトへと向かう。

　後は、この証拠が皇帝に届とどけば、事じ態たいは解決するはずだ。

　そんな希望を持って、ジュライのアジトにやってきた───。




ＧＭ：というわけで、秘密基き地ち風のジュライのアジトにやってきました。

フレア：秘密基地といっても、子こ供どもが作った秘密基地ですよね？（笑）

ＧＭ：はい、そのとおりです（笑）。

セレネ：ともかく、早くジュライに渡わたそう。

フレア：ジュライさんジュライさん、いますかー？

ＧＭ：すると、「おっ、なんだ？」とがさがさアジトの中を片かたづけながら出てきます。

フレア：女の子の部屋っぽくないんですね（笑）。

ＧＭ：彼女もまた不ふ遇ぐうの身でして（笑）。

ドル：とりあえす、ごほんと咳せき払ばらいをしつつ……。

ＧＭ：「すまねえな、散らかっていて。で、収穫はあったのか？」

ドル：ガスコイン伯爵のお宅たくを探していたら、こんなものを見つけてしまったのじゃ。そう言いつつ、連判状をぴらりっと取り出す。

ＧＭ：「おっ、それは連判状！　動かぬ証拠じゃねえか！」と、さっそく受け取ろうとする。

ドル：いや、まだ渡さん。もう一回確認するが……情報と証拠を渡せば、うちの旦那さまを解かい放ほうしてくれるんじゃろうな？

ＧＭ：「おう、約束するぜ。連判状があったということは、陰謀がある証拠としてはまず間ま違ちがいねえ。くわしく見せてくれ」

ドル：うむ、見るだけならな。

ＧＭ：そうすると、ジュライは黙だまって連判状の名前をチェックしているんですが、慌あわてて言います。「こ、これは!?　まずいぞ、皇帝陛下直ちよく属ぞくの側そつ近きんの名前まであるじゃねえか！」

フレア：えっ、そうなんですか！

ドル：その側近というのは、どういうヤツじゃ？

ＧＭ：「各種の報ほう告こくは、こいつを通さないと陛下のお耳に届とどかないようになっている」

セレネ：そんな近くの人まで！

ドル：……なるほどのう。しかし、そんな状じよう況きようでこの陰謀は阻そ止しできるのか？

ＧＭ：「ゲッヘッヘッヘッ！　安心しろ！　この俺サマは、なにせ皇帝陛下直属の情じよう報ほう部ぶ第十三班のエージェント！　俺サマが直ちよく接せつ渡せば問題は解決だぜー！」

ドル：たしかに、こいつがわしらのために働く保証はないのう……。

セレネ：だったら、ドラゴンに人ひと質じちになってもらうとかは？

ユーノス：なるほど、連判状が皇帝に渡り、風雲児が釈放されるまでドラゴンを預あずかると。

ＧＭ：「うっ、ドラゴンは俺サマにとって大切なデータの本体!?」

ドル：だから、メタなことを言うな（笑）。

フレア：というわけで、ドラゴンを預かりましょう。

ドル：うむ、その条件なら連判状を渡すぞ。

ＧＭ：「……お、おう。わかった。だがこの連判状さえあれば、ガスコイン伯爵の陰謀が明らかになり、俺サマの評ひよう価かもうなぎ登り、そのうえ風雲児もすぐに釈放だぜ！　ゲヘヘヘ」

フレア：よいことずくめですね。

セレネ：うーん、なんかうまく行きすぎているような……。

ユーノス：ははは、セレネさんは心しん配ぱい性しようですねえ。

セレネ：だって、借金返したと思ったらその十倍の身みの代しろ金きんが必要になって、マティアスの顔を見なくてよくなったと思ったら、直後にやってきたし（笑）。

フレア：もう、セレネちゃんは幸せが素す直なおに信じられなくなっているんだね（笑）。

セレネ：幸せが怖こわい（笑）。

ＧＭ：今までの苦労が忍しのばれる発言です。

ドル：そういうシリーズじゃからな（笑）。

ＧＭ：しかし、ここで異い変へんが！

ドル：なにっ!?




「見つけたぞー、皇帝の犬めー！」

　とのかけ声とともに、ドカドカと踏ふみならされる無数の靴くつ音おと。

　ジュライのアジトは、数十名の兵士に包囲されていた。




フレア：外の様子を見てみます！

ＧＭ：そこには、ガスコイン伯爵が、数十名の私し兵へいを率ひきいてやってきています。

ドル：もう囲まれてしまったのか？

ＧＭ：ええ、逃にげ道みちは塞ふさがれています。「さあ、おとなしく出てきてもらいましょうか。旧第十三班のエージェント！」

ユーノス：もう身元がばれてますよ、ジュライさん？

ＧＭ：「うう、やべえ！　……ここは俺サマだけでも！」と、窓まどからダイブ！

フレア：あっ、逃にげた!?

ＧＭ：「ゲヘヘここまで逃げればうわーくそー放はなせー！」

セレネ：捕つかまるの早すぎ!?（一同笑）

ＧＭ：そりゃ、エキストラですからね。

フレア：そうだった、肘ひじ打うち避よけられない人だった！（笑）

ＧＭ：捕まったジュライに対し、ガスコイン伯爵が詰つめ寄よります。「さて、さっそく連判状を返してもらおうか」と、ジュライから連判状を奪うばおうとします───が！

フレア：が!?

ＧＭ：ジュライは、ガスコイン伯爵の手に噛かみつきます。がぶっ！

セレネ：噛んだ!?

ＧＭ：「ぎゃああああ！」と、声を上げて叫ぶ、ガスコイン伯爵。その隙すきに連判状を「後は任まかせたぜー！」と、放り投げます！

一同：あああああっ!?（爆笑）

ＧＭ：というわけで、キャッチするために【敏びん捷しよう】で判定してください。難易度は10！

ユーノス：おまかせを！　ユーノスゥゥゥッ、ウィィィィィング!!（笑）

一同：飛んだ!?

ユーノス：（ダイスを振る）達成値は15。よっしゃ、キャッチ可能！

フレア：ユーノスさんナイスキャッチ！

ＧＭ：「それを、皇帝陛下にー！」

ドル：……すると、ガスコイン伯爵の狙ねらいは、わしらになるのでは？

ＧＭ：もちろんですよ。「連判状はあそこだー、あいつはコロローナ商会のユーノスだっ!!」

ユーノス：はっ、何故なぜボクの名前がばれた!?

ドル：自分の名前を叫さけんだからじゃ!!（一同爆笑）

ＧＭ：「フレアとセレネのふたりもいるぞ！　逃がすなー！」と、ガスコイン伯爵が。

フレア：うわーん、ばれてる～!?

ドル：むう、これはいかん！　お嬢さま方、急いで逃げますぞっ!!

フレア：に、逃げます！

セレネ：ジュライは？

ドル：連判状がこっちにあるかぎり、殺されやせんでしょう！　それに、皇帝を守りたいジュライのためにも！

フレア：わかりました。後は任せて、ジュライさん！

ＧＭ：そして、ドラゴンが暴あばれて兵士たちを足止めします。きしゃー！

セレネ：ありがとう、ドラゴン！

ドル：というわけで、ひとまず退たい散さんじゃ！




＊　　　＊　　　＊




　コロローナ商会の一同は、ジュライから託たくされた連判状を持ってその場を逃げ出した。

　追ってくる兵士を振ふり切きって、街の裏路地に身を隠かくす。

　しかし、向こうも警けい戒かいして、街中に網あみを張はっているようだ。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：そんなわけで、ジュライのアジトから逃げ出して一旦近くの裏路地に身を隠しました。兵士たちも「どこにいった？」と、きょろきょろと捜さがしております。

ドル：うーむ、逃げ出したのはいいが……このままずっと隠れているわけにはいかん。

セレネ：宿に帰ったら、まずいかな？

ＧＭ：そうですね、兵士たちが張はり込こんでいるようです。

フレア：もう、身元割われちゃってますしね。

ドル：……しかし、まずいですぞ？　この街では、他に隠れる場所などしらんからな。

ユーノス：余所よそ者ものですしね、ボクたち。

フレア：うーん、どうしよう？

ＧＭ：では、ここで【幸運】判定をしてみてください。達成値によってイベントが起こります。

ドル：おっ、判定か？　なんか起こるようじゃな。

フレア：（ダイスを振る）……低いです、５です。

ユーノス：ボクは、11です。

ドル：わしは９じゃ。

セレネ：……よし、ダイス目11で、達成値は15。

ドル：一番高い達成値はセレネお嬢さまの15ですな。

ＧＭ：では、「おい、そこの！」と、背はい後ごから声がします。

フレア：びくっ！

セレネ：振り向いてみるけど……。

ＧＭ：そこにいたのは、クールフィッシャーマンズの面々です。

フレア：ああっ！

セレネ：そういえば、ヴァンスター帝国の出身だった！

ＧＭ：ええ、彼らの地元ですよ。「おめえさんら、どうした？　デッドマンズから、商館から脱出した後、まだ戻ってねえって聞いたから、心配して探しに来たぜよ」

ドル：簡かん単たんに事情を語ろう。……かくかくしかじかというわけなのじゃ。

フレア：そうそう、ガスコイン伯爵という悪い人に追われているんです。

ＧＭ：「そりゃあ、難なん儀ぎじゃのう。わしらに任せとき」と、協力してくれるようです。

フレア：よかった、信用してもらえる。

ＧＭ：「この街には、知り合いも多いぜよ。ひとまず、そこに匿かくまってもらうけえ」

フレア：ごめんなさい、あなたたちに迷めい惑わくを。

ＧＭ：「いいってことよ」

ユーノス：ボクは、感かん謝しやの意を込こめて、海の男の歌を捧ささげましょう。

フレア：きっと、演えん歌かですね。

セレネ：それで、なんとかやり過すごせるんですか？

ＧＭ：ええ、街外れの魚さかな屋やに逃にげ込こめます。

フレア：魚屋？

ＧＭ：「わしらが普ふ段だん魚を卸おろしているところぜよ」

フレア：ああ、なるほど！

セレネ：ありがとう、クールフィッシャーマンズの皆さん。

フレア：うんうん。

ＧＭ：「いいってことよ。困こまったときはお互たがいさまぜよ！」

セレネ：じーんとくるなぁ。

ユーノス：海の男は頼たよりがいがありますね。

ＧＭ：そんなところで、一いつ旦たんシーンを終了しますね。

フレア：はーい。







◆Middle 07◆追われ追われて




　クールフィッシャーマンズに助けられたコロローナ商会。

　彼かれらに案内されてやってきたのは、彼らが馴な染じみにしているという魚屋だった。

　外は、ガスコイン伯はく爵しやくの雇やとった私し兵へいたちが、フレアたちを探さがしているようである。




ＧＭ：そんなわけで、クールフィッシャーマンズの手引きで、ヴァンスター市街の魚屋に避ひ難なんすることができました。

ドル：（身を隠かくしながら）こう、そっと窓まどから外の様子を窺うかがってみるのじゃが？

ＧＭ：さすがに、この辺までは追ってこないようです。魚屋の主人も、事じ情じようを知って快こころよく匿かくまってくれます。

セレネ：人の情けが身にしみる（笑）。

フレア：ありがとう、魚屋さん。

ドル：さて、まずは状じよう況きようを整理いたしますぞ。

フレア：皇こう帝ていの側近にも悪い人がいて、連れん判ばん状じようを持って行っても駄だ目めなんですよね？

ドル：うむ、握にぎり潰つぶされてしまいます。

セレネ：それに暗殺計画もあるよ。例の双子が、御前試合に送り込まれてる。

フレア：そうだった！　ど、どうしよう!?

セレネ：うん。皇帝に連判状を渡すためにも、暗殺を阻そ止しするためにも……わたしたちが試合に出て勝てばいいんだよ。

ユーノス：なるほど、あの暗殺者の双子は、試合に勝たないと皇帝に近づけませんしね。

ドル：そして試合に勝てば、皇帝に連判状を渡す機会が生まれるのじゃ。

フレア：そっか、わたしたちが勝てばいいんだ。皇帝のためにも、お父さんのためにも。

ドル：……そのとおりですが、ひとつ問題がありますぞ。

フレア：どういうことですか、ドルさん？

ドル：あの双子は、暗殺者だということです。もし対戦することになったら、間違いなくわしらの命を狙ってくるでしょうな。

フレア＆セレネ：う……。

ドル：それでも、よろしいのですかな？




　今まで、フレアとセレネが戦ってきたのは、とどめを刺すことが禁じられているコロシアムだった。

　しかし、今度は違う。

　相手は、皇帝を亡き者にしようと企む暗殺者だ。

　陰謀を知った相手を、生かしてはおかないだろう。

　ぞっとして、小さく身を震わした双子。

　だが、それでも───。




フレア：そ、それでも、戦います！

セレネ：……そうだよね。そうしないと、お父さんも助けられない。

フレア：ありがとう、セレネちゃん。

セレネ：お姉ちゃんと、わたしの想いはいつでも一緒だよ……。

フレア：セレネちゃん……。

ＧＭ：では、そんな風にいろいろ考えているところに訪ほう問もん者しやがやってきたようです。

フレア：おや、誰だれだろう？

ドル：もしや追っ手か？

ＧＭ：追っ手ではないようです。「クールフィッシャーマンズから聞いたわよ」と、やって来たのはカタリーナです。

フレア：あっ、カタリーナちゃん!?

セレネ：意外な人が来た（笑）。

ＧＭ：彼かの女じよも、遠えん征せいに参加していたんですよ。サントスに無理言って。

フレア：そういえば、闘とう技ぎ場じようデビューしたんだった。

セレネ：それで、わたしを引ひき抜ぬこうとしたんだよね（笑）。

ＧＭ：「……そ、その話は、その、悪かったですわ」と、ばつが悪そうに言います。

フレア：あ、ごめんね。

セレネ：しおらしくなると可愛かわいい（笑）。

ＧＭ：「お父上の件けんで、ガスコイン伯爵に追われているんですってね。だから、様子を見に来たのよ。ともかく無ぶ事じなようで、安心しましたわ」

フレア：うん、いろいろ大変なんだけど。

ドル：おっと、これは聞いておかんと。カタリーナよ、宿にコロローナ商会を探さがしに来た連中はおらんかったかのう？

ＧＭ：「……ええ、来てたわ。あなたたちを探していたようよ。もちろん、わたくしたちは黙だまっていましたわ」

フレア：ありがとう、カタリーナちゃん。その友ゆう情じよう、プライスレスです！

ＧＭ：「プライスレス……なんのことかしら？」と首をかしげますが（笑）。

セレネ：こっちのことです（笑）。

フレア：ねえ、カタリーナちゃん。わたしたち、皇帝に会わなくちゃいけないんだよ。だから、御前試合に出たいの。

ＧＭ：「……事情は聞きましたわ。サントスに繋ぎをつければ、試合の方は大だい丈じよう夫ぶなはず」

ユーノス：そうと決まれば、後はサントスにお願いして、御前試合出場の手て筈はずを整ととのえてもらわないと。

ＧＭ：「わかりましたわ。わたくしがサントスに掛け合ってみましょう」

フレア：うん、お願いね。

ＧＭ：「でも、もう時間はないわよ？」

フレア：えっ、そうなの？

セレネ：御前試合って、そういえばいつやるんだっけ？

ＧＭ：「……明日よ」

フレア：え？

ＧＭ：「だから、御前試合はもう明日よ！」

フレア：えええええええ～っ!?

ドル：おい、そんな日につ程ていなのか？

ＧＭ：「なんでも、急な予定変へん更こうが皇帝の側近から提てい案あんされたという話ですわ」

セレネ：ということは、やっぱり……。

ドル：むおおおお～、ガスコイン伯爵が手を回したんじゃ！

ユーノス：くそう、ただの切れやすいインテリ貴き族ぞくじゃなかった！

セレネ：……でも、逆ぎやくに言えば、今夜一ひと晩ばん乗のり越こえれば、試合にはいけるよ。

ユーノス：おお、ポジティブ！

ＧＭ：「サントスが言うには、第二試合が未定だそうですわ。コロローナ商会がエントリーするチャンスですわね」

フレア：その試合に勝てば、後は皇帝陛へい下かにお願いできるよ。ほら、わたしたちには風雲児の秘宝があるし。




　そう言って、フレアが差し出したのは、歯形がついた一Ｇコイン。

　皆みなちょっとだけ渋しぶい顔をした。




フレア：……自分で出しておいてなんだけど、信じてもらえるかな、これ？（笑）

セレネ：歯形がついたコインだものね。

ドル：いやいや、心配ないですぞ？

フレア：というと？

ドル：幸運を呼よぶ風雲児の秘宝を持っていたから、試合に勝てた、そう言えばよいのじゃ。

フレア：そっか、それでいいんだ！

セレネ：わたしたちが勝てば、秘宝の力が証しよう明めいされるんだ。

ユーノス：というわけで、話がまとまりました。カタリーナさん、すみませんがサントスに伝えてください。

ＧＭ：「わかったわ、任せておきなさい」

ドル：フッ、カタリーナよ。わしは、君のことを誤ご解かいしておったようじゃ（笑）。

ＧＭ：「そう？　ワリを食うことのよさを教えてくれたのは、他ならぬあなたですわよ」

フレア：おお、なんかいい感じ。

セレネ：たまに食べるワリはおいしい（笑）。

ＧＭ：「その代わり、当日はちゃんと皇帝の城しろまで来るのよ？　御前試合は、正午から始まるわ。もし間に合わなかったら……すべてが台なしになりますわ」

フレア：そ、そうだね。ちゃんと行くよ。だから待ってて！

ＧＭ：方ほう針しんが決まったところで、カタリーナは急いでサントスのもとへ向かっていきます。




　フレアとセレネのため、カタリーナは走る。そして、一度だけ振ふり返かえる。

「………待ってますわよ？」

　そう呟つぶやいて、ふたたび駆かけていくのだった。







◆Middle 08◆ふたりの時間




　魚屋さんのご厚こう意いで、フレアとセレネはお風ふ呂ろをいただくことになった。

　ふたりでゆっくりとお湯に浸つかり、旅の垢あかと疲つかれを落とす。

　明日は、いよいよ決戦の日だ。




ＧＭ：では、次は御前試合当日になりますが……その前に何かやっておくこととかありますか？

フレア：出撃前に、セレネちゃんと一いつ緒しよに気合いを入れたいです。

セレネ：それじゃあ……お風呂は入れます？

ＧＭ：お風呂シーンですか？（笑）

セレネ：そう、お姉ちゃんと一緒に入りたい（笑）。

フレア：あっ、それいいね、一緒に入ろう。

ＧＭ：わかりました。では、魚屋さんが用意してくれたということで。




　そんなわけで、ふたりは一緒に湯船に入る。

　陰いん謀ぼう渦うず巻まく御前試合の前日。

　リラックスできる、ほんの少しの時間をふたりきりで過すごしたかった。




フレア：はーっ、いいお湯……って言って、浸かっているんですね（笑）。

セレネ：せっかくだから、ポメロもつれてこよう。

ＧＭ：では、ポメロはプカプカ気持ちよさそうに浮ういています（笑）。
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セレネ：お姉ちゃんの胸むねも浮くよね。

ＧＭ：いやまあ、たしかに浮きそうではありますが（笑）。

フレア：浮きまーす（笑）。

ＧＭ：まあ、そんなこんなでお風呂はいいお湯ゆ加か減げんです。

セレネ：じゃ、今回のことをいろいろ思い返してみよう。借金返して、暮くらしも楽になると思ったのにね、お姉ちゃん。

フレア：うん、なかなかうまくいかないよね。

セレネ：それと、力押おしでここまで来たけど……あの双ふた子ごの暗殺者は強そうだね。

フレア：よく斬きれる輪っかと、毒どくの爪つめはちょっと怖こわいかなー？

セレネ：うん、すごかったよね、あのデモンストレーション。鎧よろいを着ていても、鎧ごと貫つらぬいちゃうよ。あんなのがお姉ちゃんに当たったら……。

フレア：平気平気、よく考えたら、わたしって鎧を着てないし。

ドル：おお、それなら鎧が溶とけることはない（笑）。

セレネ：あはは、そうだったね（笑）。

フレア：だから、いつもみたいに戦えばいいんだよ。

セレネ：そうだね、いろいろ不安はあったけど……お姉ちゃんを見てると大だい丈じよう夫ぶって気になってくる。

フレア：それならよかった。

セレネ：……でも、本当にお父さんに会えるかな？　ちょっと弱気になってみる。……本当のことを言うと、シリーズ最終回なのに、お父さんに会える気が全然しない（一同笑）。

フレア：大丈夫だよ、お父さんは風雲児だから！

ドル：理由になっておらん（笑）。

ユーノス：ですが、フレアさんの自信だけは伝わってきますよ。

ドル：うむ、そういう意味ではいいセリフなんじゃが（笑）。

フレア：えっ？　もう少しでお父さんに会えると思っているけど、わたしだけ!?（笑）

セレネ：あ、ごめん。お姉ちゃんが会えるって言うなら、きっと会えるよ。

フレア：きっと、お父さんも今いま頃ごろ脱だつ獄ごくしようとがんばってるはず。

一同：脱獄!?（爆ばく笑しよう）

セレネ：やっぱり、おとなしくしてないんだ（笑）。

ドル：父の脱獄を健けな気げに祈いのる娘むすめというのも、どうかと思うのじゃが（一同笑）。

ＧＭ：では、今頃ダイスを積み上げているガスコイン伯爵のところに「風雲児の野や郎ろう、また脱獄しようとしましたぜ！」と、報ほう告こくが入ったりして（笑）。

フレア：また、積んだものを崩くずされてキレちゃうんですね（笑）。

ＧＭ：そういう性せい格かくですので（笑）。

フレア：でも、お父さんに無事でいてもらうためにも、試合に勝ってお父さんを助けなきゃ。

セレネ：そうだったね、立ち止まっている暇ひまはないよね。

フレア：わたしたちはお父さんの設せつ計けいした迷めい宮きゆうを突とつ破ぱして、風雲児の秘宝を手に入れたんだから……きっと勝てるよ。

セレネ：そうだね。

フレア：それに、わたしたちにはドルさんも、ユーノスさんもいるし。Ｆリーグのみんなだって、応おう援えんしてくれるよ。

ＧＭ：そこで、お父さんの手紙の一節が。

セレネ：ああ、友情はプライスレス！

フレア：そうそう！　きっとそれを思い出せば戦えると思う。風雲児の秘宝は、プライスレスな友情の力だから！




　風雲児の秘宝は、たった一枚まいのコイン。

　だが、それを得るためには多くの絆きずなが必要だった。

　その価か値ちは、プライスレス。

　だからきっと、どんな困こん難なんにだって立ち向かえるはずなのだ。




フレア：というわけで、十分気合いが入りました！

セレネ：右に同じです。

フレア：みんなでがんばれば、きっと乗り切れる。ガスコンロなんて怖こわくない！

ＧＭ：えー、ガスコインです（笑）。

フレア：そういう細かいことはどうでもよくなりました。

ＧＭ：細かいことが好きなガスコイン伯爵が聞いたら、激げき怒どしそうですね。

セレネ：たしかに（笑）。

ドル：と、お嬢じようさま方が決意をする声が、風ふ呂ろ場ばから聞こえてくるので、ほほえましく思いつつ眠ねむりにつくのであった（笑）。

ユーノス：ボクも、なんとなくその声を聞いて、リュートを奏かなでましょう。

ＧＭ：そんな雰ふん囲い気きの中、夜は更ふけていく、ということでシーン終しゆう了りようです。

フレア：はーい。







◆Middle 09◆決戦の日




　御前試合当日の朝───。

　フレアたちはコロローナ商会の旗はたを掲かかげ、会場となる皇帝の城を目指す。

　皇帝暗殺阻止のため、また父を救うため、なんとしても勝たねばならない。




ＧＭ：それでは、大会当日の朝となりました。正午には御前試合が開かい催さいされます。

フレア：は、はい。

セレネ：いよいよですね。

ＧＭ：コロローナ商会が参戦するのは、第二試合となっています。しかし、それまでに会場となる皇帝の城に到とう着ちやくしなければなりません。そして、出発する時間がやってきました。

ドル：わしらも、出発の準じゆん備びはできておるぞ。

ユーノス：ええ、ばっちりです。

フレア：わたしも、ぶんぶん素す振ぶりしながらやる気満々です。

セレネ：あと、《ギルドシンボル》の旗も掲げないと。

フレア：そうだった。せっかくだから、堂々と掲げましょう！

ＧＭ：では、《ギルドシンボル》は、フレアが持っていることになるわけですね。

フレア：はい、わたしが一いつ生しよう懸けん命めい守ります。

ＧＭ：あと、確かく認にんしておきますが、連れん判ぱん状じようは誰だれが持つことにしますか？

ドル：たしか、ユーノスが最後にキャッチしたのは覚えておる（笑）。

ユーノス：ええ、ボクが華か麗れいにキャッチしました。

ドル：しかし、これはセレネお嬢じようさまが持っておった方がよいでしょう。

ユーノス：そうですね。防ぼう御ぎよ力りよくの面からも、皇帝に直じき訴そする立場からも。

セレネ：はい、わかりました。受け取ります。

フレア：じゃあ出発するときに、わたしは一度だけ風雲児の秘宝を取り出します。

ＧＭ：そこで、父の想おもいが宿った一Ｇコインを握にぎりしめるわけですね。

フレア：はい。お父さん、見守っていてねと祈いのりつつ。

セレネ：行こう、お姉ちゃん！

フレア：うん、コロローナ商会の旗を風になびかせて出発します！




　コロローナ商会の旗を掲げるフレアを先頭に、セレネ、ドル、ユーノスが続く。

　皇帝が観かん覧らんする御前試合に出場するため、ヴァンスターの街中を意い気き揚よう々ようと進んでいく。

　皇帝暗殺を阻そ止しするため、そして父を救うために───。

　その先に、何が待ち受けていようとも。




ＧＭ：では、コロローナ商会が旗を掲げて皇帝の城へと進んでいます。すると、路地の方から「いたぞー！」という声が上がります。

フレア：あっ、さっそく！

ＧＭ：潜せん伏ぷくしたコロローナ商会を探していた、ガスコイン伯爵の私し兵へいたちです。「あのギルドシンボルは!?　見つけたぞ、コロローナ商会」と、ドドドドッと集まってきます。

ドル：おお、さっそく来おったわい（笑）。

ＧＭ：追われる身なのに白昼堂々と《ギルドシンボル》を掲げていますからね（笑）。

ユーノス：ともかく、この私兵たちはボクたちを会場に向かわせない気ですか？

ＧＭ：ついでに、あわよくば連判状を取とり戻もどそうとしているようですね。

フレア：ひょっとして、戦せん闘とうですか？

ＧＭ：いえ、私兵を振ふり切きって会場にいけるかどうかは、ＦＳ判はん定ていとします。

フレア：おお、なるほどー。

ＧＭ：んで、ＦＳ判定の内ない容ようはこうなっております。
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ドル：おお、好きな能のう力りよく値ちで判定してよいのじゃな。

フレア：なら、わたしは【筋きん力りよく】です。

セレネ：わたしは、【精せい神しん】かな。

ユーノス：ボクも、【精神】が７で、そのうえ《ハードマインド》の効こう果かで、３Ｄを振ることができるので。

ドル：【精神】の判定なら、なんでも３Ｄになるのか。やるではないか、ユーノスよ。

ユーノス：ははは、今日はソウルフルにいきますよ！

ＧＭ：「なんだかよくわからん連中だが……会場には向かわせるなー！」と、私兵たちはスクラム組んで押おしとどめる気です。

セレネ：スクラムって（笑）。

フレア：絶ぜつ対たいに会場に辿たどり着つくから！

ユーノス：その先には、美形な皇帝が待っている（笑）。

フレア：そうだった！　待っててね、わたしの王子様。

セレネ：お、王子様!?

ＧＭ：皇帝なんですが（笑）。

フレア：わたしの中では、あんまり変わらないです（笑）。

ＧＭ：では、フレアの気合いが入ったところで、始めましょうか。ちなみに、３ラウンド以内に辿り着けない場合、試合が始まってしまい、不戦敗となりますからね。

フレア：よーし、行くぞ！




▼第１ラウンド

ＧＭ：それではラウンド進行となり、判定は【行動値】順になります。

フレア：【行動値】は８です。

ユーノス：12です。

セレネ：わたしは10です。

ドル：９じゃ。




行動値

　ユーノス　　　12

　セレネ　　　　10

　ドル　　　　　９

　フレア　　　　８




ＧＭ：そんなわけで、セットアップです。

ドル：ここは、特に行動が速い必要もなし。《ヘイスト》も理知の宝ほう玉ぎよくも必要ありませんな。温おん存ぞんするのじゃ。

セレネ：そうですね。特に使用するものはありません。

ユーノス：では、ボクから行こうじゃないですか！　そこのあなた！　と、私兵たちを指差しますよ。

ＧＭ：「おっ、おお……なんだ？」

ユーノス：こんなくだらない妨ぼう害がいなどしないで、ボクの曲を聴きいて感動しなさい！

セレネ：感動させるんだ（笑）。

ユーノス：ボクの音楽は人の心を変える！　というわけで……ダイス目は、３Ｄ振ふって５。

ＧＭ：そのダイス目は、あまり心に響ひびきませんね（笑）。

ユーノス：たしかに達成値は難易度ぴったりの12ではありますが、振り直せばこれよりいい目が出るはず。フェイトを消費して振り直します！　……今のは、ほんの小こ手て調しらべさ。

ＧＭ：ほほう、ではどうぞ。

ユーノス：（ダイスを振る）……よし！　ほら来た、クリティカル!!

フレア：わー！　クリティカルだ！

ＧＭ：それは……心に響きますね。私兵たちも、思わず聴き入ってしまいます。

ユーノス：わかりました。よっ……あ、１（笑）。

ドル：むおっ、せっかくのクリティカルが！

ユーノス：進行値は３です。フッ、ボクのオンステージは、まだまだこれからですよ？

フレア：なんか格かつ好こうをつけた!?（笑）

ＧＭ：すると、私兵たちが「こんなところで歌っている場合かー！」と襲おそいかかってくるんですが……ユーノスの曲に合わせて、歌声が聞こえてきます！

フレア：えっ、歌声!?

セレネ：もしかして……。

ＧＭ：それは、ギロチンスケボーで颯さつ爽そうと街を駆かけるアイドルたち！

フレア：わー、ＳＬＡＳＨだ───!!

ＧＭ：「事情は聞いてるから。あたしたちが押おさえている間に、会場に向かうのよ！」

フレア：来てくれたんだ！

セレネ：ありがとう、ＳＬＡＳＨ！

ドル：追っ手を、ギロチンスケボーで攪かく乱らんしながら食い止めるのじゃな。

ユーノス：ははは、こんな形でコラボの夢ゆめが叶かなうとは！

ＧＭ：それでは、続いてセレネ。

セレネ：では、わたしも【精神】で判定します。……うっ、ダイス目４で、13です。

ＧＭ：難易度＋１、なので進行値は１進みます。

ドル：うむ。これで、進行値は４じゃな。

ＧＭ：すると、今度はヴァーナ三人娘、ワイルドイヤーも駆かけつけてくれます。

フレア：ワン、ニャン、ピョンだ！




ワイルドイヤー

　第三話、第四話に登場。獣耳が特徴的な、全員ヴァーナの少女たち。見た目は可愛いが、心は野や獣じゆうをキャッチコピーとするヒールのギルド。
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ＧＭ：「ＳＬＡＳＨだけにいいカッコはさせないぴょん！」「こいつらはみんなで食い止めるにゃん！」「だから会場まで急ぐんだわん」そう言って戦う彼女たちは、今はトゲトゲの服装や隈くま取どりといったヒールの格好をやめて、善玉のベビーフェイスとしてやって来ています。

一同：おおおお～。

ユーノス：彼女たち、ベビーフェイスに転向もできるんですか？（笑）

ドル：……彼女たちは、孤こ児じ院いんの子こ供どもたちが見に来るときだけは、ベビーフェイスとなってクリーンファイトをするのじゃ。

フレア：そうなんですか？

ドル：うむ。わしがアドバイスしてそうなっていることに、今決めた（一同笑）。

フレア：今決めたんですか（笑）。

ＧＭ：でも、その設せつ定ていはいいですね。「ドルさん、今日のワイルドイヤーは正せい義ぎのために戦うぴょん！」と、サムズアップします。

ドル：わしも、ぐっと親指を立てよう。次はわしじゃな？　なら【知力】で判定して……達成値は12じゃ。

ＧＭ：では、進行値＋１です。

ドル：進行値＋１か。微び妙みような数字じゃな。せっかくじゃから、フェイト１点使って振り直し、さらに１点使ってダイスも増ふやそう。

ＧＭ：おっ、どうぞ。

ドル：（ダイスを振る）……駄目じゃ、ダイス目が悪くて達成値が12と変わらん。

ＧＭ：進行値＋１、変わらず。そして、また新たな助すけっ人とが登場します！

一同：おおっ！

フレア：今度は誰ですか？

ＧＭ：それはエルクレスト学園の成せい績せき優ゆう秀しゆう者しやで構こう成せいされた、エルクレストブレインズ！

フレア：ああー、久ひさしぶり！




エルクレストブレインズ

　第三話に登場。エルクレスト学園の成績優秀者を集めた知ち能のう派はギルド。その優秀な知能に裏打ちされた論理的な作戦を好む。

[image: ]




セレネ：ダンジョン大会以来だ。

ＧＭ：「僕ぼくたちは、君たちから理り論ろん以外にも実地が重要だということを学んだ。今、その恩おん返がえしをしよう！」と、会場となる城までのルートを教えてくれます。

セレネ：「このルートを通るのが、一番近い」とか言ってくれるんだ。

ＧＭ：そうです。「さあ、行くんだ。このルートなら、心理的な隙すきができるはずだ」

フレア：ありがとう、ありがとう！

セレネ：でも、すごくいい展てん開かい。今、じーんときてます。

フレア：……お父さんの言うとおりだね。わたしは、またコインを握にぎりしめます。




　次々と登場する、Ｆリーグで戦ってきたライバルたち。

　今日の敵てきは、明日の友という。

　それは、父が教えてくれた、なによりも大切な宝だ。




ＧＭ：この判定、同じ能のう力りよく値ちで判定しても、登場するＮＰＣの候こう補ほはたくさんいますから、気にせず判定しちゃってください。

セレネ：いいなー、みんな出てきてほしい。

ＧＭ：では、最後のフレア、判定をどうぞ。

フレア：【筋きん力りよく】で判定してみましょう。とうっ！　ダイス目は９、達成値は16です！

ＧＭ：すると、進行値＋２点ですね。

フレア：今度は、誰が助けに来てくれるんだろう？　わくわく！

ＧＭ：今度は道路の脇わきを流れる川に、一艘そうのヴァイキング船が。

フレア：クールフィッシャーマンズだ！

セレネ：すごーい（笑）。

ＧＭ：「こいつに乗っていけ。城まで送ってやるけえ！　連中も、まさか川をさかのぼるとは思っとらんぜよ」

ユーノス：そりゃそうでしょう、ボクにもその発想はなかった。

フレア：街中で川上り（笑）。

ＧＭ：「帝てい国こくの国民の一員として、皇帝暗殺なんて見み逃のがせねえぜよ」

フレア：この人たちは、ヴァンスター出身ですもんね。

ユーノス：ところが、ここに伏ふせられていたヴァンスターギルマン部隊が（笑）。

一同：ギルマン部隊!?

ドル：そんなのもおるのか（笑）。

ＧＭ：なるほど、ガスコイン伯爵が雇やとったギルマンが、バシャバシャ泳いで追ってくると。それはありそうだ、採さい用ようしましょう（笑）。

ドル：ううむ、ガスコイン伯爵め。ギルマンまで雇っておるとは（笑）。

ＧＭ：というわけで、第１ラウンド終了です。




▼第２ラウンド

　コロローナ商会が会場の城に到着するまでには、進しん行こう値ちを12にしなければならない。

　現げん在ざいの進行値は７。残る進行値を得るため、ＰＣたちは判定する。




ＧＭ：さあ、どんどん判定していってください。

ユーノス：では、遠えん慮りよなく……成功！　さあ、お次は誰が出てくるんですか？

ＧＭ：では、ハッピーラッキーブラザーズがユーノスを助けにやってきます（笑）。

ユーノス：あいつらかよ!?（一同爆笑）




ハッピーラッキーブラザーズ

　第五話に登場。ハーレマンとダットソンの兄弟ギルド。マティアスからの刺し客かくとして送られ、ボランティアを利用してコロローナ商会を苦しめた。特に、女じよ性せい不信となった弟のダットソンは、ユーノスに対して熱ねつ烈れつなラブコールを送っていた。

[image: ]




ＧＭ：「ユーノスさぁん！　あなたのためなら、こんな魚なんて！」と、ザバーッとギルマンを川の中に引ひきずり込こんでいきます。

ユーノス：川の中に!?（一同爆笑）

ドル：それは、抱だきつかれたギルマンもたまらんな（笑）。

ユーノス：そのまま沈しずんでいてほしい（笑）。

フレア：ユーノスさん、愛されてますね！

ユーノス：彼らの愛はいらないんです!!

ＧＭ：というわけで次はセレネさんの判定です。

セレネ：【精神】でいきます。……達成値18で成功です！

ＧＭ：では、コロローナ商会を追う私兵たちの前に「そこまでだ───」と、正義の味方っぽい声が響ひびき、空から翼つばさを持った者たちが現あらわれます！

一同：セレスチャルフォースだ───!!




セレスチャルフォース

　第四話にて登場。天使を自じ称しようするドゥアンの天翼族オルニスによるギルド。自分たちにそれぞれ特とく殊しゆな設定があると思おもい込こんでいる。ユーノスの同どう郷きようであり、また同類である。
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フレア：いよっ、待ってました！

セレネ：彼らなら、必ず来てくれると思ってた！（笑）

ＧＭ：空から舞まい降おりてくるのは、レッド、ブルー、ブラック、ピンク……そして五人目の戦士パープル！

一同：パープルが!?（一同爆笑）

フレア：みんな待ってたパープルまで！

ユーノス：……パープルは実家の家業を継ついで天使を卒業したのでは？（笑）

ＧＭ：ここでちょっとした回想シーンを入れましょう。

フレア：回想シーン？（笑）

ＧＭ：実家で、真ま面じ目めに花屋を継ついで働くパープルのもとを訪たずねるレッド。「なあ、パープル、もう一度天使になってくれないか？」「よしてくれ、俺おれは天使なんて卒業した。もうただの花屋なんだ」しかし、そこでレッドは言うんです。「イエローがピンチなんだ！」と。

ユーノス：イエローじゃねえよ!!（一同爆笑）

ドル：まあ、回想シーンじゃからな。突つっ込こむのは無ぶ粋すいじゃ。

ＧＭ：「……わかった。一日だけ、私は天使として甦よみがえろう」そう言って、専せん用ようコスチュームに着き替がえるのです。

フレア：ちゃんとコスチューム取っておいたんだ。

ユーノス：戻もどる気満々じゃないか！（笑）

セレネ：コスチューム処しよ分ぶんしてないってことは、やっぱり未練あったんだよね（笑）。

ＧＭ：そんなわけでセレスチャルパープルは復ふつ活かつし、回想は終わって現げん代だいに戻もどります。「───フッ、ひさしぶりだね、イエロー」

ユーノス：だからイエローじゃない！（一同爆笑）

フレア：ちなみに、どんな設定なんですか？

セレネ：わくわく（笑）。

ＧＭ：パープルは、女性のようなメイクをした耽たん美びでミステリアスな雰ふん囲い気きの弓ゆみ使つかい。性せい別べつ不明。死病に冒おかされており余よ命めいはいくばくもない。そして花に愛され、花に包まれて死にたいと願う天使───という設定です。

セレネ：やはり、セレスチャルフォースはこれを聞かないと（笑）。

ドル：花をくわえていたり必ひつ殺さつ技わざを撃うつときに花はな吹雪ふぶきが待っていたりするタイプじゃ（笑）。

ＧＭ：「どうせ長くはないこの命、最後はこの技わざで、派は手でに逝いかせてもらおう───」と、パープルは弓を構かまえ……。

ユーノス：はっ、いけないパープルその技は!?

ドル：息ぴったりじゃな、イエロー！（一同爆笑）

ユーノス：だから～!!

フレア：ユーノスさん、その技を使うとパープルさんはどうなってしまうんですか!?

ユーノス：あの構えから放たれた矢は無む限げんの光となって降ふり注そそぎますが、その代だい償しようとしてパープルの命を大きく縮ちぢめてしまう───という設定です。

フレア：パープルさんはそんな技を!?

ドル：……つまり、ただの《アローシャワー》じゃろ？




《アローシャワー》

　射しや撃げき攻こう撃げきを範はん囲い（選せん択たく）にするレンジャーのスキル。

　無論、無限の光が降り注ぐといった効果はない。




ユーノス：ちなみに、死ぬ死ぬっていうんで、いつ死ぬんだってパープル本人に聞いたことがあるんですが……数年前から余命三ヶ月のままです（笑）。

ＧＭ：無数の矢は、私兵たちを蹴ち散ららしていく。しかし、膝ひざをついて「ぐふうっ!?」と、口を押おさえるパープル。ああ、彼の命はあとわずか。

フレア：ああ～、パープルさんがっ!?

セレネ：お姉ちゃんはつき合いがいい（笑）。

ＧＭ：「イエロー！　私に構かまわず先に行くのだ！」

ユーノス：……フッ、今日だけはイエローでいい気がしますよ（笑）。

ＧＭ：さて、この判定で進行値は12となりました。もう城じよう門もんが目の前にあります。歓かん声せいも聞こえていますね。

フレア：もしかして、試合が始まっちゃった？

ＧＭ：では、ちょっと場面を移して演えん出しゆつしましょうか───。




＊　　　＊　　　＊




　皇こう帝てい観かん覧らんの御ご前ぜん試じ合あいは、もう始まっていた。

　第一試合に立つのは、フルプレートに身を包んだカタリーナ。

　すでに、相手は地に伏ふしている。

「おほほほほ！　口ほどにもありませんわね。ヴァンスター帝国にはもっと強い相手はいないの？　わたくしは飛び入り大だい歓かん迎げいでしてよ？」

　そう言って観かん衆しゆうを挑ちよう発はつし、カタリーナはブーイングを一身に受ける。

　それはコロローナ商会が参戦する第二試合までの時間を稼かせぐためでもあった。




フレア：カタリーナちゃんが、わたしたちのために戦ってくれているんだ！

ＧＭ：ええ、しかも第二試合が始まるまでの時間を稼いでいるのです。こう、防ぼう御ぎよに徹てつしながら「……早く来なさい、コロローナ商会！」と呟つぶやくのですよ。

フレア：カタリーナちゃん、かっこいい！

セレネ：最終回っぽい！

ＧＭ：そこに《ギルドシンボル》を掲かかげたコロローナ商会が、バーンと到とう着ちやくするのですよ。

フレア：コロローナ商会、ただいま参さん上じよう！

ＧＭ：「フッ、遅おそかったですわよ」と微笑ほほえむカタリーナ。

フレア：待たせたね、カタリーナちゃん。

セレネ：ごめんなさい。あなただったら、もっと短い時間で勝てたのに。

ＧＭ：「まったくもう、待ちくたびれましたわよ？　……ほら、あんたも用よう済ずみよ！」と、今まで戦っていた相手を、一いち撃げきで倒たおしてしまいます（笑）。

フレア：さすが、カタリーナちゃん！

ＧＭ：そして、観覧の席には皇帝ゼダンの姿すがたが。

フレア：皇帝が？　じゃ、わたし手を振ふります！

ＧＭ：それには、皇帝もフッと微笑ほほえみ、軽く手をあげて応こたえてくれますよ。そして、その手には仮面舞踏会でフレアに渡したリボンが見えます。

フレア：あっ、ちゃんと持っていてくれたんだ、感動です！

セレネ：なんで皇帝がお姉ちゃんのリボンを……はっ、もしかして!?　と初めてここで気がつくわたし（笑）。

ユーノス：プレイヤー的には、ここで初めて気づくのでしたね。

ＧＭ：その下の観かん覧らん席せきからは、殺気のこもった視し線せんを送るガスコイン伯爵が。「……くっ、辿り着いてしまったか。まあいい、試合では必ずヤツらを始末するのだ」と、例の暗殺者兄きよう弟だいに命を下します。

ドル：やはり、わしらを始末するつもりのようじゃ。

ＧＭ：というわけで、コロローナ商会が到着すると同時に、第二試合に出場する選手の呼よび出だしがあります。そして、次がいよいよクライマックスとなります。

フレア＆セレネ：はい！







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆御ご前ぜん試じ合あいの死し闘とう




　ガスコイン伯はく爵しやくの妨ぼう害がいも、コロローナ商会は仲間たちの協力で突とつ破ぱした。

　そして今、こうして戦いの場に立っている。

　いよいよ、運命をかけた御前試合が始まるのだ。




ＧＭ：では、クライマックスです。城しろには、コロシアムの会場が再さい現げんされており、バルコニーには皇こう帝ていの観かん覧らん席せきが設もうけられています。貴き族ぞくたちの観覧席は、その下に用意されています。

フレア：コロシアム風なんですか？

ＧＭ：ええ、やはりクラン＝ベルのモンスターコロシアムは有名ですし、試合にはサントスも一枚まい噛かんでますからね。

セレネ：そういうことなんだ。

フレア：でも、いつもと同じ雰ふん囲い気きで戦えるんなら、わたしたちに有利ですよ。

ＧＭ：そんなわけで、第二試合は今にも始まりそうです。コロローナ商会が試合場に上がると、向こうからも対戦相手が入場してきます。

ユーノス：向こうは、やはり例の暗殺者兄弟なのですか？

ＧＭ：はい、入場してくるのはフレアとセレネが仮か面めん舞ぶ踏とう会かいで見たバルタートとライマールの兄弟です。さらに、似にたような装しよう束ぞくをまとったふたりが追加でいます。

ドル：そのふたりは？

ＧＭ：先に言いますが、人数合わせのザコです。ドラゴントゥースというエネミーで、〝竜りゆうの顎あぎ門と〟の暗殺者ですね。
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セレネ：やっぱり、暗殺者なんだ。

ＧＭ：それと、これはプレイヤーに言っておきますが、今回の戦せん闘とうでは戦せん闘とう不ふ能のうになったＰＣからとどめを刺さしてきますからね。

フレア：命を狙ねらってくるんですね、暗殺者だから……。

セレネ：ちょっと、怖こわいな……。

ドル：あわよくば試合中の事じ故ことして処しよ理りし、連れん判ばん状じようを盗ぬすもうというつもりじゃな。

ＧＭ：その殺意のほどは、向こうから睨にらみつける目が、ギラリと光っているのでわかります。

フレア：こわいよー、こわいよー。

セレネ：で、でも、睨み返します！

ドル：おっ、殺気を返した。

フレア：セレネちゃんが睨み返すなら、わたしも睨み返します。負けないもん！

ＧＭ：そんな両者の激はげしい睨み合いが続く中、皇帝陛へい下かに捧ささげる第二試合が開始されます。観覧席の皇帝陛下が立ち上がり、ばっと手をあげて試合開始の合図を送ります。

フレア：よし、いよいよですね！

ＧＭ：はい、というわけで戦闘です！




▼第１ラウンド

ＧＭ：では、まず【行こう動どう値ち】の申告ですね。こちらは、全員11です。

フレア：四体とも？

ＧＭ：はい、四体ともです。

ドル：つまり、《ヘイスト》をかければ追おい抜ぬける数字じゃな。

セレネ：さらに《陣じん形けい》も残ってる。

ＧＭ：行動順はこうなるわけですね。




行動値

　ユーノス　　　　　　　　12

　バルタート　　　　　　　11

　ライマール　　　　　　　11

　ドラゴントゥース×２　　11

　セレネ　　　　　　　　　10

　ドル　　　　　　　　　　９

　フレア　　　　　　　　　８
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ＧＭ：まずユーノスのセットアップの宣せん言げんからですね。

ユーノス：《クイックソング》＋《エチュード》を使って、《陣形》でみんなが移い動どう、この戦せん術じゆつでしょう。

ドル：うむ、それじゃな。

ＧＭ：まずは【行動値】11の斬ざん滅めつ環かんを投げるライマールが《トップスピード》を宣言！　これでセットアップにメジャーアクションを使えます。

ユーノス：《クイックソング》で、《エチュード》を使用、これで魔ま法ほうダメージが＋23！

ＧＭ：さらに、《ギルドシンボル》まである……これは強い！

ドル：ですが、フレアお嬢じようさまが戦闘不能になると、ペナルティですからのう。

フレア：わたし、倒たおれられない!?

ドル：そもそも、戦闘不能になったらとどめを刺さされてしまうのじゃ。絶ぜつ対たいに倒れられん。

フレア：そ、そうでした……。

ユーノス：そんな緊きん張ちようの中、ボクの奏かなでる戦いのメロディが鳴なり響ひびき、《陣形》を使用！

フレア：わたしが、そのまま兄弟のところに突つっ込こめばいいんですね？

ドル：そうですな。わしらは一歩後こう退たいじゃ。

セレネ：バラバラに移動して、エンゲージを切ります。

フレア：これで《陣形》の移動は終しゆう了りようです！

ＧＭ：それでは、セットアップでライマールが《トップスピード》、そしてメジャーアクションで《アフターイメージ》を使用、残ざん像ぞうを引いて分身します。このシーン中、命中判はん定ていと回かい避ひ判定がダイス＋１個こ！

ユーノス：……それ《インタラプト》しましょうか？

ＧＭ：なんと!?（笑）

ドル：いや、まだじゃろう。

ユーノス：ふむ、いいでしょう。分身くらいはさせてあげますよ。

フレア：ユーノスさんがいい気になってる（笑）。

ＧＭ：以上、こちらのセットアップは終わり。

セレネ：では《ヘイスト》……あっ、５が出た。これで【行動値】16！

ＧＭ：おお、速い！

セレネ：これで先手が取れる。

ドル：わしは、理知の宝ほう玉ぎよくで【行動値】17じゃ。

ＧＭ：スピードがぐんと上がる、コロローナ商会。で、セットアップは終了。イニシアチブプロセスに回って、ドル。

ドル：さあ、ゆくぞ？　まずはマイナーアクションで《マジックブラスト》。そしてメジャーで、暗殺者兄弟が固まっておるエンゲージに《ダブルアーツ》で《ランドフィッシャー》を叩たたき込こむのじゃ！

ＧＭ：いきなり《ダブルアーツ》がきた！

ドル：一回目の攻こう撃げきには《ホーミングヒット》。やれるときにやらんと後こう悔かいするのじゃ！

ＧＭ：くっ、《ホーミングヒット》では避よけられない!?

ドル：（ダイスを振ふる）はあっ！　……むーん、命中の達成値は低い。

ＧＭ：ですが、リアクションできないんですよね。では、ダメージをどうぞ。

ドル：そして、ダメージは９Ｄ。さらに《マジックフォージ》で＋８Ｄして、17Ｄじゃ!?

フレア：さすが、ドルさんは頼たのもしい！

ドル：（ダイスを振る）おっ、１が結けつ構こういっぱい出ておる。あまりダイス目がよくないのう。だが、《ソアスポット》でダイス四つを振ふり直しじゃ。……よし、今度はでかい。

ＧＭ：くそ、《ソアスポット》強い!?

ドル：ダイス目で62、これで固こ定てい値ちの43を加え……[image: ]点の〈地〉属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージじゃ！

ＧＭ：いきなり[image: ]点!?【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】は７点ありますが……。

ドル：しかもマヒじゃ！

ＧＭ：それは、《バッドステータス無む効こう》を持っているので大だい丈じよう夫ぶ！　バルタートとライマールのふたりを、衝しよう撃げき波はと地じ割われが襲おそう！　だが、かろうじて軽い身のこなしによって行動を束そく縛ばくされるのだけはまぬがれた、そんなところです。

ドル：……フッ、やるのう（にやり）。

ＧＭ：しかし、ここでライマールが《ソウルバスター》を宣言！　98点返します。

ドル：ぐぼー!?　戦闘不能じゃ！

フレア：ドルさーん!?

ドル：そして、生命の呪じゆ符ふが起動。なんとか生き残ったわい。

ＧＭ：しかし、生命の呪符を使用すると行動済ずみになるので、《ダブルアーツ》は止まります。

ドル：……くっ、これは仕方あるまい。

ＧＭ：ドルの行動は終了、次はイニシアチブプロセスですね。

セレネ：はい、【行動値】16のわたしの番です。

ＧＭ：しかし、そこにバルタートが《アデンダム》で割わり込こみます！

セレネ：割り込んできた!?

ＧＭ：そして、マイナーアクションで《スタンアタック》を宣せん言げん。

ドル：おっ、向こうもわしと同じでマヒ狙ねらいか!?

ＧＭ：はい、１点でもダメージがいくとマヒします。そして、メジャーアクションで《ペネトレイトブロウ》を使用し、フレアに対して爪つめを突つき立たててきます。

フレア：狙ってきた！

ＧＭ：いきますよ？　こっちは命中で４Ｄ振ふれますからね。（ダイスを振る）うっ、６は１個出ているが……それでも低い!?

フレア：さすがです（笑）。

ＧＭ：だが、ダイス目は低くとも、こっちには《ハードラック》があります。これを宣言すれば、ダイスの目をひとつ６にできます。

ドル：まるで、このＧＭのためにあるようなスキルじゃ（笑）。

ＧＭ：というか、ダイス目の悪さをカバーするようにデータを組みましたからね。そういうわけで、クリティカルです。

フレア：でも、クリティカルすれば……てい！　……駄だ目めです、クリティカルしません。

ＧＭ：では、ダメージいきますよ？　このバルタートは《マーダースキル》５レベルを持っているので、クリティカルするとさらに５Ｄをダメージに追加するのですよ。

フレア：えっ、そんなに!?

ＧＭ：（ダイスを振ふる）……ダメージは、49点です。

セレネ：危あぶないお姉ちゃん！　《プロテクション》です！（ダイスを振る）16点軽けい減げんです！

フレア：それだと、33点くらっちゃう。

ＧＭ：そして、毒どくがいきます。《インデュア》で消せるバッドステータスは、ひとつだけ。そのうえ、《デッドリーポイズン》と《ブロブポイズン》で強化してあるから、毒のダメージは＋31点、しかもこの毒はスキルでは回かい復ふくできませんよ？

セレネ：うわっ、凶きよう悪あく!?

フレア：えっと、わたし耐たい毒どく符ふを持ってます。

ドル：おお、それなら耐毒符で毒を打ち消し、《インデュア》で回復すればよい！

フレア：はい！　耐毒符と《インデュア》を使って、平気です。さらに、《フューリィブラッド》を宣言して、攻撃に＋３です！

ＧＭ：耐たえられてしまったか。この毒は、クリンナップで34点も与あたえるものだったのに。

セレネ：それ死んじゃう!?

フレア：耐毒符買っておいてよかった～。耐毒符、万ばん歳ざいです！

ＧＭ：そして、次はセレネの番。

セレネ：ここは、確かく実じつにいこう。《マジックサークル》から《サモン・リヴァイアサン》で、お姉ちゃんにエンゲージしている暗殺者兄弟を狙います。フェイト２点を命中に使って、ダイス５Ｄで命中判定！　……命中は28。

ＧＭ：どちらとも、クリティカルで回避するしかないが（ダイスを振る）……やはり、駄目でした。二体とも避よけられません！

セレネ：ダメージには《マジックフォージ》を宣言。ダイスは、16Ｄ振れます。

ＧＭ：そ、それはすごい……。

セレネ：（ダイスを振る）はい、属性なしの96点魔法ダメージ！

ＧＭ：セレネの召しよう喚かんしたリヴァイアサンのブレスが、暗殺者兄弟を消しよう耗もうさせていきます！

ドル：これで、二体とも[image: ]点くらいはダメージを受けているはずじゃ。

ユーノス：次はわたしですが、やはり待機を宣言します。

ＧＭ：では、こちらの暗殺者兄弟とドラゴントゥース二体の行動ですね。まずは、ザコのドラゴントゥースから。マイナーアクションで移動し、ドルにエンゲージ。

ドル：やはりそうきたか。さあ、くるがいい。

ＧＭ：ふふふ、生命の呪符を使った直後のドルは狙ねらい目めですからね。ドラゴントゥースは、さらにメジャーアクションで《バッシュ》を使用し、ドルの土ど手てっ腹ぱらを鋭するどい爪つめでついてきます。（ダイスを振る）命中は17です。

ドル：ということは、ダイス目で12以上を出さねばならんのか。ここはもう、残っているフェイトを３点使ってダイスを三つ増ふやし、確実に避けるのじゃ。今回ばかりは戦闘不能を選せん択たくできん。（ダイスを振る）よし、大だい丈じよう夫ぶ。ダイス目は15、合計20で回かい避ひじゃ！

ユーノス：ふう、危あぶなかった。

ＧＭ：……ちっ！　ですが、ドルのフェイトはもう使い切りましたね。

ドル：たしかに、もうフェイトは０じゃ……。

ＧＭ：さて、もう一体のドラゴントゥースをどうするべきか？　……よし、これはフレアと暗殺者兄弟がいるエンゲージに移動です。

セレネ：範はん囲い攻こう撃げきがありますよ？

ＧＭ：むしろ、それから暗殺者兄弟を守るためですよ。マイナーで移動、メジャーは《バッシュ》で、フレアを攻撃！　……命中は18。

フレア：（ダイスを振る）駄だ目めです、回避できません。ダメージこーい！

ＧＭ：いきます！　（ダイスを振る）目はよかった、ダメージは合計33点！

セレネ：《プロテクション》！　……21点軽減です。

フレア：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は21点あるから、余よ裕ゆうで防ふせいじゃいます。かーん♪

ＧＭ：くーっ！（笑）

セレネ：でも、まだ残りのふたりが怖いよ。

ＧＭ：そのとおり、斬ざん滅めつ環かんを持っているライマール。ドルを狙ってとどめを刺さしてもいいが……ここは、行動を残しているユーノスを戦闘不能にして、一気に追おい込こんでしまおう。「あの吟ぎん遊ゆう詩人自体は大したことはないが、先に始末しないと面めん倒どうだ」と。

ユーノス：こいつら、ボクたちの戦法を研究している!?

ＧＭ：マティアスからの情じよう報ほうということで。

セレネ：ゆるさなーいっ!!（一同笑）

ＧＭ：ライマールは、マイナーアクションで《ピンポイントアタック》を宣言。これで、相手の防御力は０！　そして、メジャーは《ダブルショット》！

ユーノス：それはまずい!?

セレネ：鋭するどい輪っかが、ユーノスさんを斬きり刻きざんでしまう！

フレア：だめー！　ユーノスさんが羽毛布ぶ団とんになっちゃう!?

ユーノス：なりませんよっ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「そこそこ美形から採とれた質しつのいい羽毛で、ぐっすり安あん眠みんさせてやる!!」

ユーノス：おい暗殺者っ!?（一同爆笑）

セレネ：ここでも通つう販はん番組のノリが（笑）。

ユーノス：羽毛布団にはなりたくないので、《インタラプト》で《ダブルショット》を消してしまいます。……フッ、ボクを狙ねらうとはお目が高い。だが、無む駄だでしたね（笑）。天使の得とく意い技わざ、残像を引いて回避しましょう。

ＧＭ：「……なに!?」驚きよう愕がくするライマール。

ユーノス：あなたでは、ボクの動きについてくることはできませんよ？

ＧＭ：では、バルタートは毒手でフレアを狙ねらおう。今度こそ毒を与あたえてやる！　マイナーで《カッティングプラン》を宣言、これで《プロテクション》が効ききません。

セレネ：なんですとー!?




《カッティングプラン》

　予想もできない奇き策さくを用いて対象を罠わなに落おとし込こむスカウトのスキル。そのメインプロセスで行なわれた武ぶ器き攻撃のＨＰダメージに対し、スキルで軽減することはできない。




ＧＭ：そして、メジャーで《トリプルブロウ》を叩たたき込こみます！

ドル：三発か!?　しかも、そのうち一発でもかすれば、34点の毒じゃ。これは厳きびしい。

ＧＭ：はっはっはっ！　最終話にふさわしい敵てきでしょう。さあ、まずは一発目（ダイスを振る）……おっと、６が１個出ている。ならば《ハードラック》でクリティカル！

フレア：うわー、容よう赦しやなーい！

ＧＭ：しかも、《マーダースキル》が発動して、ダメージも増ぞう量りよう中（笑）。

フレア：（ダイスを振る）うっ、クリティカルしません。ダ、ダメージをください！

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは53点。

フレア：引けるのは【物理防御力】だけ。32点がきました……。

セレネ：ああ、《プロテクション》できないのがもどかしいなぁ……。

ＧＭ：はい、そして毒です。

フレア：う、耐毒符はもうない!?

ＧＭ：よし、では二発目。てい！　……これは、１個も６が出ない。命中は、21です。

フレア：これはなにがなんでも避よけないと！　フェイト３点使って、５Ｄ振ふって回避します。えい！　……あっ!?

ユーノス：（ダイス目を計算し）ダイス目は13、【回避】は５ですから……18です。

フレア：駄目でした。きゃ～！

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは48点、【物理防御力】21を引いて、27点のダメージ！

セレネ：うう～、お姉ちゃん……。

フレア：残り【ＨＰ】は15点です……。一いち応おう《フューリィブラッド》使っておきます。

ユーノス：それはまずい。クリンナップの毒で、必ず倒れてしまいますよ!?

ＧＭ：その前に、この攻撃が当たればフレアは戦闘不能になって生命の呪符が消費されますから、次の手番で殺せますね。「ふはははは、いいぞいいぞ～！　やってしまえ！」と、観覧席のガスコイン伯爵が大おお盛もり上あがりです。

セレネ：くそ～（笑）。

フレア：ま、負けません！

ＧＭ：では、最後の三発目！　……おお、クリティカルしている!!（笑）

一同：うわぁ─────────っ!?

セレネ：うそ、ここで？　丹藤さんなのに!?

ＧＭ：俺おれがクリティカルを出さないＧＭと思うのは大きな間ま違ちがい！　今までがどうかしていたのです！　ダメージいきますよ？　……《マーダースキル》が発動したので、68点！

フレア：47点で、戦闘不能になっちゃいますが……生命の呪符を使って復ふつ活かつ、ダイスを１個振って……【ＨＰ】２点で立ち上がります。

ＧＭ：ですが、その【ＨＰ】では毒で倒たおれますよ？　ふふふ……。

セレネ：お姉ちゃん、がんばって！

フレア：うん、まだまだ負けないよ！　……ここで、《ソウルバスター》を使います！

ＧＭ：うおっ、ただではやられない!?

フレア：47点を毒手の人に返します！

ＧＭ：……くそう、結構くらってしまった。だが、だいぶ追おい詰つめたぞ。

セレネ：この兄弟、本当に強い……。

ドル：本気で殺す気で、毒手を使ってきていますからのう……。

ＧＭ：フレアの身体に、急きゆう激げきに毒が回ってきていますよ。

フレア：それは、ふらっとしてしまいます。

セレネ：お、お姉ちゃん！

ＧＭ：ガスコイン伯爵も身を乗り出します。「ふははは！　あと一歩で皇帝あんさ……おっと、リンゴがウサギさんだっ！」

ドル：バレバレじゃろそれ!!（一同笑）

セレネ：言い直す意味がほとんどない（笑）。

フレア：あの人は、わたしが守らなくちゃ……。




　毒が回り、朦もう朧ろうとするフレアの目に、皇帝ゼダンの姿すがたが映うつる。

　素す性じようを隠かくして仮面舞踏会に来たあの人だと、フレアにはすぐにわかった。

　あの人を助けないと、父を助けることはできない。

　だから、絶対に勝たないと───。




ユーノス：……フレアさん、【ＭＰ】にまだ余よ裕ゆうはありますか？

フレア：うん、なんとか。

ユーノス：では、このラウンドでやれるだけのことをやってしまいましょう。あなたには、全力を出してもらいます。

フレア：わかりました！

ユーノス：いいお返事です。《エンカレッジ》をフレアさんに！　さあ、行動してください。

ＧＭ：ではフレアさん、どうぞ。

フレア：マイナーで《レイジ》、メジャーで《水すい波は斬ざん》です！

セレネ：いけ、お姉ちゃんの必ひつ殺さつ技わざだーっ!!

フレア：フェイト１点使って、４Ｄで振ります。（ダイスを振る）えーい、命中は20！

ＧＭ：では、こっちのリアクションですね。ライマールが《シャドウハイド》を宣言します。これで回避すると、ラウンドに一回メジャーアクションができるようになります！

フレア：よ、避よけちゃダメです!?（一同笑）

セレネ：必殺技を避けるのは、空気が読めない行動（笑）。

ＧＭ：空気なんて、読みませんよ!?　ライマールは、３Ｄで回避できますから……あっ、出ない!?　回避は17。

フレア：よし、当たった！

ＧＭ：そして、ドラゴントゥースの回避……これも駄目！　残るは、バルタートですが。

ユーノス：その毒手のバルタートに一番沈しずんでほしい!!

ＧＭ：（ダイスを振る）とうっ……ダメです。三体とも、命中しました。

フレア：よし！

ＧＭ：ダメージの前に、バルタートがライマールを《カバーリング》！　「俺はここで倒たおれるが、後はお前に任せたぞ」

ドル：敵も、何気に熱い連中じゃな。

フレア：ダメージいきます！　《ボルテクスアタック》を宣言して、＋８Ｄ！

ユーノス：さらに《ディスコード》。これでさらに＋８Ｄ！

ＧＭ：……それは、すごいダメージになりそうだ。

ユーノス：では、《ディスコード》の分を振っておきましょう。（ダイスを振る）……おお、32点上乗せ。

フレア：じゃあ、それを足して……[image: ]点の〈水〉属性、魔法ダメージです！

ＧＭ：そ、それはバルタートもドラゴントゥースも耐たえられない!?　両方が沈みました。

一同：やった！

セレネ：これで、半分減へった。

ＧＭ：だが、ここでライマールが《エンカレッジ》で自分を行動させる！

ユーノス：やはり、向こうも持っていましたか。

ＧＭ：さて、フレアを……いや、確実に全員を仕し留とめるためには、次に動くユーノスを潰つぶしておくのが正解と見た！

ドル：ユーノスは《ジョイフルジョイフル》を残しておる。やられると、こっちの手番がひとつ減へってしまう。

ＧＭ：というわけで、《ピンポイントアタック》を宣言、そして《ダブルショット》でユーノスに斬ざん滅めつ環かんを放ちます。

ユーノス：はっ、来なさい。見事かわしてみせましょう。

ＧＭ：《アフターイメージ》中なので、命中にはダイス＋１Ｄ……元々４Ｄ振ふれるので、今は合計５Ｄ振れますよ。

ユーノス：……さすがに、かわせない気がしてきました（笑）。

ＧＭ：ぴしゅん！　ぴしゅん！　と、立て続けに刃やいばのついた環が飛来します。まず一発目……命中は23です！

ユーノス：フェイトを３点突つっ込こみ……（ダイスを振る）よし、回避は23です！

ＧＭ：うわっ、ちょうど避けられた!?

ユーノス：フッ、神に愛され、神の旋せん律りつを奏でるボクを傷きずつけることはできませんよ。

ＧＭ：「……な、なんだと!?」

ドル：敵てきがユーノスの戯たわ言ごとを真まに受けると、違ちがうからと言ってやりたくなる（笑）。

ＧＭ：とにかく、二発目をいきますよ？（ダイスを振る）……ちっ、５Ｄ振ったのにクリティカルしないとは。

セレネ：ダイス目は、さっきと同じですね。

ＧＭ：では、命中は23です。

ユーノス：これは、避けられなくてもなんとかなりそうですね。フェイトは使わない。……ダイス目11で、回避は18。命中しました。

ＧＭ：「今度こそ、羽毛布団にしてくれる！」と、ライマールはここで《デスゲイル》を使います。ダメージは＋11点！

ドル：ぎゃー、ダメージが増ふえた!?

ＧＭ：ダメージは６Ｄ、てい！　……これもまた、悲ひ惨さんなダイス目が（笑）。

ドル：ああ、１、１、２、２、とか出ておる（笑）。

ＧＭ：……結局、ダメージは40点！

セレネ：ユーノスさんに《プロテクション》飛ばします！　……15点軽減です。

ユーノス：なら、25点のダメージですか。それならまだまだですよ。

ドル：しかし、一発目が当たっていたらまずかった。

ユーノス：それはたしかに（笑）。

ＧＭ：で、こちらの行動は終了です。

ユーノス：そしてボクの時代！　マイナーで《ウィング》を使って飛行状じよう態たいとなり、フレアさんに対して《ジョイフルジョイフル》！　ボクの飛行の軌き跡せきで〝フレア〟という文字を空に描えがきます！

フレア：すごーい、それはやる気が出る!!

ＧＭ：すると、今ちょうど駆かけつけたセレスチャルフォースまで一いつ緒しよになって、空に輪を描きます（笑）。

フレア：わー、かっこいい！

ユーノス：そして、さらにボクは激はげしく空中で踊おどりを───。

ドル：いいから、呪じゆ歌か判定を振れ（笑）。

ユーノス：そうだった。今、振りますね。───とう！　こ、これは!?




　ユーノスが振ったダイスは、３つともすべて１であった。




フレア：ユーノスさ───んっ!?

ＧＭ：ファンブった、よっしゃ！

ドル：どうでもいい踊りをするからじゃ！（笑）。

ユーノス：しかし、フェイトを残しておいてよかった。振り直します……ほら、今度は大丈夫。発動です。

セレネ：残して安心のフェイト。さっきの回避で使っていたら、大だい惨さん事じでしたね。

ユーノス：……フッ、ハラハラさせるのがエンターテイメントというものですよ（笑）。

ドル：そんなエンターテイメントはいらん（笑）。

フレア：でも、【ＭＰ】がカツカツです。

ドル：わしもです（笑）。ここは《祝福》の出番じゃ。

フレア：じゃ、《祝福》を使って、みんなの【ＭＰ】を回復します。

ユーノス：ああ～、癒いやされる。ここは、癒やされた踊りを（笑）。

セレネ：それは、ファンブルするから駄目（笑）。

ユーノス：止められてしまった（笑）。

フレア：では、あらためていきます！　マイナーで《レイジ》を宣言して、メジャーアクションは《バッシュ》で、ライマールを攻撃します！　残りのフェイトも、全部使います！

ＧＭ：くっ……来なさい！

フレア：てい、命中は17、低い!?

ＧＭ：よし、17なら避よける可か能のう性せいがある！

ドル：振り直しは……そうか、フェイトを使い切ってしまったのか！

フレア：そ、そうです。

ＧＭ：では、振りますよ？　おりゃ！　……よっしゃっ、21！　避けた!!

一同：あああああ～!?

フレア：ああ～っ、せっかくの《レイジ》がぁっ!?

ＧＭ：観覧していた皇帝も、思わず立ち上がってしまうくらいの展てん開かいですよ！




　フレアの渾こん身しんの一いち撃げきは、まさかの空から振ぶり!?

　フレアの《レイジ》は２レベル。もう、これで打ち止めである。《ボルテクスアタック》も使い切っており、大ダメージを叩き込むリソースはもう使い切ってしまった。




フレア：うわ～、まずい!?

ＧＭ：そしてクリンナッププロセス。フレアには毒によって34点がいきます！

フレア：し、死んじゃいます……。

ドル：その前に、《蘇そ生せい》じゃ！

フレア：はい、ギルドスキル《蘇生》使います！

ＧＭ：なら、全員の【ＨＰ】が全快します。フレアは、回復してから毒のダメージを受けることになります。……フレアはあと３ラウンドもすれば毒で戦闘不能になるのは確実。残りを片かたづけていくのがこいつの戦術ですね。

フレア：まだフラフラするよ～。

セレネ：早く戦闘を終わらせて、お姉ちゃんを助けないと。




▼第２ラウンド
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ＧＭ：では、第２ラウンドのセットアップを宣言していきましょう。……ふっふっふっ、こっちは《トップスピード》がまだ使用可能なのですよ。２レベルで持ってますからね。

ドル：まずい、このままでは先手を取られてしまうぞ。

ユーノス：させませんよ、《ファイトソング》で《インタラプト》を復活させ、打ち消し!!　リュートを弓のように使ってボクの羽根をライマールの影かげに突つき刺し……まるで縫ぬいつけるように動きを封ふうじてしまうのです。これぞ、天使影縛しばり───。

セレネ：そんな技わざが!?

フレア：ユーノスさんかっこいい!!

ＧＭ：「な、なんだ、身体からだが動かん!?」……てか、ただの《インタラプト》ですよね？

ユーノス：まあ、演えん出しゆつということで。

ドル：天使どもの演出はいつもハッタリがきいておるのう（笑）。

ユーノス：それがすべてですから（笑）。

セレネ：《ヘイスト》を自分に。（ダイスを振る）＋２です。

ドル：理知の宝玉で＋８、わしとユーノス、セレネお嬢じようさまが先に行動じゃ。

ＧＭ：くっ、三人に先手を取られた!?

ドル：わしはこの残っているドラゴントゥースを倒たおそう。こいつ、放っておくととどめを刺さしてくるからな。

ＧＭ：とどめ要よう員いんなのを見切られてしまったか（笑）。

セレネ：お願いします、ドルさん。

ドル：ではいくぞ。マイナーはなし。《ランドフィッシャー》じゃ！　……おお、クリティカルじゃ（笑）。

ＧＭ：なにー!?（笑）

ドル：さあ、沈しずむがよい！




　ドルの放った《ランドフィッシャー》のダメージは87点。

　ドラゴントゥースはこのダメージに耐えられず、沈しずんだ。




ユーノス：残るは、ライマールだけですね。

ドル：あとは、フレアお嬢さまに毒が回りきる前に倒たおせるかどうかじゃ。

セレネ：じゃあ、お姉ちゃんのためにも次はわたしが。マイナーでは《マジックサークル》、メジャーで《サモン・リヴァイアサン》。命中にフェイトを１点使って……命中は25！

ＧＭ：だ、だが、クリティカルを出せれば（ダイスを振る）……駄目か、届とどきませんでした。

セレネ：なら、ダメージは10Ｄで振れます。（ダイスを振る）……ダイス目は32、合計して65点の無む属ぞく性せい魔法ダメージ！

ＧＭ：65点？　それならまだ立っている！

ドル：……耐えられたか？

ユーノス：ボクは、待機を宣言です。

ＧＭ：そしてライマールに行動が回ってきた！　やはり、ユーノスを狙おう。マイナーで《ピンポイントアタック》、そしてメジャーで《ダブルショット》！　だが、命中は５Ｄ振れるから（ダイスを振る）……うっそ!?　５Ｄ振って、ダイス目11!?（一同爆笑）

セレネ：すごい、ダイスの目が１、２、２、２、４（笑）。

ＧＭ：とほほ、泣けてくる。命中は17です。

ユーノス：それなら、フェイト１点使いましょう。……フッ、25で華か麗れいに回避。ははは、どこを見ているのですか？

セレネ：ユーノスさんが輝かがやいてる！

フレア：でも、なんかイラッとする。おかしい、味方のはずなのに（一同笑）。

ドル：同感じゃ（笑）。

ＧＭ：ガスコイン伯爵も「そのイラッとする顔を、胴どうから切きり離はなしてやれ！」と、ライマールに応おう援えんを送る（笑）。

ユーノス：敵も味方も、思わず嫉しつ妬としてイラッとくるのがボクの美しさ！

ドル：お前の美しさは、そこそこじゃろ（一同笑）。

ＧＭ：ともかく、ユーノスの首目め掛がけて二発目の斬ざん滅めつ環かんが飛んできます。今度は命中は25！

ユーノス：これはフェイトなしで……回避は15、さすがに避けきれなかったですね。

ＧＭ：ここで《デスゲイル》を宣言、ダメージを＋11点し……ダメージは42点！

セレネ：《プロテクション》を飛ばします。（ダイスを振る）14点軽減！

ＧＭ：なら、28点ダメージ直ちよく撃げきです。

ユーノス：これで、しのぎきりましたか？

ドル：いや、ライマールは《シャドウハイド》を持っておる。攻撃を回避されると、また行動してくるぞ！

ユーノス：ということは、ここで絶対当てて倒たおしたいところですね……フレアさん、ここは《ファイトアピール》です！　ボクが《ジョイフルジョイフル》を残していますから。

フレア：わかりました！　皇帝陛下に向かって剣けんを掲かかげ……《ファイトアピール》です！

一同：おおっ！




　フレアは、高々と剣を掲げた。その切っ先は陽光を受け、キラリと輝かがやく。

　試合の行く末を見守っていた皇帝ゼダンは、ふと手元にあるリボンに目を落とす。




ＧＭ：「〝風ふう雲うん児じの娘むすめ〟よ。その約束、信じているぞ───」と、皇帝は呟つぶやいて微笑ほほえむ。その横に控ひかえている〝天の眼め〟アイロスが「ご存ぞんじなのですか？」と聞くと「なに、一いつ緒しよに踊おどってもらった相手だ」と答えるのです。

フレア：……いいっ！　それいいです♪

ユーノス：おおっ、フレアさんが急に盛もり上あがった!?（一同笑）

フレア：アイロスさんは、皇帝陛下の言葉にほのかに嫉しつ妬としたりしないですか？　しないですか!?

ＧＭ：……その、落ち着いてください（笑）。

フレア：はっ、すみません（笑）。

ユーノス：そして、待機していたボクがフレアさんに《ジョイフルジョイフル》を。さあ、これぞ勝利の凱がい歌か～♪

フレア：では、マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《バッシュ》！　風雲児の秘ひ宝ほうを握にぎって、勝利を祈いのるんです───。




　我わが家やの最深部に眠ねむっていた、風雲児の秘宝。それは、ただの一Ｇコイン。

　だが、信じればその価か値ちはプライスレス───。
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フレア：でやあああっ！（ダイスを振る）……どうだ、21!?

ＧＭ：それならかわせる数字ではある！　《シャドウハイド》を宣言します。

フレア：ううー、よけるな～！

ＧＭ：（ダイスを振る）うっ!?　……20、ギリギリ当たった!?

フレア：よし！

ＧＭ：では、ダメージをどうぞ！

フレア：（ダイスを振る）ダメージは80点です！

ＧＭ：それは……73点ダメージを受けて、ライマールは倒れます!!

フレア：やった───。

セレネ：勝ったよ、お姉ちゃん!!

ＧＭ：「勝者コロローナ商会！」という声が響ひびき、立ち上がった皇帝が拍はく手しゆを送ります。すると、その拍手はＦリーグの仲間や観客、会場全体に広がっていきます！

ドル：ふう、やれやれじゃわい……。

フレア：セレネちゃんと抱だき合あって、勝利を喜びます！　ばんざーい！

セレネ：わたしも、ばんざーい！

ユーノス：これで、伝説になるでしょう。おふたりの戦いは。

フレア：そうだ、観覧席の皇帝陛下にも勝利のポーズを送ります！

ＧＭ：それは、皇帝陛下も手をあげて応えますよ（笑）。

セレネ：お姉ちゃんの気持ちが伝わっている（笑）。

ＧＭ：では、エンディングに移うつりましょう。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆戦い終えて




　御ご前ぜん試し合あいは終わった───。

　そして、勝者は皇こう帝ていから栄えい誉よを称たたえられる。

　フレアとセレネも、緊きん張ちようした面おも持もちでその場に立っていた。




ＧＭ：では、エンディングを始めます。

フレア：とうとう、グランドフィナーレですね！

セレネ：感かん慨がい深ぶかいなぁ……。

ＧＭ：コロローナ商会の試合ののち、メインイベントのクラッシュエンジェルズの試合も終わります。城しろの中に招まねかれ、今から、閉へい会かい式しきが始まります。そこで皇帝ゼダンから「皆みな、よく戦った。見事な戦いであった」と、お言葉があります。

フレア：やっぱり、仮か面めん舞ぶ踏とう会かいの王子様！

ユーノス：いえ、皇帝ですから（笑）。

セレネ：お姉ちゃんが興こう奮ふんしている（笑）。

フレア：感かん無む量りようになっちゃって（笑）。

ＧＭ：「特にコロローナ商会、そちたちの試合は、なかなか楽しませてもらった」

フレア：直ちよく接せつお言葉が。

セレネ：うれしいよね。

ＧＭ：皇帝は試合の勝者ひとりひとりに言葉をかけ、勲くん章しようをその手で授じゆ与よしてくれます。

ドル：勝者というと、わしら以外にもカタリーナとクラッシュエンジェルズじゃな。

ＧＭ：はい。で、コロローナ商会もその栄えい誉よに与あずかり、皇帝の前に呼よび出だされるわけです。「その勝利を称たたえ、勲くん章しようを授さずける」と皇帝が勲章を授ける。

フレア：わーい、ありがとうございまーす。

セレネ：ほら、お姉ちゃん。

フレア：そうだった。皇帝陛へい下か、あの、約束を果たしに来ました。

ＧＭ：「約束？　そちとどこかであったかな？」と、口では言っていますが……含ふくみを持たせた笑えみを浮うかべています。

セレネ：とぼけている（笑）。

ユーノス：まあ、あの舞踏会にはお忍しのびで出かけたわけですからね。

フレア：でも、わたしはこれがお約束の風雲児の秘ひ宝ほうですって、コインを差し出します。

ＧＭ：「ほう、これは一Ｇコイン？」

ドル：おそれながら皇帝陛下、ただのコインだとお思いでしょうが、それにはちゃんと添そえ状じようがありましてな。さあ。セレネお嬢じようさま、添え状をお見せするのです。

セレネ：あっ、はい！　これです。

ＧＭ：では、皇帝はそれを受け取って目を通しますよ。「……これは、なんとも教訓に満ちた秘宝であるな。さすが、風雲児と呼よばれた男の秘宝だ」

ドル：添え状の下には、ガスコイン伯はく爵しやくを盟めい主しゆとした例の連れん判ばん状じようを忍しのばせておくのじゃよ。

一同：おおっ、それだ!!

ドル：（棒ぼう読よみで）……はっ、皇帝陛下に添え状をお見せしようとしたら、こんなものまで出てきてしまったー。

フレア：うわー、しらじらしい！（一同爆ばく笑しよう）

セレネ：ドルさんに合わせよう。……（棒読み）あらあら、これはガスコイン伯爵のところで拾った手紙ですわー。

フレア：（同じく棒読み）わー、大変だー。

ＧＭ：では、その声を聞いて周囲の臣しん下かたちがざわざわと騒さわぎ始めます。「なに、ガスコイン伯爵だと!?」「連判状？　まさか……」「もしや、皇帝陛下を亡き者にしようと」と、ざわざわと騒さわぎが広がっていきます。

フレア：よし、渡わたせた!!

セレネ：で、ガスコイン伯爵は？

ＧＭ：はっ、今この場には姿すがたが見えません。

セレネ：ひょっとして……逃にげた!?

フレア：えっ、逃げられちゃった!?

ＧＭ：すると「ゲヘヘヘへ！　ガスコイン伯爵ならここにいるぜー！」と、ジュライが縛しばり上あげたガスコイン伯爵を引き連れて登場します。

フレア：ジュライだ!?

セレネ：ジュライ、脱だつ出しゆつしたんだ！

ＧＭ：ドラゴンががんばったのです。「皇帝陛下、ここにガスコイン伯爵の暗殺計画を告発するぜー！」とジュライが言うと、どよめきが広がっていきます。

フレア：ジュライ、ナイスサポート！

ＧＭ：連判状に名前がある臣下たちが動どう揺ようしていますが……皇帝が「アイロス！」と短く命じると、それだけでアイロスと親しん衛えい隊たいが動き、不ふ審しんな動きをした者たちを捕とらえていきます。

フレア：やっぱり、皇帝陛下とアイロスさんは深い絆きずなで結ばれているんですね！　一ひと目め惚ぼれしたわたしは正しかった！

ユーノス：……一目惚れした皇帝に、相手がいてもいいのですか？

フレア：もちろんですよ？

セレネ：……もしかして、お姉ちゃんのいう一目惚れって……カップリングとしての素材に一目惚れしたって意味なの？

フレア：（真顔で）そうだよ、セレネちゃん。それ以外になんの意味が？

セレネ：もうお姉ちゃん最高っ!!（一同爆笑）

ドル：まさか、ロマンスにこんなオチがつくとは（笑）。

ＧＭ：「陛下ぁっ!?　これは陰いん謀ぼうです！　こんな、こんな小こ娘むすめが持ってきた証しよう拠こなど！」と、ガスコイン伯爵は抗こう弁べんするんですが、皇帝は聞く耳を持ちません。「ガスコイン伯爵、追って沙さ汰たがある。神しん妙みようにするがいい」と、最終宣せん告こくを下します。

フレア：ああ……。

セレネ：まあ、証しよう拠こがばっちりあるしね。

ＧＭ：ガスコイン伯爵は最後に毒づきます。「だから嫌いやなんだぁぁぁぁぁぁっ！　わたしがコツコツ積み上げてきた計画を、台なしにするヤツがぁぁぁぁっ!!」と、怨えん嗟さの声を上げ、引っ立てられていくのでした。

フレア：連れて行かれてしまった（笑）。

ドル：うむ、正せい義ぎは勝つのじゃ。




　こうして、ガスコイン伯爵の陰いん謀ぼうは潰ついえた。

　宮きゆう廷ていは、一いつ瞬しゆん静せい寂じやくに包まれたが、皇帝ゼダンがコロローナ商会に拍はく手しゆを送ることによって、落ち着きを取とり戻もどしたのだった。




ＧＭ：「さすがは噂うわさにたがわぬコロローナ商会。試合での勝利に続き、鮮あざやかな陰謀告こく発はつ劇げきであった。これに報むくいる褒ほう美びを授さずけねばなるまい。なんなりと望みを申してみよ」

フレア：とうとうご褒美が！

ドル：実は、この姉妹は陛下にお願いがありますのじゃ。

ＧＭ：「ほう、遠えん慮りよはいらんぞ」

フレア：……はい。実は、お聞きき及およびかもしれませんが、わたしたちは風雲児の娘むすめでして。

セレネ：その父が失しつ踪そうし、一〇〇万Ｇの借金を背せ負おい、ふたりで……いえ、みんなの力を借りて、ここまでやってまいりました。

フレア：というのも、父がガスコイン伯爵にスパイ容よう疑ぎで捕つかまってしまったからです。

セレネ：一千万Ｇの身みの代しろ金きんをかけられたのです。

ユーノス：ここで、ボクはＢＧＭを流します。ぽろろ～ん♪

ドル：ふたりの苦労が忍しのばれるような曲を頼たのむぞ（笑）。

セレネ：……でも、お父さんはスパイじゃありません！

フレア：冤えん罪ざいなんです！

ＧＭ：「なるほど……」

フレア：わたしたちのもとに、どうか父を返してください。どうか、お願いします！

セレネ：お金や品物はいりません。家族だけは返していただきたいのです！

ＧＭ：「では、そちたちは一千万Ｇの身代金がかけられた父親を救うため……わずか一Ｇコインを差し出し、その釈しやく放ほうを願うというのだな？」

フレア：そ、そうです……。

セレネ：言われてみれば、一千万Ｇの身代金を、一Ｇで勘かん弁べんしてもらおうとしているんだよね。虫のいい話だよなぁ……。

ＧＭ：そんなふたりを見て、皇帝は微笑ほほえむわけですよ。「そちたちが差し出した風雲児の秘宝……この一Ｇコインに込められた教訓の価か値ちは、一千万Ｇにも勝まさるとも劣おとらない。それを見せてもらったのであれば、保ほ釈しやく金きんとしても十分であろう」

フレア：あああっ、ちゃんと秘宝扱あつかいしてくれた！　皇帝陛下、いい人！（笑）

セレネ：これで、お父さんと会える！

ＧＭ：……で、皇帝ゼダンはふと気づくわけですよ。

フレア：な、なにに気づくんでしょうか……？

ＧＭ：「おや？　風雲児の秘宝には、可愛かわいらしい歯形がついておるぞ」と（笑）。

フレア：これは恥はずかしい!?

セレネ：さすがに、お姉ちゃんが噛かんだとは言えない（笑）。

フレア：あの、その、これには事じ情じようがありまして……。

ＧＭ：すると皇帝も小さい声で「仮面舞踏会に忍しのびで行っていたことは、是ぜ非ひとも秘ひ密みつにしていてもらいたい。家臣にバレると、いろいろと面めん倒どうなのでな。さすれば、この歯形のことは我わが胸むねの内に秘ひめておこう」と（笑）。

フレア：黙だまってます、黙ってます！

ユーノス：くそう、美形は言うことがいちいち気き障ざったらしい!?（一同笑）

ＧＭ：では、疑ぎ惑わくが払ふつ拭しよくされ、風雲児の釈しやく放ほうの約束もとりつけました。

一同：おおおおお～（拍手）。

ＧＭ：そして、晩ばん餐さん会かいとなって宴うたげが盛もり上あがっていきます。

フレア：これで、やっとお父さんに会えるよ！

セレネ：だと、いいんだけど……。

フレア：どうしたの？　セレネちゃん。

セレネ：なんだろう、すっかり疑うたぐり深ぶかくなってしまった。いかんなぁ（笑）。

ユーノス：逆ぎやつ境きよう、逆境また逆境、でしたからねえ。

ＧＭ：そんなふたりの思いをよそに、晩餐会の時間は過すぎていくのでした。







◆Ending 02◆風雲児の釈放




　皇帝からの許ゆるしを得て、父の釈放が決まった。

　フレアとセレネは、その身み柄がらを引き取ろうと監かん獄ごくまでやってくる。

　あとは、看かん守しゆに話して手続きを済すませるだけだ。




ＧＭ：それでは、次のシーンです。皇帝から釈放の約束をもらい、監獄にお父さんを迎むかえに行くシーンとなります。

セレネ：どきどき……。

フレア：お父さん、元気かなあ。

ＧＭ：では牢ろうの所に行くと、看守がいまして、話をできるところですよ。

セレネ：看守の人に話を伝えます。皇帝陛下のご恩おん情じようで、父を釈放してもらえることになりました。

フレア：わたしたち娘むすめが引き取りに来たと、伝えてください。

ＧＭ：では、看守が答えます。「はあ、それがたった今出て行ったところですだ」

フレア：出て行った!?（一同爆笑）

セレネ：……それ、どういうことですか？

ＧＭ：「皇帝陛下から釈放の命が出ると、すぐに荷物をまとめて牢から出ただよ。娘に会わせる顔がないとか言って」

フレア：お父さ──────ん!?

セレネ：あんたが会わせる顔がなくても、娘が顔を会わせたいんじゃ～!!（一同爆笑）

ユーノス：セレネさんの悲ひ痛つうな叫さけびが。

ドル：しかし、もう最終回だというのに（笑）。

ＧＭ：「実は、手紙を預あずかってるだよ。娘が来たら渡わたすようにと言われて」

セレネ：じゃあ、お姉ちゃんと一いつ緒しよに、その手紙を見てみよう。




「娘たちよ、いろいろ迷めい惑わくをかけてすまない───」




フレア：うん（笑）。

セレネ：もう振ふり回まわされまくりです（笑）。

ＧＭ：えー、続きます（笑）。




「お前たちが、私わたしのせいで借金一〇〇万Ｇを背負い、それを返へん済さいしたというのは風の噂うわさで聞いた。

　私の無む謀ぼうのせいで、おまえたちだけでなく、各方面に迷めい惑わくをかけたことは間ま違ちがいない。

〝クラン＝ベルの風雲児〟などともてはやされるうち、すっかり大切なものを見失ってしまっていたようだ」




フレア：そんなこと気にしなくていいのに。

セレネ：それで？（笑）




「このままでは、父として会わせる顔がない。

　冒ぼう険けん者しやとして、一からやり直そうと思う」




フレア：ちょっ、お父さんっ!?

セレネ：うん、うん（笑）。




「そして自分を見つめ直し、お前たちの父親としてふさわしい男になれたとき、会いに行こうと思う。

───父より」




フレア：お父さんっ……いい歳としして自分探さがしに旅立った!?（一同爆笑）

セレネ：そうか、これ自分探しの旅なんだ（笑）。

ＧＭ：ええまあ、このままだと娘に会わす顔がないと。

フレア：あの、看守さん。行き先とかは聞いてないんですか!?

ＧＭ：「いやあ『風の向くまま、気の向くまま』と言っただけで……」

フレア＆セレネ：お父さ─────ん!?（爆笑）




　風の向くまま気の向くまま───。

〝クラン＝ベルの風雲児〟は、旅立ってしまった。

　そして、借金と身みの代しろ金きんを返した双ふた子ごが残された。




フレア：どうしよう？　お父さん、世界に旅立っちゃったよ。

セレネ：まあ……しょうがないかぁ。やれやれ……。

フレア：結局、シリーズ中に会うことはできなかったね。

セレネ：お父さんは、謎なぞのまま（笑）。

ユーノス：ダイナストカバルの首しゆ領りようといい、今回といい……父親の顔は最後になっても明かされないというジンクスでもあるのでしょうか？（笑）

セレネ：まあ、いっか。お父さん元気みたいだし。

フレア：うん、逃にげ出だす元気があるぐらいだもんね（笑）。

ドル：まあ、便りがないのはよい便りとも言いますからのう。無ぶ事じが確かく認にんできただけでも、よしとしますか。

フレア：そうですね。

セレネ：でも、これからどうしようか？

フレア：なにか、予定はあるんですか？

ＧＭ：そうですね。このままクラン＝ベルに戻もどって父の帰りを待ってもいいですし、コロシアムで頂ちよう点てんを目指してもいいです。おふたりが自由に決めて構かまいません。

フレア：そっかぁ。

ドル：まあ、その辺のことは、ゆっくり考えてもよいじゃろう。

ユーノス：今は、借金に追い立てられることもありませんしね。

フレア：やってみたいことはいろいろあるけど……まずはおうちに帰りたいです。

セレネ：うん、わたしも一度おうちに帰ってから、ゆっくり考えてみようと思う。

ドル：では、お嬢さま方。帰るといたしますかな？

フレア＆セレネ：はーい。

ＧＭ：そんなこんなで、ヴァンスターを後にしてシーン終了です。







◆Ending 03◆祝勝会




　クラン＝ベルに戻もどると、さっそく賑にぎやかな祝勝会が催もよおされた。

　Ｆリーグの仲間たち、そして今まで出会ってきた人々を我わが家に招まねき、賑やかに過すごす。

　そんな中で、フレアとセレネは新たな旅立ちに想おもいを馳はせ、胸躍おどらせていた。




ＧＭ：では次のシーン。皇帝の御前試合でＦリーグ側が勝ったので、サントスがあらためて祝勝会を開いてくれます。

一同：おおー。

フレア：やったー♪　サントスさんありがとう。

セレネ：せっかくだから、おうちを会場に使ってもらおうよ。みんな呼よべるし。

フレア：うん、そうしよう。おうちなら、モンスターたちも一いつ緒しよ！

ＧＭ：わかりました。では、風雲児の館やかたにＦリーグの関係者や、今まで登場したＮＰＣも招しよう待たいするということで。

ドル：借金完かん済さいパーティを兼かねて。

フレア：今日はトラップもおやすみ！

ＧＭ：ラウラが、みんな解かい除じよしておいてくれました（笑）。

セレネ：今までお世話になっていたＦリーグの人たちを逆に招待する形で。

フレア：みんな来てくれてありがとう～♪

セレネ：みんなのおかげで勝てました。

ＧＭ：他にも、ディアス武ぶ器き防ぼう具ぐ店てんのリックや新人王戦で出てきた、マーセナリードリームチームやネオ・ダイナストカバル南パリス支し部ぶの面々もいます。

フレア：タコさんとカニさんが（笑）。

セレネ：そんな人たちまで（笑）。

ＧＭ：それに加えて、シルヴァやシグ、それにハッピーラッキーブラザーズや孤こ児じ院いんの子こ供どもたちも訪おとずれてますよ。

フレア：わー、賑やか～。

ＧＭ：さらには、メガネをかけた無ぶ精しよう髭ひげの剣けん士しもいます。フレアさん、覚えていますか？

フレア：……あっ、アロンダイトさんですね！




アロンダイト

　放ほう浪ろうの妖よう精せい騎き士し。第三話「はじめてのダンジョン」で、フレアに必殺の《水すい波は斬ざん》を伝でん授じゆしてくれた、伝説の剣士である。
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ＧＭ：「おめでとう、フレア。水すい波は斬ざん、見事に身につけたようだな」

フレア：はい、その節はお世話になりました。おかげで、いろんな戦いに勝てました。

ＧＭ：「なに、君がよき剣士として修しゆう練れんを積んだ成果さ」

フレア：はい！　池の鯉こいさんにも、助けてもらいました。

ＧＭ：「……池の鯉？」と、いぶかしげな顔をするアロンダイト（笑）。

セレネ：でも、こんなに大おお勢ぜい来てくれると、賑にぎやかでいいなぁ。

ＧＭ：カタリーナもお祝いしますよ。「まったく、もっと早く来られなかったのかしら？　おかげで、大変でしたのよ」

セレネ：やっぱりツンデレだ（笑）。

フレア：あはは。

ＧＭ：あと登場させてないＮＰＣは……？

フレア：そういえば……マティアスは？

セレネ：ほんとだ、忘わすれてた（笑）。

ＧＭ：では、その疑ぎ問もんにはシルヴァが答えてくれます。「皇帝暗殺計画が阻そ止しされたって報しらせがもたらされたその晩に……マティアスは荷物一式とともに姿すがたを消したわ」

フレア：えっ、夜よ逃にげ!?（一同爆笑）

セレネ：ちょっ！　神官なのに!?

ユーノス：借金取りが夜逃げするって、なかなかないパターンですよ。

ドル：まあ、ガスコイン伯爵から後こう援えんを受けておったようだし……皇帝暗殺計画に荷か担たんした疑うたがいがかかる前に姿を消したのじゃろう。

フレア：なるほど、したたかですね（笑）。

ユーノス：じゃ、きっと今いま頃ごろはどことも知れぬ夜空の下で、風ふ呂ろ敷しき包づつみを背負って……。

ＧＭ：「今に見ておれ～！」と、月に向かって叫さけんだりするのですね（笑）。




　窓まどを見れば、空には見事な月が浮うかんでいる。

　その月の下でマティアスが叫んでいると思うと───。

　胸がすっとするのであった。




セレネ：いや～、それはめでたい（笑）。

ＧＭ：さて、そこにサントスが話をしに来ます。「いや、今までご苦労さまでした」

フレア：ありがとうございまーす。

セレネ：こちらこそ、サントスさんがいなければ、借金を返せませんでした。

ＧＭ：「ははは、初めの頃ころは、ずいぶん嫌きらわれたものですが」

セレネ：ええ、懐なつかしい思い出です（笑）。

ＧＭ：「あなた方が立りつ派ぱに育ったことで、お父さんとの約束も果たせたかもしれませんね」

フレア：お父さんとの約束？

ＧＭ：「私とお父さん、そしてフェルナンドさんとは……仲間だったことがあるのですよ」

フレア：えええ～、そうだったの!?

ドル：いや、思い出してみれば第一巻で最初にサントスがやってきたとき、風雲児に世話になったと言っておったな。

セレネ：そうだった、そうだった！

フレア：あれは、そういう意味だったんですか。

ＧＭ：そして、サントスはセレネの胸にあるパリスの剣を指差します。「私たちは、いずれ魔ま族ぞくと戦うため、〝パリスの剣〟を再さい建けんするメンバーを育てようと約束を交かわしたのです」

フレア：魔族と戦うために？

セレネ：そうか、このバッジ……パリスの剣か。




　かつて、エリンディルでは〝バラムの乱らん〟と呼ばれる魔族が復ふつ活かつする戦せん乱らんが起こった。

　その乱の勃ぼつ発ぱつから、三年目の冬のこと。クラン＝ベルの古酒場には、ライン王国で名めい将しようと呼ばれたフリオンを始め、多くの冒険者たちが集まった。

　フリオンは、その席上で魔族と対たい抗こうするためには、冒険者たちはギルド単位ではなくもっと相そう互ごに連れん携けいすべき、と主しゆ張ちようした。

　それが最大のギルド連合〝パリスの剣〟である。




ＧＭ：「パリスの剣は、フリオンの死によって瓦が解かいしましたが……いつか来る魔族との戦いに備そなえ、優ゆう秀しゆうな人材を育成しなければならないと思っていたのです。そのための手しゆ段だんが、Ｆリーグだったのです」

一同：なんだって───!?（笑）

セレネ：そんなこと、考えもしなかった（笑）。

ドル：なるほど、レライエと戦わせたのも、そのためだったんじゃな（笑）。

ＧＭ：「ええ、だから個こ性せい的てきな選手がたくさん集まってるんですよ」

フレア：そんな、Ｆリーグにお金かね儲もうけ以外の目的があったなんて……。

ＧＭ：「ギルド大連合であるパリスの剣を再建するには、お金もいるんですよ」

フレア：なるほど、そういうことだったんですね！

ユーノス：なんだか、うまく騙だまされているような気が（笑）。

ドル：アロンダイトがフレアお嬢さまに《水波斬》を伝授したのも、その一いつ環かんか？

ＧＭ：「いかにも！」

フレア：言い切った！（一同笑）

セレネ：……だとすると、セレスチャルフォースが言ってることって正しかったんだ。あの人たち、《水波斬》は魔族に使うための技わざだって言ってたし。

フレア：本当だ、言ってた言ってた。あれ、このことの伏ふく線せんだったんですね。

ＧＭ：……あっ!?（←ぽんと手を打つ）

セレネ：えっ、もしかして気づいてなかったんですか!?

ＧＭ：……う、うん（笑）。

ドル：おい！　あいつら〝───という設せつ定てい〟じゃなかったのかよ!?（一同爆笑）

ＧＭ：いや、俺もあいつらは適てき当とう言ってるだけの連中として出したんですよ？　……でも、言われてみて繋つながっているから、びっくりしているんですよ!?

ドル：なんじゃその結果オーライ（笑）。

ＧＭ：セレスチャルフォースの言っていることは、実は戯たわ言ごとではなかった（笑）。

ドル：衝しよう撃げきの事実じゃ。あいつら、本当に天使かもしれん（笑）。

ユーノス：ボクも元イエローとしてびっくりです。

ドル：グリーンじゃなかったか？

ユーノス：もう、どっちでもよくなりました（笑）。

ドル：ともかく、Ｆリーグを旅立った戦士たちは、エリンディル各地で魔族と戦うことになるわけじゃな？

ＧＭ：ええ、そしてパリスの剣として召しよう集しゆうがかかると、みんなが集まったりするのです。

フレア：なるほど～。

ＧＭ：そして、サントスは感かん慨がい深ぶかげに言います。「いずれそのときが来たなら、あなたたちは一回り大きくなって現あらわれる……私は、そう信じていますよ」

フレア：はい！　約束します。

セレネ：わたしたちが助けられたんだから、今度は助け返す番です。

ＧＭ：すると、今度はクラッシュエンジェルズのライオとネルが声をかけてきます。

フレア：あっ、お姉さまたち！

ＧＭ：まずは、ネルが優やさしげな笑みを浮かべ、「おめでとう、コロローナ商会」と、言います。

フレア：はい、ありがとうございます！

セレネ：お姉さまたちのおかげで、ここまで来ることができました！

ＧＭ：ライオも「おめでとう、コロローナ商会」と肩かたを叩たたいて激げき励れいしてくれます。

フレア＆セレネ：はい！

ＧＭ：「というわけで皆さん、コロローナ商会の勝利と新しい旅立ちを祝って、かんぱーい！」と、サントスが乾かん杯ぱいの音おん頭どを取ってくれます。

一同：かんぱ～い！




　祝勝会は、夜まで続いた。

　しかし、楽しい宴うたげもいつかは終わりが来る。

　招待された大勢の客たちも、ひとりまたひとりと帰っていく。

　祭の後の静けさの中、ふたりは新たな決意をした───。




ＧＭ：では、賑やかだった祝勝会も終わりとなります。

セレネ：……ホントに、これで最後になるわけですね。

フレア：いろいろ感かん慨がい深ぶかいなぁ。

ＧＭ：さて、これからどうしますかね？

フレア：……はい、いろいろ考えたんですけど……世界を見て回る旅に出ようと思うんです。

ＧＭ：ほう、旅にですか。

セレネ：お姉ちゃんも、わたしと同じ考えなんだ。

フレア：そうだったんだ。わたし、セレネちゃんにどうやって話そうか、いろいろ考えていたのに。

セレネ：双子だから、考えることは同じなんだね（笑）。

フレア：というわけでドルさん、ユーノスさん。よろしいですか？

ドル：やれやれ。なんやかんや言いながら飛び出していくのだから……お嬢さま方も、旦だん那なさまと変わりませんぞ？

セレネ：うっ、それを言われると……（笑）。

フレア：わ、わたしたち、風雲児の娘ですからっ！

ドル：フッ、そうでしたな。家のことなら任せなされ。わしは冒険者なぞ辞めて、地道に商売をする道に戻りますので。それに、今はラウラがいますからな。

フレア：そっか、ラウラちゃんがいるなら、安心できるね。

ユーノス：ボクのサーガも、おふたりが借金を返すところで、第一部完です。ふたたび、新しいサーガを求める旅に出ることにしましょう。

フレア：ユーノスさんも、旅に出ることにしたんですか？

ユーノス：はい、まだ見ぬ伝説を求め……まずは東の方にでも行ってみようかと。

フレア：……そういえば、わたしたちは行き先を決めてなかった（笑）。

セレネ：いいんじゃないかな、成り行き任せで（一同笑）。

ドル：家はいつでも帰ってきてよいようにしておきますので、心おきなく成り行き任せの旅を楽しんできなされ。

フレア＆セレネ：はい！

ＧＭ：では、最後に旅立ちを演えん出しゆつして締しめくくりましょう！




　その日は、朝からよく晴れていた───。

　フレアとセレネは、ふたりでせっせと旅の荷に造づくりをしていた。

　とりあえずは、身の回りのもの一式。続いて、ロープに保ほ存ぞん食しよくなどの冒険者セット。それと、エリンディル大陸の地図。定期的に連れん絡らくを取るから、ペンと便びん箋せんも必要だ。

　あれやこれやと詰つめ込むうちに、すっかり大きな荷物となった。

「これでよしっと！」

　フレアは、バックパックに最後の荷物を詰め込んだ。

　本当は、もっといろいろ持っていきたかったのだが、セレネにいろいろ減らされている。

　それでも、バックパックはぱんぱんになってしまった。

「……じゃあ、お姉ちゃん。そろそろ行こっか」

「うん、行こう、セレネちゃん！」

　ふたりは、荷物を背負い、自分たちの部屋を後にする。

　館やかたでは、ドルとラウラがさっそく働いていた。

「お嬢さま方、もう出発の準備は整ととのいましたかな？」

　いつもの調子で、ドルが聞いてくる。

　しばらく館を離はなれるけれど、彼がいてくれるなら心配はない。

「はい、大丈夫です！」

「それでは行ってきます、ドルさん」

　旅への出発を告つげ、ふたりは意い気き揚よう々ようと出発する。

　見上げれば、ちょうどユーノスが白い翼つばさを広げて飛んでいた。

「それではおふたりとも、またどこかでお会いしましょう！」

　ユーノスの別れの挨あい拶さつに、ふたりは手を振って応える。

　こうして、フレアとセレネ、風雲児の娘たちはクラン＝ベルを旅立った。

　世界は広い───。

　この旅の先に、何があるのだろう？

　もちろん、不安もある。でも、期待の方がずっと大きい。

　ふたりでいれば、どんなことでも乗のり越こえられるから。




　さあ、まずはどこへ行こう？

　貧びん乏ぼう姉妹の明日はどっちだ!?




『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』

最終話「はじめての遠えん征せい試合」

─完─
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　───というわけで『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド④　貧びん乏ぼう姉妹の伝説』、いかがでしたでしょうか？

　一〇〇万Ｇの借金から始まったこのリプレイシリーズですが、今回で最さい終しゆう巻かんとなります。

　思えば、貧乏姉妹には、さまざまな困難がありました。

　セレブなお嬢じようさまから、一転して借金に追われる生活に転落した人生の悲喜こもごもを味わい、コロシアムで賞金を稼かせごうと数々のライバルと戦い、その間にも誰だれかを助けたり姉妹の絆きずなの危き機きを乗のり越こえたりと、実に波は瀾らん万ばん丈じようです。

　そしてこの四巻かんでは、父を解かい放ほうするために奮ふん闘とうすることになります。

　一千万Ｇの身代金や大きな陰いん謀ぼう、これら数々の艱かん難なん辛しん苦くを乗り越えて、双ふた子ご姉妹は大だい団だん円えんを迎むかえることができるのか？　……と、あとがきから読まれる方もいるかと思いますので、まずはネタバレにならない範はん囲いのお話をさせていただきます。

　さて、この本が皆みなさまのお手元に届とどくのは、一〇月も半ばを過すぎた頃ころ。

　本書のほかにも、『アリアンロッドＲＰＧ』の関連商品が続々と発売される予定です。

　まずはこの場を借りて、紹しよう介かいしていきましょう。




『アリアンロッド・サガ・コンチェルト』

『電でん撃げきG's Festival COMIC』にて好こう評ひよう連れん載さい中のコミック『アリアンロッド・サガ・コンチェルト』が、十一月下旬にメディアワークスから発売予定です。原作・菊きく池ちたけし／作・佐さ々さ木きあかねでお届とどけする、ピアニィの若わかき日ひの学園生活の物語となっております。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』

『コンチェルト』の舞ぶ台たい、シェルドニアン学園を舞台とした『アリアンロッド・サガ』の新シリーズが開始されます。著ちよ者しやは、新しん進しん気き鋭えいのライター、緑谷明澄りよくや・あきすみ。

　こちらは、十一月下げ旬じゆん、富ふ士じ見み書しよ房ぼうより発売予定です。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ⑤』

『アリアンロッド・サガ』の〝無印〟の最新刊かんとなる第五巻です。ピアニィたちは、大きな戦せん乱らんに巻まき込こまれていきます。著者は、ご存ぞんじ菊池たけし。

　こちらも、十一月下旬、富士見書房より発売予定です。




　では、関連商品の紹介も終わりましたので、本ほん編ぺんについて語っていきたいと思います。

　ここから先はネタバレとなりますので、先に本編をお読みください。




●第七話「はじめての秘ひ宝ほう探たん索さく」

　前ぜん巻かんのラストで借金を返したと思ったのも束つかの間ま、今度はスパイ容よう疑ぎで捕とらえられた父親を解放するため、一千万Ｇの身みの代しろ金きんが必要となりました。もちろん、コロローナ商会にそんな法外な身代金を払はらう術すべなどありません。そんなわけで、コロローナ商会はガスコイン伯はく爵しやくと交こう渉しようするため、風ふう雲うん児じの秘ひ宝ほうを求めて、我わが家やの地下にある迷めい宮きゆうに挑いどむ、というのが七話のあらすじです。




　借金を返した途と端たん、また法外な金が必要となるというどんでん返しが来るという展てん開かいにしましたが、またコツコツ一千万Ｇを稼かせいでいくというシナリオでは最初に戻もどってまた繰くり返かえしになってしまいますし、なにより話数が足りません。

　一千万Ｇの身代金を、一気に逆ぎやく転てんするための方法をＰＣたちが考え、その逆転に必要なアイテムをゲットしようとするシナリオとしました。




　早い話が、七話はダンジョンものとなっております。

　今までトラップやモンスターまでいた館やかたですから、その地下に迷宮が広がっていても不思議ではないだろうという思いつき。そして、父親みずからが設せつ計けいしたダンジョンを突とつ破ぱすることで、〝父親越ごえ〟を果たしてもらおう。そういう方向で考えました。

　それと、もうひとつやってみたいことがありました。

　風雲児の秘宝はすぐ側そばにあった……幸せの青い鳥は、最初から我が家にいたんだ、みたいな話にしたかったのです。




　そんな思惑もあって、風雲児の秘宝は、我が家の最深部であるダンジョンに眠っていることにしました。

　その設計も、風雲児みずからが設計を手がけたものです。まあ、娘たちを鍛えるために我が家のいたるところにトラップを仕掛け、モンスターを飼うような人物ですから、地下にダンジョンくらい造っても不思議ではないでしょう。

　この風雲児のダンジョンを見事攻略すれば、双子姉妹は父親を超えた証を手に入れることになるのです。

　プレイヤーも、プリプレイで秘宝の隠かくし場所は我が家のどこかだろうと予想はしていたようです。今回予告も、ダンジョン探たん索さくを匂におわせるものになっていましたから。

　しかし、あらためてプレイが始まると、住すみ慣なれた我が家に地下迷宮まであったのは意外だったようです。

　意外な予想が当たってしまうのは、予想した本人でさえ意外なもののようです。




　そして、この地下迷宮を突とつ破ぱする前、今まで戦ってきたライバルが訪おとずれ、プレゼントをしていくという場面があります。これらを上手うまく使っていくと、途と中ちゆうのトラップを回かい避ひできたりするわけですが、最後に明らかとなる風雲児の秘宝に込こめられたメッセージ───大切なものは〝友ゆう情じよう〟という教えに繋つながるわけです。

　まあ、個こ人じん的てきに、ネタアイテムを出したかったというのもありますが。

　ともかく、ギロチンスケボーや輝くゴージャスサンズ像は、プレイヤーたちにも受けていたので、思いついた甲斐があるというものです。

　フレアがいきなりオークションに出品しようと言い出したのは、想定外でしたが。




　これらのアイテムは、使用しなくてもダンジョンを突破できるようになっています。もちろん、有効に活用すればそれだけ攻略の難易度は下がるという仕組みです。

　重要なのは、実際にＰＣが使おうと考え、役にたったと思ってもらうことでした。

　ＮＰＣがプレゼントしたアイテムはネタ分も多めですが、印象が強ければ強いほど、プレイヤーたちもアイテムのことも忘れないというもの。

　実際、プレイヤーたちもこれらのアイテムを忘れずに活用してくれました。




　さて、この風雲児のダンジョン、その特徴に管理人が存在することがあります。

　一度外に出てもふたたびトラップが設置し直されるということで、キキーモラの管理人を配置しました。

　ＰＣが引き返したり、水路から放り出されたりすることも考慮したうえでの配置なのですが、ずっと館の真下で暮らしていたということを踏まえてロールプレイをしたところ、すっかり訳知り顔のおばちゃんっぽいキャラクター造形となってしまいました。

　その管理人から、前巻でハッピーラッキーブラザーズが早朝からラッパを吹き鳴らしたことについて言及されると、フレアもセレネも大変心苦しく思っていたのか、本来の家主にもかかわらず、何故か謝りっぱなしという面白いシーンになりました。




　こうしてダンジョンを突破すると、いよいよ風雲児の秘宝とのご対面となります。

　しかし、風雲児の秘宝の正体は、たった一枚のコインに過ぎません。

　こうなるオチ自体は、プレイヤーもなんとなく感じていたようです。本当の秘宝とは、アイテムなどではなく、お互いを研き合うライバルやともに協力してくれる仲間たちの友情であることは、シナリオ中に示唆されていたことでしたので。

　とはいえ、どんなに深い意味が込められていても、風雲児の秘宝は、わずか一Ｇのコインでしかないわけで、問題を解かい決けつするのは次の話となります。




●最終話「はじめての遠えん征せい試じ合あい」

　そしていよいよやってきた最終話。コロローナ商会は、風雲児の秘宝一Ｇコインを握にぎりしめて、神しん聖せいヴァンスター帝てい国こくに乗のり込こんでいきます。そこで待ち受けていたのは、皇こう帝てい暗殺という大きな陰いん謀ぼうだった……というシナリオです。

　これまで、コロローナ商会はコロシアムの試合で戦ってきました。

　最終話も、やはり試合に勝利するシナリオがいいだろう、というわけで皇帝観かん覧らんの御ご前ぜん試合に勝利することで、すべてが解決するような展てん開かいにしよう、そう思いました。




　そこで、ヴァンスター神聖皇帝観覧の御前試合を背景とした暗殺計画に巻き込まれるというシナリオにすることにしました。

　日本の時代劇では、御前試合を舞台にさまざま陰謀が巡らされるという定番のストーリーがあります（特に寛永年間を舞台とした寛永御前試合は、講談のネタから小説、漫画でよく取り上げられ、時代劇のジャンルのひとつになっています）。

　今回のシナリオは、そこから多くの着想を得て作成しました。




　シナリオの大筋はこうして決まりましたが、ここでちょっと問題が起こりました。

　舞台となるヴァンスターで、ＰＣたちに頼る伝手がないのです。

　ＰＣたちは、皇帝暗殺を企たくらむガスコイン伯はく爵しやくの陰謀を調べ、告発するわけですが、その途と中ちゆうで帝国の事じ情じように通じて協力してくれるＮＰＣを配置する必要になりました。しかも、これが有ゆう能のうだと自分で解決してしまうので、ほどよく役に立ちそうもない印象の人物が望ましいわけです。

　そこで、ジュライの登場となりました。

　彼かの女じよは、『ルージュ』シリーズに登場して強いインパクトを放ちつつ、この条じよう件けんにぴったりはまるという大変素す晴ばらしいＮＰＣです。同じく『ルージュ』シリーズからの登場となるマティアスに続いて、セッションでいい味を出してくれました。




　さて、このジュライと接せつ触しよくしたのち、フレアとセレネは仮か面めん舞ぶ踏とう会かいに乗のり込こみます。

　ここで、予想もしないことが起きてしまいました。

　お忍しのびでやって来た皇帝ゼダンの正体を、フレアのクリティカルで見み抜ぬかれたことです。

　皇帝と接触させること自体は想定したものですし、後の展開への伏線とする予定でした。

　もしかしたら皇帝かもしれない、というぐらいの情じよう報ほうに止め、後でネタばらしをしようと思っていたのですが、クリティカルをされてははっきり言うしかありません。

　ちょっと焦あせりましたが、正体を見み抜ぬいたフレアが皇帝の身分を気にしないロールプレイをしてくれたこともあって、なんとかなりました。

　しかし、もっと焦あせったのは恋こいに落ちると念じてダイスを振ふった結果だと言うこと。

　天てん真しん爛らん漫まんなフレアさんにもついにロマンスか!?　と思いましたが……予想外のオチに、ＧＭもプレイヤーも大だい爆ばく笑しようとなりました。

　実際のオチは、是非とも本編最終話のエンディングで確かめてください。




　そして、御前試合当日、コロローナ商会の試合出場を阻はばもうとガスコイン伯爵は私し兵へいを送おくり込こんできます。これはＦＳ判はん定ていとなっていますが、成功するたびにこれまで戦ったライバルたちが登場する演えん出しゆつとしました。これまで登場したキャラクターが総そう出しゆつ演えんし、大だい団だん円えんとなる展開は昔むかしから大好きでしたので。

　特に、セレスチャルフォースのもうひとり、パープル復ふつ帰きはいつかやりたいと思っていたので、念願が叶かなった形です。元々、パープルの話が出たのは、二巻収録の第四話で、ＰＣたちとのかけ合いの中、セレスチャルフォースに卒業したメンバーがいるという演出を即興でやって受けたのがきっかけで、自分自身でもこのネタを気に入っていました。

　プレイヤーたちにも好評で、このシーンは大いに盛もり上あがることとなりました。




　こうしてクライマックスの御前試合となるわけですが、最終話の戦闘ですから、やはり今までとは違った緊張感を演出したいと思いました。

　そういうわけで、御前試合でありつつも相手は事故に見せかけてとどめを刺してくるという戦闘を用意することにしました。シナリオの背景が皇帝暗殺というシビアなものであることと、対戦相手がプロの暗殺者ということもあって、とどめを刺してくる理由は十分ありますし、シチュエーションも問題ありません。

　ただ、本気で殺しにいく戦闘というのは、やはりそれなりに覚悟がいりました。

　しかし、手加減なしで敵をぶつけたにもかかわらず、コロローナ商会は見事勝利を手にし、大団円を迎えることができました。




　そして、フレアとセレネが皇帝に掛け合った結果、父親の解放が無事に認められ（勝手に出ていったわけですが）、ふたりは借金からも自由の身となり、旅立っていきました。

　選択肢としては、コロシアムの頂点を目指す、館で父親の帰りを待つなどの結末も用意していましたが、フレアとセレネのプレイヤーである妹尾さんと藤井さんの意見を採り入れ、このシリーズにふさわしいエンディングを迎えることができたかと思います。




　最後の最後、サントスがＦリーグを創設した真意が明かされます。来たるべき日に備えての人材育成という目的でしたから、そのときがくれば、きっとまた貧乏姉妹は帰ってくることになるでしょう。




＊　　　＊　　　＊




　こうして『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』シリーズは無事完結を迎えることができました。

　ここで、本シリーズと自分のことについて振り返ってみたいと思います。




　自分は、これまでシナリオ作成などでＴＲＰＧの作成にたずさわっていました。

　リプレイシリーズを担当するのは、今回が初めてです。

　実際、いろいろと手探りな部分もありました。

　コロシアムでの借金返済をメインにするというシリーズの展開も、今までの『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイとは、また違ったものでした。




　当然不安もありましたが、蓋を開けてみると結構楽しんでいる自分がいました。

　これまでの試合のギミックを考えたり、登場してくるライバルたちをロールプレイしたりするのは、普段ＴＲＰＧを遊んでいるときでも楽しんでやっている部分でしたので、そこはいつもどおりにやることができました。

　この部分は、プレイヤーの皆さんに多く助けられた部分でもあります。

　実際のセッションで、自分と一緒に楽しんでもらったのは、大きな励みになりました。




　リプレイ執筆は、セッションの楽しさをいかに伝えるかも課題となってきますが、シリーズを重ねるうちに、そこにさまざまなノウハウがあることを学びました。

　これは、ライターとしても得難い経験になっています。

　フレアとセレネの成長とともに、自分も成長できたかも？　などと言ったら、少し大袈裟かもしれませんが。




　さて、名残なごり惜おしいですが、そろそろ紙面が尽つきてまいりました。

　この『アリアンロッド・レジェンド』シリーズ。それが無事完結したのも、多くの人々に支ささえられたからです。




　妹尾絵美せのお・えみさん、藤井忍ふじい・しのぶさんを始めとするプレイヤーの皆みなさんに感かん謝しやを。

　イラストレーターのヤトアキラさんにも素す晴ばらしいイラストを描えがいていただきました。

　そして、ひとえに読者の皆みなさんからも、あたたかい応おう援えんをいただきました。

　あらためまして、皆さんに感かん謝しやを。ありがとうございます。

『レジェンド』シリーズはフィナーレを迎えましたが、『アリアンロッドＲＰＧ』は『サガ』シリーズをはじめ、まだまだ展開していく予定となっています。

　引き続き、皆さまのご愛顧のほどを。




　私、丹藤武敏たんどう・たけとしが執筆する新たなリプレイシリーズも企き画かく中であります。

　今度は、エリンディル大陸の東方を舞台としたお話になる予定です。




　ここで一旦お別れとなりますが、ほんの少ししたら戻ってきます。

　そのときに、また皆さんとお会いできるのを、楽しみにしております。

　それでは、ふたたびお目にかかる日まで！




二〇一〇年十月　丹藤武敏
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